
仏
堂
納
置
文
書
考

山
　
岸
　
常
　
人

　
は
じ
め
に

一　

仏
堂
納
置
文
書
の
実
態

二
　
仏
堂
納
置
文
書
の

歴
史
的
意
味

　
ま
と
め

仏堂納置文書考

論
文
要
旨

　
本
稿
は
、
中
世
の
寺
院
に
お
い
て
本
堂
或
は
そ
の
他
の
仏
堂
の
中
に
何
ら
か
の
意
図
を
も

っ

て

納
め
置
か
れ
た
文
書
ー
仏
堂
納
置
文
書
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
ー
を
と
り
あ
げ
、
そ
の
納

置
の
状
態
・
納
置
文
書
の
種
類
や
機
能
・
蔵
に
納
置
さ
れ
た
文
書
と
の
関
係
等
に
つ
い
て
、

主

と
し
て
栄
山
寺
・
高
野
山
・
金
剛
寺
等
の
納
置
の
事
例
を
た
ど
り
な
が
ら
、
寺
院
内
部
に

お
け

る
文
書
の
安
定
的
な
保
管
に
つ
い
て
の
原
理
と
現
実
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
。

　
文
書
納
置
に
は
様
々
な
種
類
の
仏
堂
が
使
わ
れ
て
い
る
が
、
中
で
も
御
影
堂
・
本
堂
、
と

り
わ
け
御
影
堂
が
特
に
史
料
的
に
豊
富
な
情
報
を
残
し
て
お
り
、
御
影
堂
が
多
く
の
寺
に
共

通

し
て
重
用
さ
れ
て
い
た
。
多
数
の
文
書
が
仏
堂
に
納
置
さ
れ
た
要
因
は
、
併
存
す
る
複
数

の
僧
侶
集
団
、
さ
ら
に
は
寺
外
の
諸
権
門
と
の
間
で
の
様
々
な
権
利
が
対
立
す
る
際
、
権
利

を

保
障
す

る
支
証
と
な
る
文
書
の
所
在
と
そ
の
確
か
な
伝
領
を
実
現
す
る
た
め
に
ふ
さ
わ
し

い
機
能
を

仏
堂
が

も
っ
て
い
た
点
に
あ
る
。
寺
の
開
祖
や
宗
祖
を
祀
る
御
影
堂
が
特
に
選
ば

れ
て

い

る
の
は
、
世
俗
の
諸
権
力
よ
り
上
位
の
権
力
に
文
書
の
保
管
を
委
ね
た
と
見
る
こ
と

が

で
き
る
。
た
だ
し
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
架
空
の
上
位
権
力
の
存
在
を
想
定
し
て
成
立
し
て
い

る
擬
制
と
も
言
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
笠
松
宏
至
氏
の
言
う
「
仏
物
」
誤
用
禁

止
の
法
理
と
も
共
通
す
る
理
念
で
あ
る
が
、
そ
の
法
理
の
裏
で
は
、
高
野
山
の
御
手
印
縁
起

等
の
奉
納
状
や
十
聴
衆
評
定
で
定
め
ら
れ
た
出
納
手
続
、
或
は
文
書
の
書
面
上
に
御
影
堂
納

置
文
書
で
あ
る
旨
を
示
す
文
言
を
加
筆
す
る
こ
と
等
、
実
態
を
伴
っ
た
管
理
制
度
の
完
備
に

ょ
っ
て
初
め
て
保
管
の
実
効
性
が
保
証
さ
れ
て
い
た
。
更
に
は
金
堂
に
は
下
書
を
、
御
影
堂

に
は
正
文
を
置

く
よ
う
な
危
険
を
分
散
す
る
方
式
も
編
み
出
さ
れ
て
、
そ
れ
を
補
完
し
た
は

ず
で
あ
る
。
即
ち
理
念
や
擬
制
だ
け
で
現
実
の
利
害
や
権
力
に
対
抗
し
き
れ
る
も
の
で
は
な

か

っ

た
。
な
お
仏
堂
に
納
置
さ
れ
る
文
書
は
公
験
・
荘
園
文
書
な
ど
寺
家
の
権
利
に
直
接
関

わ

る
も
の
に
主
と
し
て
限
ら
れ
、
法
会
文
書
な
ど
は
納
め
ら
れ
ず
、
ま
た
年
貢
な
ど
も
別
の

収
納
施
設
に
納
め
ら
れ
、
寺
内
の
収
納
施
設
は
目
的
に
よ
り
俊
別
さ
れ
て
い
た
。
仏
堂
に
文
書

を

納
置
す

る
こ
と
は
正
に
中
世
寺
院
の
組
織
構
造
を
直
接
に
反
映
し
た
現
象
で
あ
っ
た
。
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は

じ
め
に

　
近
年
、
中
世
の
諸
権
門
に
お
け
る
文
書
の
保
管
の
場
や
、
保
管
さ
れ
た
文
書
の
機

能
等
に

つ
い
て

の

研
究
が

着
実
に
進
展
し
つ
つ
あ
る
。
最
近
の
成
果
に
つ
い
て
概
観

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

す
れ
ば
、
ま
ず
下
向
井
龍
彦
氏
は
「
官
底
」
と
い
う
語
を
と
り
あ
げ
、
そ
れ
が
弁
官

局
内
の
実
務
部
門
で
あ
っ
て
、
文
書
保
管
・
文
書
審
理
等
の
機
能
を
も
っ
て
い
た
こ

と
、
そ
れ
が
官
文
殿
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
等
を
明
ら
か
に
さ
れ
、
併
せ
て
他
の

官
司
や
権
門
に
も
同
様
の
機
能
を
も
つ
「
底
」
の
存
在
す
る
こ
と
、
官
底
の
機
構
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

国
家
権
力
の
性
格
の
転
換
と
対
応
し
て
い
た
こ
と
等
を
論
じ
た
。
一
方
河
音
能
平
氏

は
、
文
書
の
伝
来
と
機
能
に
関
す
る
既
往
の
研
究
の
批
判
的
総
括
の
上
に
た
っ
て
、

文
書
発
給
主
体
側
に
お
け
る
文
書
の
保
管
や
廃
棄
の
実
態
を
明
か
に
さ
れ
た
。
例
え

ぽ

太
政
官
で
は
太
政
官
発
給
文
書
の
控
は
官
文
殿
や
小
槻
氏
私
文
庫
に
保
管
さ
れ
て

い

た

が
、
王
家
で
は
原
則
と
し
て
保
管
・
伝
領
し
な
か
っ
た
点
な
ど
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
筆
者
の
関
心
は
、
寺
院
の
諸
々
の
活
動
を
、
そ
の
活
動
の
基
盤
と
な
る

場

と
の
関
わ
り
で
見
て
ゆ
く
こ
と
に
あ
る
が
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
そ
の
活
動
の
中

に

は
、
権
門
の
一
つ
と
し
て
の
寺
院
が
、
対
外
的
に
、
ま
た
内
部
に
於
て
様
々
な
文

書
発
給
・
受
給
を
行
う
こ
と
が
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
然
る
べ
き
文
書
保
管

の

場
が
存
在

し
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
寺
院
に
於
る
文
書
保
管
の
場
と
し
て

下
向
井
氏
に
よ
れ
ば
文
書
記
録
を
収
蔵
す
る
倉
庫
、
即
ち
寺
底
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
、

そ

の

所
蔵

さ
れ
る
文
書
の
性
格
と
し
て
河
音
氏
に
よ
れ
ば
、
大
寺
社
は
代
替
り
に
よ

る
文
書
の
廃
棄
が
な
か
っ
た
点
に
特
色
が
あ
る
も
の
の
、
一
定
の
機
会
に
文
書
目
録

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

を
作
成
し
、
必
要
な
文
書
の
み
を
整
理
・
伝
領
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ

れ

ら
の
研
究
に
よ
る
限
り
、
寺
院
に
お
け
る
文
書
保
管
の
具
体
像
は
あ
ま
り
明
確
に

　
　
　
　
（
4
）

な
っ
て
こ
な
い
。
一
般
に
中
世
の
寺
院
に
お
い
て
は
、
そ
の
組
織
の
運
営
上
重
要
な

文
書

は
、
寺
院
内
の
蔵
に
納
め
ら
れ
る
か
、
運
営
組
織
が
保
管
す
る
の
が
一
般
的
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

あ
っ
た
。
例
え
ば
東
大
寺
で
は
、
公
験
類
は
上
司
の
印
蔵
に
納
め
ら
れ
て
お
り
（
東
大

寺
要
録
諸
院
章
）
、
年
預
や
僧
房
年
預
は
各
々
寺
家
や
三
面
僧
房
衆
の
重
書
を
年
預

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

櫃
に
納

め
、
年
預
交
替
時
に
そ
の
櫃
を
伝
領
し
て
い
た
。
平
安
時
代
後
期
の
東
寺
で

は
北
宝
蔵
に
諸

国
末
寺
公
験
井
荘
々
公
験
等
や
寺
家
官
符
等
が
納
め
ら
れ
て
い
た

（
長
保
二
年
十
一
月
廿
⊥
ハ
日
東
寺
宝
蔵
焼
亡
日
記
、
平
安
遺
文
四
〇
〇
、
以
下
平
四

〇
〇
と
示
す
）
。
し
か
し
な
が
ら
一
方
で
、
寺
内
の
仏
堂
に
文
書
を
納
置
す
る
例
が

少
な
か
ら
ず
知
ら
れ
る
。
収
納
の
た
め
に
建
て
ら
れ
て
い
る
と
は
思
わ
れ
な
い
仏
堂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

に
、
何
故
文
書
が
納
め
ら
れ
た
の
か
。
こ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
は
笠
松
宏
至
氏
の
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

じ
た
仏
物
・
僧
物
の
概
念
で
あ
る
。
笠
松
氏
が
中
田
薫
氏
の
論
考
を
受
け
て
本
尊
に

対

し
て
の
寄
進
行
為
を
取
り
上
げ
、
「
本
尊
」
即
ち
「
寺
家
」
を
興
立
す
る
た
め
に
、

院
や
坊
で
は
な
く
、
「
本
尊
」
に
対
し
て
寄
進
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
院
・
坊
・

僧
等
の

個
人
と
対
立
す
る
人
格
た
る
「
寺
家
」
こ
そ
が
寄
進
の
対
象
と
な
っ
た
「
本

尊
」
の
具
体
像
だ
と
さ
れ
た
。
笠
松
氏
が
こ
れ
に
続
い
て
論
じ
ら
れ
た
仏
物
・
僧
物
の

区

分
の
概
念
、
そ
の
誤
用
を
禁
じ
た
論
理
の
存
在
に
つ
い
て
の
議
論
を
筆
者
な
り
に

敷
衛
す
る
な
ら
ぽ
、
仏
堂
に
文
書
を
納
置
す
る
こ
と
は
「
仏
物
」
と
し
て
文
書
そ
の

も
の
や
そ
の
記
載
内
容
の
誤
用
を
防
ぐ
効
果
が
あ
っ
た
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
「
仏
物
」
で
あ
る
か
ら
誤
用
が
防
止
で
き
る
と
の
論
理
は
一
見
明
快
で
あ
る

が
、
「
仏
物
」
た
る
要
件
は
何
な
の
か
、
本
尊
へ
寄
進
さ
れ
れ
ば
「
仏
物
」
な
の
か
、
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そ
れ

と
も
寺
に
寄
進
さ
れ
さ
え
す
れ
ぽ
「
仏
物
」
と
な
り
得
る
の
か
、
「
仏
物
」
た
る

こ
と
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
現
実
的
効
果
を
生
む
の
か
、
と
い
っ
た
様
々
な
点
で

解
明
さ
れ
て
い
な
い
面
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
現
実
の
動
向
の

中
で
「
仏
物
」
た
る
こ
と
に
起
因
す
る
現
象
を
捉
え
、
「
仏
物
」
で
あ
る
こ
と
に
よ
る

効
果
を

明
か
に
す
べ
き
で
あ
り
、
或
は
ま
た
「
仏
物
」
た
る
こ
と
以
外
の
様
々
な
論

理
や
事
象
が
存
在
す
る
か
否
か
も
検
証
せ
ね
ぽ
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　
本
稿
で
は
、
中
世
の
寺
院
に
お
い
て
本
堂
或
は
そ
の
他
の
仏
堂
の
中
に
何
ら
か
の

意
図
を
も
っ
て
納
め
置
か
れ
た
文
書
ー
仏
堂
納
置
文
書
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
ー
を
と

り
あ
げ
、
そ
の
納
置
の
状
態
・
納
置
文
書
の
種
類
や
機
能
・
蔵
に
納
置
さ
れ
た
文
書

と
の
関
係
等
に
つ
い
て
、
納
置
の
事
例
を
た
ど
り
な
が
ら
、
寺
院
内
部
に
お
け
る
文

書
の
安
定
的
な
保
管
に
つ
い
て
の
原
理
と
現
実
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
加
え
た
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
仏
堂
納
置
文
書
を
形
態
的
に
み
る
と
紙
に
書
か
れ
た
通
常
の
意
味
で

の

文
書
の
他
に
、
板
に
記
さ
れ
た
も
の
、
堂
内
の
柱
等
の
建
築
部
材
に
記
さ
れ
た
も

の

の

二
種
が

あ
り
、
記
載
方
法
に
も
墨
書
と
刻
み
つ
け
ら
れ
る
も
の
の
二
様
が
あ
る
。

こ
れ
ら
は
す
べ
て
仏
堂
納
置
文
書
の
範
疇
に
含
め
て
よ
く
、
か
つ
両
者
極
め
て
共
通

す

る
原
理
か
ら
生
じ
て
来
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
後
者
の
所
謂
金
石
文
は
文
書
形
態

と
し
て
は
異
質
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
主
と
し
て
紙
に
書
か
れ
た
文
書
を
と

り
あ
げ
、
金
石
文
に
つ
い
て
は
本
稿
の
最
後
に
若
干
言
及
す
る
に
と
ど
め
た
い
。

一　

仏
堂
納
置
文
書
の
実
態

仏

堂
へ
文
書
を
納
置
す
る
事
例
は
十
二
世
紀
か
ら
見
ら
れ
る
。
そ
の
中
で
比
較
的

史
料
が
限
定
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
仏
堂
納
置
文
書
に
関
す
る
一
通
り
の
問
題
点
を

見
る
こ
と
の
で
き
る
栄
山
寺
の
例
か
ら
検
討
し
、
次
い
で
膨
大
な
数
の
文
書
を
仏
堂

に
集
積

し
た
高
野
山
の
例
を
検
討
し
、
更
に
そ
の
他
の
数
力
寺
の
例
を
み
て
ゆ
く
こ

と
に
す
る
。

O
　
栄
山
寺
円
堂

　
大
和
の

五
条
に
所
在
す

る
栄
山
寺
の
円
堂
、
即
ち
八
角
堂
へ
の
文
書
納
置
は
次
の

高
野
山
と
並
ん
で
最
も
古
い
事
例
で
あ
る
。
円
堂
へ
の
文
書
納
置
は
次
に
揚
げ
る
永

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

暦
元
年

（
＝
六
〇
）
十
月
廿
日
栄
山
寺
文
書
奉
納
状
（
栄
五
四
）
に
よ
っ
て
知
ら

れ
る
。

　
　
　
（
端
裏
）

　
　

「
公
験
目
録
」

　
奉
納

　
　
栄

山
寺
領
公
験
等
事

　
　
　
合

　
　
養
老
三
年
官
符
一
通

　
　
天
平
十
一
年
官
符
一
通

　
　
天
平
神
護
元
年
官
符
一
通
二
枚

　
　
天
元
三
年
官
符
一
通
三
枚

　
　
延
喜
十
二
年
官
符
一
通

　
　
永
延
三
年
官
符
一
通
二
枚

　
　
寛
弘
六
年
官
符
一
通
二
枚

　
　
保
元
三
年
官
符
一
通
二
枚
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同
年
官
符
一
通
三
枚

　
民
部
省
勘
注
一
通
三
枚

代
畠
判
三
主
慧
蟄
一
巻
三
±
焚

　
神
鏡
起
請
文
一
通
三
枚

　
実
経
起
請
文
一
通
四
枚

　
勧
学
院
井
使
庁
下
文
一
巻
五
枚

　
興
福
寺
政
所
下
文
一
巻
十
二
枚

　
僧
永
俊
請
文
一
枚

　
定
昭
公
験
一
巻
八
枚

　
覚
実
避
文
一
枚

東

屋
庄
公
験

系
遼
羅
顕
保
元
三
年
宣
、
。
　
’

右
、
当
時
別
当
者
、
為
氏
長
者
之
人
、
撰
同
族
僧
所
補
任
也
、
而
長
者
別
当
剰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

違
背
、
氏
僧
師
弟
若
不
相
承
、
於
其
文
書
難
得
附
属
、
寺
領
沙
汰
之
時
、
輌
無
披

　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

閲
、
長
吏
遷
替
之
刻
、
恐
令
紛
失
、
是
以
永
奉
納
円
堂
既
畢
、
寺
家
有
訴
之
時
、

別
当
触
示
長
者
、

⑦

随
彼
許
諾
所
司
等
相
共
令
開
検
封
、
不
廻
時
日
早
可
返
納
、

　
不
及
大
事
之
外
、
於
正
文
者
不
可
出
寺
門
、
令
書
案
文
宜
歴
沙
汰
也
、
若
有
違
此

　
誠
之
輩
者
、
蒙
　
春
日
大
明
神
本
願
聖
霊
冥
罰
、
現
生
不
幸
短
命
、
当
世
輸
廻
悪

　
趣
、
伍
起
請
而
已
、

　
　
　
永
暦
元
季
十
月
廿
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
成
憲
）

　
　
長
者
正
四
位
下
行
大
学
頭
兼
近
江
守
藤
原
朝
臣
（
花
押
）

　
　
別
当
伝
燈
大
法
師
位
「
覚
憲
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
傍
線
筆
者
）

即
ち

長
者

と
別
当
が
違
背
し
、
氏
僧
師
弟
の
相
承
が
行
わ
れ
な
い
な
ら
ぽ
、
重
要
な

文
書
の

附
属
が
行
わ
れ
ず
〔
傍
線
ω
②
〕
、
寺
領
の
訴
訟
の
時
も
文
書
を
披
閲
し
え
ず

〔傍
線
㈲
〕
、
長
吏
遷
替
の
時
に
文
書
が
紛
失
す
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
〔
傍
線
ω
〕
か

ら
、
前
掲
十
九
種
の
重
書
を
円
堂
に
「
奉
納
」
し
た
〔
傍
線
㈲
］
の
で
あ
る
。
従
っ

て

訴
訟
に
際

し
文
書
を
支
証
と
し
て
必
要
と
す
る
場
合
、
別
当
の
指
示
に
よ
り
長
者

が

許
諾
を

与
え
、
所
司
相
共
に
検
封
を
開
き
、
用
が
す
め
ぽ
早
急
に
返
納
す
る
こ
と

〔傍
線
⑥
〕
、
そ
れ
も
大
事
で
は
な
い
場
合
は
正
文
を
寺
門
よ
り
出
さ
ず
案
文
を
写
し

て

訴
訟
に
使

う
こ
と
〔
傍
線
ω
］
が
定
め
ら
れ
た
。
こ
の
場
合
傍
線
⑥
・
⑦
の
文
書

出
納
基
準
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
文
書
群
は
実
際
に
円
堂
内
部
に
検
封
を
し
う
る

形
で
納
め
ら
れ
て
い
た
。

　

こ
の
よ
う
に
文
書
管
理
が
厳
重
に
行
わ
れ
る
に
至
っ
た
の
は
、
具
体
的
に
傍
線

ω
．
②
．
ω
に
係
わ
る
事
態
、
即
ち
文
書
紛
失
が
起
こ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
承

徳
二
年

（
一
〇
九

八
）
八
月
十
五
日
栄
山
寺
別
当
実
経
置
文
案
（
栄
三
六
）
に
よ
れ

ぽ
、
別
当
実
昭
死
去
の
際
、
弟
子
僧
良
照
が
「
盗
取
文
書
他
行
」
す
る
と
い
う
所
業

に
及
ん

だ
。
ま
た
同
じ
別
当
実
昭
の
代
に
、
寺
家
根
本
荘
園
と
さ
れ
た
紀
伊
国
東
屋

荘
に

つ
い

て
、
山
階
寺
僧
喜
範
が
寺
家
氏
人
で
あ
る
紀
伊
守
重
経
と
親
泥
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
同
荘
を
興
立
せ
ん
が
た
め
に
同
荘
公
験
・
官
符
を
預
り
、
同
荘
の
渋
田
公

田
を
新
た
に
立
荘
し
た
。
興
福
寺
別
当
新
院
僧
正
公
範
が
興
福
寺
御
寺
蔵
に
そ
の
文

書
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
、
喜
範
に
返
還
を
求
め
た
が
返
さ
れ
ず
、
官
文
殿
か
ら
官

符
案
文
を
得
た
と
い
う
事
件
も
あ
っ
た
。
即
ち
二
度
に
わ
た
っ
て
重
書
の
忙
失
事
件

が

あ
っ
た
の
で
、
別
当
覚
憲
の
代
に
至
っ
て
厳
重
な
文
書
保
管
の
方
式
が
定
め
ら
れ

た
の

で

あ
る
。
事
件
か
ら
約
半
世
紀
を
経
た
後
の
別
当
覚
憲
の
代
に
な
っ
て
初
め
て

上
記
文
書
奉
納
状
に
示

さ
れ
た
規
範
が
制
定
さ
れ
た
の
か
、
ま
た
円
堂
内
で
具
体
的
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に

ど
の
よ
う
に
納
置
さ
れ
た
の
か
は
明
か
で
は
な
い
。
た
だ
し
前
記
承
徳
二
年
の
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

経
置
文
案
に
は
、
「
別
当
実
照
不
治
第
一
」
で
あ
っ
た
た
め
に
寺
内
・
寺
領
が
荒
廃

し
て
い
た
の
だ
が
、
寛
治
五
年
よ
り
堂
舎
を
復
興
し
法
会
を
再
興
し
た
、
と
記
し
て

お

り
、
別
当
実
経
の
代
以
降
の
寺
家
復
興
の
一
連
の
動
き
の
仕
上
げ
と
し
て
、
寺
家

の

権
益
と
そ
の
根
拠
の
確
保
の
た
め
に
厳
重
な
文
書
管
理
の
方
針
が
う
ち
だ
さ
れ
た

と
推
量
さ
れ
る
。

　
更
に
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
、
こ
の
文
書
群
が
納
置
さ
れ
た
円
堂
が
、
天
平
宝

字
四

年
か
ら
七
年
の
間
に
藤
原
武
智
麿
の
墓
が
現
在
の
寺
地
の
あ
る
山
に
遷
さ
れ
、

そ
の

山

下
に
藤
原

仲
麿
ら
に
よ
っ
て
武
智
麿
の
菩
提
を
弔
う
た
め
に
天
平
宝
字
七
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

に
立
て

ら
れ
た
建
物
で
あ
る
こ
と
で
、
寛
文
五
年
（
ニ
ハ
六
五
）
二
月
日
栄
山
寺
訴

状
案
（
栄
一
四
二
）
に
は
「
円
堂
を
以
て
武
智
丸
之
影
堂
二
御
定
被
成
、
」
と
記
さ

れ

る
よ
う
に
、
永
ら
く
円
堂
が
武
智
麿
の
御
影
堂
と
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

御
影
堂
に
文
書
を

納
め
る
こ
と
は
、
他
寺
で
も
多
く
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
な
お
因
み
に
永
暦
の
奉
納
状
に
記
載
さ
れ
た
文
書
の
内
、
天
平
神
護
・
天
元
・
永

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

延
・
寛
弘
・
保
元
の
各
官
符
は
現
在
で
も
案
文
し
か
伝
わ
っ
て
い
な
い
が
、
東
屋
荘

公
験
の

内
、
保
元
三
年
宣
旨
（
栄
五
十
一
）
・
平
治
元
年
国
庁
宣
（
栄
五
十
三
）
は

正
文
が
残
っ
て
い
る
。
永
暦
以
前
の
状
況
を
反
映
し
た
ま
ま
、
文
書
群
が
円
堂
の
中

で
保
管
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。

⇔
　
高
野
山
御
影
堂
・
金
堂

御
影
堂
へ
の
文
書
納
置
の
契
機
　
高
野
山
に
お
い
て
も
ほ
ぼ
同
じ
頃
、
御
影
堂
に
文

書
を

納
置
す

る
こ
と
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
史
料
上
の
初
見
は
平
治
元
年

（
一
一
五
九
）
七
月
一
日
官
符
絵
図
記
文
等
奉
納
状
（
『
大
日
本
古
文
書
　
高
野
山
文

書
』
所
収
、
続
宝
簡
集
二
ー
十
一
、
以
下
続
宝
二
⊥
一
と
略
す
。
な
お
宝
簡
集
は
宝
、

又
続
宝
簡
集
は
又
続
と
略
記
す
る
。
）
で
あ
り
、
こ
の
文
書
に
よ
れ
ば
、
高
野
絵
図
一

帖
（
文
書
五
通
相
具
す
）
・
山
絵
図
一
帖
（
文
書
五
通
相
具
す
）
・
高
野
住
山
料
御

遺
記
文
一
通
の
三
点
の
重
書
が
、
美
福
門
院
の
寄
付
を
受
け
て
、
座
主
寛
遍
の
手
で

御
影
堂
に
納
め

ら
れ
た
。
件
の
重
書
は
所
謂
御
手
印
縁
起
で
あ
る
。
既
に
赤
松
俊
秀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

氏
が

明
か
に
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
御
手
印
縁
起
は
寛
弘
元
年
（
一
〇
〇
四
）
か
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

の

直
前
に
寺
領
確

保
の
た
め
偽
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
縦
令
偽
文
書
で
あ
る
に

せ

よ
、
寺
に
と
っ
て
重
要
と
考
え
ら
れ
る
文
書
を
御
影
堂
に
納
め
て
保
全
を
図
っ
た

の

で
あ
る
。
御
手
印
縁
起
が
御
影
堂
に
納
め
ら
れ
た
の
は
実
は
こ
の
と
き
が
初
め
て

で
は

な
く
、
寛
治
二
年
（
一
〇
八
八
）
二
月
廿
八
日
に
は
白
河
上
皇
が
御
影
堂
に
詣

で
て

飛
行
三
鈷

と
御
手
印
縁
起
を
見
て
い
る
（
高
野
春
秋
編
年
輯
録
巻
第
五
同
日
条

に
引
く
明
算
伝
に
よ
る
。
）
こ
と
か
ら
、
以
前
か
ら
御
影
堂
に
置
か
れ
て
い
た
ら
し
い

が
、
恒
常
的
納
置
か
否
か
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
平
治
元
年
の
納
置
で
は
厳
格
な
管

理
の

基
準
が
定
め

ら
れ
て
お
り
、
ま
ず
「
長
為
秘
蔵
之
物
、
勿
出
御
影
堂
之
橿
、
」

と
の
大
原
則
が
示
さ
れ
、
更
に
、

　
　
①

長
吏
新
補
の
時
は
所
司
を
相
率
い
て
拝
見
す
る
こ
と
を
許
す
こ
と
。

　
　
②

其
外
に
山
門
の
証
文
を
備
え
て
、
天
覧
を
経
る
べ
き
時
は
、
書
写
し
た
案

　
　
　
文
を

用

い
る
べ
き
こ
と
。

　
　
③

公
家
が
な
お
疑
い
あ
り
と
す
る
と
き
は
、
一
長
者
に
子
細
を
触
れ
た
上
で
、

　
　
　
山
上
執
行
・
山
下
所
司
が
正
本
を
身
に
随
え
て
宮
中
に
行
き
、
裁
決
の
後
は

　
　
　
直
ち

に
元
の
所
へ
納
め
る
こ
と
。
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が
定
め

ら
れ
た
。
い
ず
れ
も
「
恐
散
失
之
故
也
、
」
と
し
て
い
る
。

　
さ
て
こ
の
②
の
点
が
契
機
と
な
っ
て
こ
れ
が
忠
実
に
守
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
寛

遍
に

よ
る
御
手
印
縁
起
納
置
以
降
、
御
影
堂
へ
の
文
書
納
置
が
増
大
し
、
近
世
に
至

る
ま
で
連
綿
と
続
く
こ
と
に
な
る
。
た
だ
そ
の
納
置
状
況
は
、
個
々
の
文
書
を
時
々

に
御
影
堂
に
納
め

る
場
合
と
、
あ
る
ま
と
ま
っ
た
文
書
群
が
一
括
し
て
納
置
さ
れ
る

場
合

と
が
あ
っ
て
一
律
で
は
な
い
。
文
書
納
置
が
始
ま
っ
た
早
い
時
期
の
状
況
は
、

貞
応
元
年
七
月
日
御
影
堂
御
物
目
録
（
続
十
ニ
ー
二
五
二
）
（
一
二
二
二
）
で
知
ら
れ
、

水

田
施
入
状
二
箱
と
一
通
が
納
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
目
録
の
主
た
る
記
載

物
は
仏
具
・
宝
具
・
聖
教
で
あ
る
。
な
お
こ
の
目
録
作
成
後
に
追
加
し
て
納
置
さ
れ

た
法

具
・
聖
教
は
裏
書
と
し
て
目
録
へ
の
加
筆
が
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
中
に
も
寄

進

田
証
文
が
含
ま
れ
て
い
た
。
そ
の
追
加
納
置
の
年
代
は
貞
永
二
年
・
建
長
七
年
・

建
治
元
年
・
文
永
二
年
・
正
安
三
年
・
嘉
元
二
年
で
あ
り
、
十
三
世
紀
後
半
か
ら
十

四

世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
貞
応
の
目
録
の
時
点
で
は
納
置
文
書

の
数
は
少
な
く
、
個
別
的
で
あ
る
。
同
時
期
に
御
影
堂
内
に
あ
っ
た
も
の
の
目
録
が

他
に

な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
こ
の
時
期
に
御
影
堂
内
に
納
め
ら
れ
て
い
た
文
書
は
ご

く
限
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　
一
方
、
高
野
山
で
は
承
久
年
間
以
降
、
中
世
末
に
至
る
ま
で
、
高
野
山
領
荘
園
内

の

田

畑
を

御
影
堂
陀
羅
尼
田
と
し
て
御
影
堂
に
寄
進
す
る
こ
と
が
連
綿
と
し
て
行
わ

（1
4
）

れ

る
。
こ
の
場
合
田
畑
そ
の
も
の
が
御
影
堂
に
寄
進
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
寄
進
文

書
そ
の

も
の
や
、
当
該
田
畑
に
関
す
る
文
書
を
御
影
堂
に
納
め
る
よ
う
に
な
る
。
そ

の

納
置
に
は

二
種
の
方
式
が
あ
っ
た
。

　
そ

の

一
は
寄
進

と
共
に
当
該
寄
進
状
を
納
置
す
る
も
の
で
、
寄
進
状
中
に
そ
の
こ

と
が
謳
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
初
例
は
文
永
五
年
七
月
二
日
高
野
山
衆
議
御
影
堂
陀
羅

尼

田
寄
進
状
（
続
宝
三
⊥
六
）
（
二
一
六
八
）
で
、
公
文
代
注
文
を
副
え
て
納
置
し

て

い

る
。
延
慶
三
年
五
月
十
七
日
阿
闇
梨
良
寛
御
影
堂
陀
羅
尼
田
寄
進
状
（
続
宝
六
ー

二
二
七
）
（
二
二
一
〇
）
で
は
相
伝
の
証
文
を
副
え
て
、
ま
た
元
徳
二
年
二
月
二
十
一

日
阿
闇
梨
兼
覚
御
影
堂
陀
羅
尼
田
寄
進
状
（
続
宝
六
⊥
六
六
）
（
二
二
一
二
〇
）
で
は

本
券
二
通
が
納
め
ら
れ
て
い
る
。

　
い

ま
一
つ
の
方
式
は
寄
進
状
複
数
を
ま
と
め
て
納
置
す
る
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば

延
元
二
年
十
二
月
二
十
一
日
御
影
堂
陀
羅
尼
田
寄
進
文
書
奉
納
状
（
続
宝
六
十
四
－

五
四

八
）
（
二
三
二
七
）
が
そ
れ
で
、
蓮
空
房
寄
進
文
書
六
通
・
浄
賢
房
寄
進
文
書

三
通
・
俊
泉
房
寄
進
文
書
二
通
の
計
十
一
通
を
ま
と
め
て
御
影
堂
に
寄
進
し
た
こ
と

　
　
　
　
　
（
1
5
）

が
記

さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
注
意
さ
れ
る
の
は
こ
の
十
一
通
の
文
書
が
年
預
の
保
管

す

る
も
の
と
し
て
代
々
の
年
預
間
で
引
き
継
が
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
文

書
中
に
御
影
堂
へ
の
納
置
が
明
示
さ
れ
な
か
っ
た
陀
羅
尼
田
寄
進
文
書
は
、
原
則
と

し
て
は
年
預
の
手
元
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
偶
々
何
ら
か
の
理
由
で
年
預
が
寄
進

状
群
を
御
影
堂
に
納
め
ん
と
し
た
時
に
は
、
二
次
的
に
御
影
堂
に
納
置
さ
れ
る
こ
と

に

な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
寄
進
状
作
成
当
初
か
ら
納
置
は
十
三
世
紀
の
中
期

か
ら
、
二
次
的
な
納
置
は
十
四
世
紀
中
葉
に
な
っ
て
史
料
的
に
確
認
さ
れ
る
。

荘
園
関
係
文
書
の
納
置
　
荘
園
関
係
文
書
に
つ
い
て
み
る
と
、
関
連
文
書
が
一
括
し

て

御
影
堂
に
納
置

さ
れ
て
い
る
事
実
が
知
ら
れ
る
。
即
ち
寛
元
四
年
五
月
日
金
剛
峯

寺
調
度
文
書
目
録
中
断
簡
（
続
宝
十
五
－
二
五
六
）
（
一
二
四
六
）
に
は
、
名
手
荘
・

麻
生
津
荘
．
上
津
島
・
神
野
真
国
荘
・
花
園
荘
の
文
書
に
つ
い
て
、
追
筆
で
永
仁
元

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

年
十
一
月
（
一
二
九
三
）
に
御
影
堂
に
安
置
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
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の

目
録
と
一
連
の
史
料
で
あ
る
寛
元
四
年
五
月
日
金
剛
峯
寺
調
度
文
書
目
録
下
（
続

宝
十

五
－
二
五
七
）
に
は
太
田
荘
関
係
文
書
に
つ
い
て
、
追
筆
で
「
朱
少
箱
八
通
之

内
、
此
太
田
箱
正
文
等
安
置
御
影
堂
、
」
と
記
さ
れ
、
こ
の
目
録
で
は
納
置
時
期
が

何
時
か
不
明
で
あ
る
も
の
の
、
太
田
荘
関
係
文
書
も
ま
た
寛
元
目
録
作
成
以
後
に
御

影
堂
に
納
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

こ
の
備
後
国
太
田
荘
関
係
文
書
に
つ
い
て
は
そ
の
保
管
状
況
に
関
し
て
若
干
の
史

料
が
見
出
さ
れ
、
そ
の
納
置
の
時
期
も
判
明
す
る
。
即
ち
文
治
三
年
（
一
一
八
七
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

に
太

田
荘
文
書
と
そ
の
目
録
は
後
白
河
院
の
院
宣
に
よ
っ
て
「
宝
蔵
」
に
ま
ず
納
置

　
（
1
8
）

さ
れ
た
（
文
治
三
年
九
月
十
日
後
白
河
院
院
宣
〔
宝
一
－
六
〕
）
。
六
十
年
後
の
寛
元

四
年
（
一
二
四
六
）
五
月
の
金
剛
峯
寺
調
度
文
書
目
録
は
上
・
中
・
下
（
続
宝
一
四
－

二
五
四
・
一
五
－
二
五
六
・
一
六
－
二
五
七
）
に
分
か
れ
た
膨
大
な
内
容
を
持
つ
目
録

で
あ
る
が
、
前
述
の
如
く
太
田
荘
を
含
む
多
数
の
荘
園
関
係
文
書
は
目
録
作
成
時
点

に
は

ま
だ
御
影
堂
に
納
置
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
目
録
は
御
影
堂
以

外
の
場
所
で
保
管
さ
れ
て
い
た
文
書
を
列
挙
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
も
文

治
以
来
宝
蔵
に
あ
っ
た
太
田
荘
関
係
文
書
が
寛
元
目
録
に
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る

か

ら
、
こ
の
目
録
は
宝
蔵
の
文
書
の
目
録
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
宝
蔵
は
御
影

堂

と
は
別
の
も
の
で
あ
る
こ
と
も
明
か
で
あ
ろ
う
。
文
永
二
年
六
月
二
十
八
日
僧
賢

朝
宝
蔵
渡
物
注
進
日
記
（
続
宝
十
－
二
四
二
）
（
一
二
六
五
）
に
は
仏
舎
利
や
仏
具
、

（
マ
マ
）

大

田
箱
四
合
・
南
部
文
書
等
の
文
書
・
記
録
が
有
る
。
こ
の
内
、
仏
舎
利
に
つ
い
て

は
裏
書
に
文
永
二
年
二
月
二
十
一
日
、
即
ち
こ
の
注
進
日
記
の
作
成
さ
れ
る
直
前
に

「
被
納
御
影
堂
」
れ
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
本
文
書
の
記
載
内
容
に
御
影
堂
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

孔
雀

堂
・
西
塔
・
御
所
の
調
度
道
具
を
含
む
こ
と
か
ら
、
こ
の
段
階
で
も
な
お
太
田

荘
関
係
文
書
は
も
と
よ
り
南
部
荘
関
係
文
書
も
御
影
堂
で
は
な
く
宝
蔵
に
保
管
さ
れ
’

て

い
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
。
弘
安
十
年
六
月
二
十
一
日
太
田
荘
文
書
申
出
目
録
（
宝

八
⊥
一
二
）
（
＝
一
八
七
）
に
は
、
正
応
五
年
正
月
十
五
日
（
一
二
九
二
）
の
追
筆

で
端
裏
に

「
任
本

目
録
、
令
奉
納
文
書
正
文
畢
、
」
と
あ
り
、
お
そ
ら
く
こ
の
時
に

太
田

荘
関
係
文
書
が
御
影
堂
に
納
置

さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
文
書
に
は
納
置

場
所
が
記

さ
れ
て
い
な
い
が
、
十
三
年
後
の
嘉
元
三
年
八
月
日
金
剛
峯
寺
御
影
堂
奉

納
文
書
新
定

目
録
上
（
続
六
十
二
ー
五
一
二
）
の
内
、
太
田
荘
の
関
係
文
書
を
納
め
た

八
箱
分
に
は
弘
安
十
年
の
文
書
申
出
目
録
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
文
書
を
記
載
し
て
い
る

の

で
、
正
応
五
年
の
納
置
場
所
は
御
影
堂
と
考
え
て
間
違
い
な
い
。
そ
し
て
正
応
五

年
と
は
名
手
荘
以
下
の
荘
園
関
係
文
書
の
納
置
さ
れ
た
永
仁
元
年
の
前
年
に
当
る
か

ら
、
両
者
の
納
置
は
一
連
の
も
の
と
考
え
て
差
し
支
え
な
か
ろ
う
。
因
み
に
正
安
二

年
六
月
二
十
四
日
太
田
荘
嘉
禎
検
注
目
録
（
宝
八
⊥
二
二
）
（
一
三
〇
〇
）
に
は
検

注
の

結
果
に

つ
い
て

「
有
御
不
審
者
、
以
宝
蔵
御
文
書
、
可
有
御
交
合
欺
、
」
と
記

す
が
、
こ
の
部
分
は
嘉
禎
の
検
注
目
録
を
引
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
確
か

に
十
三
世
紀
の
前
期
に
は
太
田
荘
関
係
文
書
が
宝
蔵
に
有
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

ま
た
康
暦
元
年
五
月
一
日
（
＝
二
七
九
）
に
も
御
影
堂
納
置
文
書
目
録
が
作
成
さ
れ

て

い

る
〔
太
田
荘
文
書
御
影
堂
奉
納
注
文
（
又
続
宝
百
十
二
⊥
八
三
〇
）
〕
が
、
こ

れ

は
主

と
し
て
正
応
五
年
以
後
に
納
置
さ
れ
た
文
書
を
記
載
し
て
い
る
。

　
以

上
の

よ
う
に
い
く
つ
か
の
荘
園
関
係
文
書
は
十
三
世
紀
末
期
に
同
時
に
御
影
堂

に
一
括
納
置
さ
れ
た
。
そ
し
て
嘉
元
三
年
（
二
二
〇
五
）
八
月
に
は
御
影
堂
に
納
置

さ
れ
た
文
書
の
詳
細
か
つ
膨
大
な
目
録
が
作
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
金
剛
峯
寺
御

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

影
堂
奉
納
御
物
文
書
新
定
目
録
上
・
下
（
続
宝
六
十
二
ー
五
一
二
・
五
一
三
）
が
そ
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れ

で
、
そ
の
内
容
は
宝
物
・
重
書
の
目
録
と
一
箱
か
ら
十
箱
ま
で
の
内
容
別
の
目
録

に
分
か
れ
て

お

り
、
一
箱
は
山
上
事
、
二
箱
は
官
省
符
荘
、
三
箱
は
名
手
荘
・
上
津

島
、
四
箱
は
荒
河
荘
、
五
箱
は
三
ケ
荘
（
神
野
・
真
国
・
猿
川
荘
）
、
石
走
・
柴
目
・

小
河
荘
、
六
箱
は
阿
亘
河
荘
、
七
箱
は
近
木
荘
・
長
瀧
荘
、
八
箱
は
太
田
荘
、
九
箱

は
南
部

荘
・
宍
咋
荘
、
十
箱
は
麻
生
津
荘
・
花
薗
荘
関
係
で
あ
っ
て
、
荘
園
ご
と
に

分
類

さ
れ
て
い
た
。
ま
た
前
半
の
宝
物
・
重
書
の
目
録
は
貞
応
元
年
の
御
物
目
録
と

ほ
ぼ

同
一
の
内
容
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
十
四
世
紀
初
頭
ま
で
に
膨
大
な
文
書
群

が
御
影
堂
に
集
積
さ
れ
、
そ
れ
が
偶
々
個
別
の
文
書
が
集
め
ら
れ
た
の
で
は
な
く
、

組
織
的

な
収
集
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
か
も
こ
の
目
録
の
作
成
さ
れ
た
嘉

元
三
年

は
、
阿
旦
河
荘
を
め
ぐ
る
円
満
院
と
の
相
論
が
決
着
し
た
嘉
元
二
年
の
翌
年

　
　
　
　
（
2
1
）

に

当
っ
て
お
り
、
そ
の
後
、
後
宇
多
法
皇
の
登
山
、
後
醍
醐
天
皇
に
よ
る
御
手
印
縁

起
へ
の
奥
書
追
記
等
、
あ
る
意
味
で
の
寺
院
経
営
の
安
定
期
に
入
っ
て
い
く
。
こ
の

目
録
は
そ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　

な
お
他
の
文
書
目
録
と
同
様
、
こ
の
嘉
元
目
録
が
一
旦
作
成
さ
れ
た
後
も
文
書
納

置
が
行
わ
れ
て

お

り
、
文
書
名
と
納
置
時
期
を
追
記
し
て
い
る
。
そ
の
年
号
は
延
慶

三
年
・
正
和
五
年
・
観
応
元
年
・
応
永
七
年
等
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
目
録
の
記
載

と
は
別
に
文
書
納
置
を
目
的
と
し
た
内
容
の
文
書
目
録
も
実
際
に
残
さ
れ
て
い
る
。

元
亨
二
年
七
月
十
三
日
大
塔
料
所
文
書
御
影
堂
奉
納
目
録
（
続
宝
十
－
二
四
四
）
（
二
二

二

二
）
・
建
武
元
年
八
月
二
十
一
日
奥
院
天
野
社
護
摩
料
所
文
書
奉
納
目
録
（
続
宝

十
－
二
四
五
）
（
二
三
二
四
）
が
そ
れ
で
あ
る
。

保
管
状
況
　
御
影
堂
に
納
置
さ
れ
た
文
書
は
平
治
元
年
の
御
手
印
縁
起
の
奉
納
状
に

記

さ
れ
た
よ
う
に
「
勿
出
影
堂
之
橿
、
」
が
原
則
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
同
じ
文
言
は

康
永
四

年
僧
道
戒
弘
法
大

師
筆
梵
網
経
寄
進
状
（
続
宝
九
－
二
三
三
）
等
に
も
見
ら

れ

る
が
、
そ
う
し
た
厳
格
な
扱
い
は
主
に
空
海
自
筆
文
書
聖
教
に
限
ら
れ
た
も
の
ら

し
く
、
一
般
の
文
書
類
は
平
治
元
年
奉
納
状
に
記
さ
れ
た
手
続
に
従
っ
て
取
り
出
さ

れ

る
こ
と
も
あ
っ
た
ら
し
い
。
そ
の
具
体
例
は
、
建
武
二
年
閏
十
月
二
十
六
日
御
手

印
縁
起
安
置
記
出
庫
状
（
続
宝
二
ー
十
二
）
（
二
二
三
五
）
に
ま
ず
見
ら
れ
る
。
こ
れ

は
御
手
印
縁
起
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を
奉
納
し
た
旨
を
記
す
前
記
寛
遍
の
奉

納
状
を

取

り
出
し
た
際
の
文
書
で
、
年
預
・
新
年
預
・
執
行
代
・
預
・
阿
闇
梨
・
入

寺
の
九
名
が
署
判
を
加
え
て
い
る
。

　
一
般
の
文
書
を
御
影
堂
か
ら
取
り
出
し
た
例
と
し
て
は
、
康
永
二
年
十
月
十
二
日

僧
道
金
御
影
堂
文
書
請
取
状
（
続
宝
十
ー
二
四
六
）
（
一
三
四
三
）
が
古
い
が
、
文
書

取
り
出
し
の
手
続
は
明
か
で
な
い
。
し
か
し
応
永
年
間
に
は
こ
の
手
続
が
知
ら
れ
る
。

即
ち

応
永

二
十
九
年
六
月
十
日
両
所
十
聴
衆
評
定
事
書
案
（
又
続
宝
三
十
三
⊥
一
九

一
）
（
一
四

二

二
）
に
は
、
御
影
堂
よ
り
文
書
を
借
り
出
す
時
は
借
書
注
文
を
認
め
、

返
納
時
に

こ
の
注
文
と
校
合
し
、
会
行
事
が
請
け
取
る
こ
と
を
定
め
、
正
長
元
年
八

月
十
五
日
三
所
十
聴
衆
評
定
事
書
案
（
又
続
三
十
三
⊥
一
九
五
）
（
一
四
二
八
）
で
は
、

御
影
堂

よ
り
文
書
を
取
り
出
す
際
は
集
会
を
行
う
べ
き
こ
と
、
御
影
堂
文
書
と
の
校

合
を

行
っ
た
上
文
書
の
取
り
出
し
を
行
う
べ
き
こ
と
を
定
め
て
い
る
。

　
御
影
堂
に

は
前
記
嘉
元
目
録
に
見
ら
れ
る
ご
と
く
多
数
の
文
書
が
集
積
さ
れ
、
必

要

あ
ら
ぽ
然
る
べ
き
手
続
を
経
て
出
し
入
れ
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
具
体
的
保
管
状

況

は
、
中
世
で
は
前
記
の
ご
と
く
内
容
別
函
に
分
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
し
か
分
ら
ず
、

近
世
初
頭
に

な
っ
て
あ
る
程
度
の
事
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
元
和
四
年
七
月
二

十
一
日
御
影
堂
諸
道
具
霊
宝
目
録
（
続
宝
十
一
ー
二
五
〇
）
（
一
六
一
八
）
に
よ
れ
ぽ
、
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「
御
厨
子
之
内
」
・
「
御
厨
子
之
外
之
内
陣
」
・
「
内
陣
東
之
長
櫃
」
・
「
内
陣
西
之
長
櫃
」

に
分
け

て
、
霊
宝
類
と
と
も
に
文
書
が
納
め
ら
れ
、
こ
の
他
に
別
に
二
階
立
て
の
「
御

蔵
」
も
あ
っ
た
。
論
旨
・
院
宣
は
内
陣
東
と
西
の
長
櫃
に
納
め
ら
れ
、
置
文
証
文
・
寺

領
の

検
地
帳
等
は
内
陣
西
の
長
櫃
へ
納
め
ら
れ
て
い
た
。
先
に
見
た
よ
う
な
大
量
に

集
積
さ
れ
た
荘
園
文
書
群
は
二
階
立
御
蔵
に
置
か
れ
て
い
た
ら
し
く
、
同
目
録
に
大

小
十
五
の
古
反
故
箱
・
太
田
荘
文
書
二
箱
の
存
在
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

納
置
状
態
が
何
時
か
ら
始
ま
っ
た
の
か
を
明
か
に
す
る
史
料
に
は
恵
ま
れ
な
い
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

中
世
も
極
末
で
は
な
か
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
御
影
堂
の
中
に
は
、
大
師
像
の

　
　
　
　
（
2
3
）

安
置
さ
れ
る
厨
子
の
中
や
内
陣
な
ど
に
、
櫃
に
入
れ
て
文
書
が
納
置
さ
れ
て
い
た
状

況

は
明
か
で
あ
る
。

　
降
っ
て
享
保
二
十
年
七
月
御
影
堂
霊
宝
目
録
（
又
続
六
十
四
⊥
二
二
九
）
（
一
七

● ●■

　
陣
　
陣
●
　
　
●

口
内
゜
外
゜
°

　　　　　　院政期の平面
（寿永三年高野山御影堂図く金沢文庫蔵〉による）

厨子

内　　　陣

中　　　陣

外　　　陣

　　　　　　　　コ　　　　コ
　　　　　　　江戸初期の平面
（寛永十二年高野山御影堂指図〈仁和寺蔵〉による）

　　　　　図　高野山御影堂の平面

三

五
）
で
は
御
影
堂
に
納
め
ら
れ
た
宝
物
・
文
書
の
集
大
成
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ

こ
で
も
厨
子
・
内
陣
・
中
陣
・
宝
蔵
二
階
・
宝
蔵
下
蔵
に
分
け
て
納
置
さ
れ
て
い
る
。

今
日
知
ら
れ
る
高
野
山
文
書
の
内
、
金
剛
峯
寺
所
蔵
の
宝
簡
集
・
続
宝
簡
集
・
又
続

宝
簡
集
も
全
て
御
影
堂
に
納
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
御
室
御
所
高
野
山
御
参
籠
日
記

（
又
続

三
十
ー
二
〇
〇
）
の
近
世
の
奥
書
に
「
以
正
本
納
於
御
影
堂
秘
庫
続
宝
巻
函
、
」

と
あ
る
こ
と
に
よ
り
知
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
中
世
を
通
じ
て
膨
大
な
文
書
が
納
置
さ
れ
た
御
影
堂
の
建
物
の
形
態

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

に

つ
い
て

も
一
瞥
し
て
お
き
た
い
。
川
上
貢
氏
の
明
か
に
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
高

野

山
の
御
影
堂
は
、
空
海
の
資
実
恵
が
創
建
し
て
以
来
、
永
正
十
八
年
（
一
五
二
一
）

に
回

禄
の
後
再
建
さ
れ
て
、
寛
永
七
年
と
天
保
十
四
年
に
再
度
回
禄
し
、
現
在
の
も

の

は
弘
化

五
年

（
一
八
四

八
）
に
再
建
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
永
正
十
八
年
ま
で
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

　
御
影
堂
及
び

寛
永
七
年
回
禄
後
の
平
面
は
、
井
上
充
夫
氏
の
紹
介
す
る
金
沢
文
庫

　
及
び
仁
和

寺
所
蔵
の
指
図
に
よ
っ
て
上
図
に
示
す
通
り
で
あ
る
。
寛
文
二
年
八
月

　
十
二

日
御
影
堂
大
師
御
影
修
復
記
録
（
又
続
六
十
七
⊥
二
三
一
）
に
引
く
正
平
十

　
五
年
（
一
三
六
〇
）
の
修
復
の
記
録
に
よ
れ
ぽ
、
御
影
堂
の
後
方
の
間
口
三
間
、
奥

　
行

二
間
の
部
分
が
内
陣
で
あ
り
、
そ
の
前
の
奥
行
一
間
が
外
陣
で
あ
り
、
内
陣
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

　
中
に
厨
子
が
あ
る
こ
と
が
分
る
。
ま
た
寛
永
の
指
図
で
は
永
正
以
前
の
御
影
堂
の

　
内
陣
・
外
陣
・
更
に
そ
の
正
面
の
庇
に
ほ
ぼ
対
応
す
る
空
間
が
、
内
陣
・
中
陣
・

　
外
陣
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
内
陣
が
狭
く
、
中
陣
が
広
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら

　
れ

る
。
と
も
あ
れ
さ
ほ
ど
広
く
な
い
堂
内
の
各
部
に
宝
物
と
共
に
文
書
が
集
積
さ

　
れ
、
近
世
に
到
っ
て
は
別
に
宝
蔵
も
造
ら
れ
て
、
数
多
い
保
管
品
を
納
置
し
て
い

　
た
わ
け
で

あ
る
。
宝
蔵
が
建
て
ら
れ
た
時
点
で
、
御
影
堂
内
そ
の
も
の
に
納
置
す
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表

1
　
高
野
山
に
お
け
る
文
書
納
置
主
体

文
書
名

出
典

西
暦

年
号

官
省
符
庄
住
人
解
状

官
省
符
庄
住
人
等
愁
状

官
省
符
庄
住
人
解
状
案

官
符
絵
図
記
文
等
奉
納
状

俊
乗
坊
重
源
施
入
置
文
写

金
剛
峰
寺
根
本
大
塔
供
僧
解
状
案

御
影
堂
御
物
目
録

開
田
准
后
法
助
念
珠
施
入
状

金
剛

峯
寺
調
度
文
書
目
録
上
断
簡
・

中
・
下

闇
梨
道
範
弘
法
大
師
筆
華
厳
経
寄
進
状

写僧
湛
空
金
銅
三
鈷
送
文

僧
真
教
飛
行
三
鈷
記

僧
湛
空
金
銅
三
鈷
送
文

高
野
山
衆
議
御
影
堂
陀
。
。
維
尼
田
寄
進
状

御
影
堂
御
物
目
録

南
部
庄
讃
文
送
状

比
丘
尼
観
念
御
影
堂
陀
羅
尼
田
寄
進
状

太
田

庄
文
書
申
出
目
録

又
続
宝
八
八
i
一
六
二
八

又
続
宝
八
八
ー
一
六
二
九

又
続
宝
八
八
ー
一
六
三
〇

続

二

ー
＝

続
宝
八

i
一
九
五

宝
五
ー
五
二

続
宝
一
二
ー
二
五
二

宝
一
一
一
ー
二
一
ハ
一

続
宝
一
四
ー
二
五
四
・
一
五

ー
二
五
六
・
一
六
ー
二
五
七

続
宝
八
1
一
九
七

二
〇
ー
二
四
七

続
宝
七
四
ー
八
二
八

二
〇
ー
二
四
七

続
宝
一
二
ー
一
⊥
ハ

続
宝
一
二
ー
二
五
三
（
二
五

二
の
写
）

宝
五
四
ー
六
八
九

続
宝
六
四
ー
五
四
九

宝
八

ー
＝
二

＝
二
五

一
一
二
九

＝
四
七

＝
五
九

一
八
四

一
九
〇

一
二
二
二

一
二
四

二

一
二
四
六

一
二
五
二

一
二
五
三

一
二
五
三

一
二
五
五

＝
一
六
八

一
二
七
〇

一
二
八
四

一
二
八
五

一
二
九
二

天
治
二
年
七
月
十
三
日

大
治
四
年
一
月
十
九
日

久
安
三
年
四
月

平
治
元
年
七
月
一
日

元
暦
元
年
六
月
二
十
一
日

建
久
元
年
十
一
月
日

貞
応
元
年
七
月
日

仁
治

三
年
五
月
四
日

寛
元
四
年
五
月
日

建
長
四
年
五
月
日

建
長

五
年
七
月
五
日

建
長
五
年
十
月
十
］
ハ
日
9
・

建
長
七
年
八
月
二
十
八
日

文
永

五
年
七
月
二
日

文
永
七
年
二
月
日

弘
安
七
年
六
月
日

弘
安
八
年
二
月
五
日
以
降

正
応
五
年
正
月
十
五
日

　
　
納
置
主
体

（
寄
進
者
・
命
令
老
）

寛
遍

重
源

法
助

闇
梨
道
範

金
剛
仏
子
湛
空
、
奉
送

使
者
上
願
・
信
覚

年
預

山
籠
良
誉
、
行
事

山

籠
長
真
、
預
三
昧
真

筐入
寺
真
算

納
置
の
責
任
者
（
署
判
）

玄検人師八〇検検籠覚闇座ななな
澄校　’三人人校校伝明梨主ししし
（執出人”阿定燈・伝法
法行納’大山闇兼大明燈務
務法三承法籠梨　　法義大僧
大橋人仕師大大
僧宗
正禅
道’
尊執

’

行
権代
大阿
僧閣
都梨
長大
海法
）師

一二法法
二三師師
人人五明

”二信
大久人’
炊住’阿
六者入闇
人六寺梨

’

人大大
花’法法
摘預師師
六法五一

師・法正
玄明師法
信尋俊印

’
・ 覚大

行宗’和
事賢阿尚
入・闇位
寺禅梨寛
大信伝遍
法’燈’
師年大執
長預法行
賢山師阿

年
預
源
覚
、
執
行
代
釦
覚
、

者
亮
智
、
修
理
源
俊

検
校
法
橋
上
人
位
良
覚

行
事
明
筐
、
奉
行

な
し

検
校
執
行
法
橋
上
人
位
実
真
　
執
行
代
阿
闇
梨

行
範
　
阿
闇
梨
慶
実

年
預
山
籠
良
誉
、
行
事
山
籠
長
真
、
預
三
昧
真

筐検
校
法
橋
覚
胤
、
執
行
代
静
弁

な
し

文
書
奉
納
之
時
参
堂
衆

の
僧

執
行
代
覚
尊
他
六
名
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仏堂納置文書考

金
剛
峯
寺
調
度
文
書
目
録
中
断
簡

金
剛
峯
寺
御
影
堂
奉
納
文
書
新
定
目
録

下金
剛

峯
寺
御
影
堂
奉
納
御
物
文
書
新
定

目
録
上

年
預
澄
忍
御
影
堂
陀
羅
尼
田

寄
文
奉
納

状阿
闇
梨
良
寛
御
影
堂
陀
羅
尼
田
寄
進
状

金
剛
峯
寺
御
影
堂
奉
納
御
物
文
書
新
定

目
録
上

大
塔
料
所
文
書
御
影

堂
奉
納
目
録

高
野
山
灌
頂
院
寄
進
覚
書

阿
閣
梨
兼
覚
御
影
堂
陀
羅
尼
田
寄
進
状

奥
院
天
野
社
護
摩
料
所
文
書
奉
納
目
録

御
朱
印
縁
起
安
置
記
出
庫
状

御
影
堂
文
書
取
出
目
録

御
影
堂
陀
羅
尼
田
寄
進
文
書
奉
納
状

御
影
堂
文
書
撰
出
日
記

光
厳
院
々
宣

僧
道
金
御
影
堂
文
書
請
取
状

僧
道
戒
弘
法
大
師
筆
梵
網
経
寄
進
状

金
剛

峯
寺
御
影
堂
奉
納
御
物
文
書
新
定

目
録
上

御
影
堂
取
出
関
所
文
書
借
書

弘
法
大
師
筆
十
諦
律
奉
納
記
文

太

田
庄
文
書
御
影
堂
奉
納
注
文

官
省
符
分
田
支
配
下
書

高
野
山
年
預
文
書
借
出
状

両
所
十
聴
衆
評
定
事
書
案

続
…
宝
一
五
－
一
一
五
山
ハ

続
宝
六
二
ー
五
二
二

続
宝
六
二
ー
五
二
一
・
続
宝

一
〇
ー
二
四
九

続
宝
六
－
一
五
五

続
宝
］
バ
ー
一
一
二
七

続
宝
六
二
ー
五
＝
一

続
宝
一
〇
ー
二
四
四

宝

二
二
ー
一
六
八

続
宝
］
パ
ー
一
⊥
ハ
］
ハ

続
宝
一
〇
ー
二
四
五

続
宝
二
i
一
二

又
続
宝
一
一
ニ
ー
一
八
一
八

続
宝
六
四
ー
五
四
八

又
続
宝

＝
ニ
ー
一
八
一
九

宝

二
一
ー
二
五
三

続
宝
一
〇
ー
二
四
六

続
宝
九
ー
二
三
三

拙枕
宝
⊥
ハ
ニ
ー
五
一
一
一

又
続
宝
一
一
二
ー
一
八
二
九

続
宝
八
ー
一
二
〇

又
続
宝
一
一
ニ
ー
一
八
三
〇

又
続
宝
九
三
－
一
六
五
八

続
宝
六
七
i
七
二
一

又
続
宝
三
三
ー
二
九
一

一
二
九
三

二
二
〇
五

二
二
〇
五

一
三
〇
七

一
三
一
〇

一
三
一
六五四〇五二

一
三
三
五

二
二
一
二
七

一
三
三
八

二
二
四
三

二
二
四
五

二
二
五
〇

一
三
五
四

二
二
六
五

一
三
七
九

二
二
九
六

一
四

二
二

一
四

二
二

永
仁
元
年
十
一
月

嘉
元
三
年
八
月

嘉
元

三
年

徳
治
二
年
五
月
十
九
日

延
慶
三
年
五
月
十
七
日

正
和
五
年
十
二
月
十
一
日

元
亨
二
年
七
月
十
三
日

正
中
二
年
四
月
二
十
一
日
力

元
徳
二
年
二
月
二
十
一
日

建
武
元
年
八
月
二
十
一
日

建
武

二
年
閏
十
月
二
十
六
日

建
武
二
年
十
一
月
十
四
日

延
元

二
年
十
二
月
二
十
一
日

延
元
三
年
九
月
十
七
日

　
　
九
月
二
十
一
日

康
永

二
年
十
月
十
二
日

康
永
四
年
正
月
二
十
一
日

観
応
元
年
七
月
二
十
八
日

正
平
九
年
四

月
二
十
五
日

正
平
二
十
年
七
月
十
四
日

康
暦
元
年
五
月
一
日

応
永
三
年
九
月
日

応
永
二
十
九
年
六
月
十
日

応
永
二
十
九
年
六
月
十
日

入
寺
年
預
澄
忍

阿
閣
梨
良
寛

沙
門
実
融
（
勧
進
方
）

阿
闇
梨
兼
覚

阿
閣
梨
頼
珍

光
厳
院
　
高
祖
院
律
師

御
房

道
金

道
戒

金
剛

三
昧
院
僧
了
覚
房

珠
阿

な執校な
し筆合し

　入阿
　寺闇
　泰梨
　助六
　　人

　　校
　　合
　　入
　　寺
　　九
　　人

検
校
定
範

な
し

検
校
法
印
祐
勝
、
執
行
代
阿
闇
梨
実
円

年
預

日
秀
、
新
年
預
宗
淳
、
執
行
代
代
賢
救
、

預
心
慶
、
阿
闇
梨
頼
覚
・
実
果
・
明
覚
、
入
寺

慶
芸
・
永
澄

行
事
代
円
空
、
年
預
日
秀
、
（
他
に
校
合
衆
一

〇
名
・
執
行
代
代
円
宗
房
・
預
如
性
房
）

な
し

年
預
入
寺
慶
澄
、
他
四
名
の
僧

検
校
法
印
大
和
尚
位
厳
祐
、
左
学
頭
権
大
僧
都

玄
海
、
右
学
頭
権
少
僧
都
実
果
、
執
行
代
阿
闇

梨
祐
範
、
年
預
入
寺
頼
秀

執
行
代
阿

闇
梨
寂
朝
、
年
預
山
籠
祐
尊

年
預
重
秀

執
行
法
印
山
務
学
頭
権
大
僧
都
長
芸
、

阿
闇
梨
行
弁

な
し

年
預
宗
栄
、
連
署
衆
二
人

（
返
納
時
会
行
事
請
取
）

執
行
代
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御
影
堂
文
書
取
出
注
文

三
所
十
聴
衆
評
定
事
書
案

御
影
堂
霊
宝
校
合
注
文

御
影
堂
霊
宝
目
録

三
鈷
出
用
覚
書

恵
果
阿
閣
梨
相
伝
仏
舎
利
相
承
血
脈

御
影
堂
諸
道
具
霊
宝
目
録

丹
生
高
野
両
所
大
明
神
表
白

本
多
重
昭
寄
付
宝
物
覚
書

本
多
重
昭
寄
付
宝
物
覚
書

御
影
堂
霊
宝
長
櫃
目
録

御
影
堂
霊
宝
目
録

御
影
堂
霊
宝
目
録

僧
真
教
飛
行
三
鈷
記

御
室
御
所
高
野
山
御
参
籠
日
記

御
影
堂
朱
塗
唐
櫃
霊
宝
目
録

又
続
宝
一
一
二
ー
一
八
二
四

又
続
宝
三
三
ー
二
九
五

続
宝
一
三
ー
二
五
四

又
続
宝
六
二
ー
一
二
二
六

宝
二
一
－
一
＝
ハ
ニ

続
宝
一
1
一

続
宝
一
一
ー
二
五
〇

続
宝
五
六
ー
四
九
三

続
宝
二
ー
二
二
八
・
続
宝
六

四
ー
五
四
三

続
宝
八
ー
二
二
六
・
二
二
七

又
続
宝
六
三
－
一
二
二
八

又
続
宝
六
四
ー
一
二
二
九

又
続
宝
六
四
ー
一
二
二
九

続
宝
七
四
ー
八
二
八

又
続
宝
三
〇

1
二
〇
〇

又
続
六
三
－
＝
一
二
七

一
四

二
五

一
四

二
八

一
五
二
一

一
五
四

四

一
五
八
七

一
六
一
八

一
六
一
八

一
六
六
五

一
六
六
六

一
六
六
六

一
七
〇
七

一
七

三
五

一
七
五
三

一
八
三
五

一
八
六
八

一
八
六
八

応
永
三
十
二
年
二
月
十
四
日

正
長
元
年
八
月
十
五
日

永
正
十
八
年
九
月
八
日

天
文
十
三
年
九
月
十
二
日

天
正
十
五
年
九
月
七
日

元
和
四
年
六
月
二
十
日

元

和
四
年
七
月
二
十
一
日

寛
文

五
年
六
月
二
十
一
日

寛
文
六
年
九
月
十
三
日

寛
文
六
年
十
二
月
吉
日

宝
永
四
年

享
保
二
十
年
七
月
日

宝
暦
一
二
年
山
ハ
月

天
保
六
年
三
月
日

江
戸
か

江
戸
か

十
輪

院

部

屋
、
地
蔵

院
、
惣
持
院

本
多
飛
騨
守
重
昭

本
多
飛
騨
守
重
昭

良
応

年
預
代

年
預
方

検
校
明
王
院
朝
盛
代
、
五
名
の
校
合
者

な
し

検
行
執
行
法
印
大
和
尚
位
来
宗
、
執
行
代
大
僧

都
良
盛

執
行
代
西
院

心
王
院
俊
圭

執
行
代
俊
圭
（
企
つ
）
、
正
年
預
懐
智
（
校
合
）
、

年
預
代
秀
恵
（
執
筆
）

検
校
法
印
懐
宣
、
執
行
代
長
応

な
し

な
し

な
し

寺
務
増
源
、
執
行
代
澄
然
房

な
し

な
し

る
と
い
う
実
態
は
失
わ
れ
る
が
、
逆
に
解
す
れ
ぽ
御
影
堂
に
納
置
す
る
効
果
を
、
御

影
堂

と
宝
蔵
、
或
は
そ
れ
ら
を
含
め
た
組
織
体
に
肩
代
り
さ
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
と

見
る
こ
と
が
で
き
る
。

納
置
の
手
続
と
管
理
主
体
　
次
に
、
御
影
堂
に
納
置
さ
れ
る
場
合
の
手
続
と
し
て
二

つ
の

側
面
に

つ
い
て

見
て
お
き
た
い
。
第
一
は
文
書
そ
の
も
の
の
問
題
で
、
御
影
堂

に
納
置

さ
れ
た
事
を
明
示
す
る
た
め
に
文
書
の
書
面
上
に
手
を
加
え
ら
れ
る
こ
と
が

あ
る
点
で
あ
る
。
文
永
五
年
七
月
二
日
高
野
山
衆
議
御
影
堂
陀
羅
尼
田
寄
進
状
に
見

ら
れ
る
よ
う
に
、
文
書
の
文
言
中
に
「
所
納
置
御
影
堂
、
」
と
記
さ
れ
る
場
合
や
、

延
慶
三
年
五
月
十
七
日
阿
闇
梨
良
寛
御
影
堂
陀
羅
尼
田
寄
進
状
（
続
宝
六
－
＝
二
七
）

（
＝
二
一
〇
）
の
如
く
「
相
副
相
伝
之
証
文
三
通
、
所
奉
納
御
影
堂
也
、
」
と
記
さ

れ

る
こ
と
に
よ
り
、
単
に
寄
進
さ
れ
田
の
料
物
を
御
影
堂
の
用
途
に
充
て
る
だ
け
で

な
く
、
実
際
に
文
書
を
納
置
す
る
旨
を
文
書
中
に
明
記
す
る
場
合
が
一
般
的
で
あ
る

が
、
文
書
が
発
給
さ
れ
た
後
の
あ
る
時
点
で
何
ら
か
の
必
要
が
生
じ
て
御
影
堂
に
納

置

さ
れ
る
場
合
に
は
、
当
該
文
書
の
冒
頭
と
末
尾
に
「
奉
施
入
御
影
堂
、
（
花
押
）
」

と
書
か
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
天
治
二
年
七
月
十
三
日
官
省
符
荘
住
人
解
状
・
大
治

四
年
正

月
十
九
日
官
省
符
荘
住
人
等
愁
状
・
久
安
三
年
四
月
日
官
省
符
荘
住
人
解
状

案
（
又
続
八
十
八
⊥
六
二
八
・
一
六
二
九
・
一
六
三
〇
）
に
見
ら
れ
る
も
の
で
、

い
つ
れ
も
冒
頭
の
追
筆
は
事
書
の
直
前
か
直
後
に
、
末
尾
の
追
筆
は
年
紀
の
直
｝
9
0
に
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挿
入

さ
れ
て
お
り
、
「
奉
施
入
御
影
堂
」
の
語
句
に
よ
っ
て
本
文
を
挟
み
込
み
文
書

内
容
を
固
定
化
す
る
が
如
き
意
図
が
窺
わ
れ
る
。
特
に
年
紀
を
こ
の
追
記
の
外
に
置

い
て

い

る
こ
と
は
、
納
置
さ
れ
た
文
書
の
内
容
が
時
間
を
越
え
て
確
実
に
保
証
さ
れ

る
こ
と
を
意
図
し
た
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
御
影
堂
内
へ
の
文
書
納
置
は
安
定

的
保
管
を
目
指
し
な
が
ら
、
現
実
に
は
様
々
な
目
的
の
た
め
に
堂
外
へ
持
ち
出
さ
れ

る
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
御
影
堂
納
置
文
書
で
あ
る
こ
と
を
文
書
書
面
上

に
表
示
す

る
こ
の
よ
う
な
方
式
は
、
返
納
を
確
実
な
ら
し
め
る
た
め
に
必
要
な
措
置

で
、
一
旦
持
ち
出
さ
れ
て
も
御
影
堂
納
置
文
書
で
あ
る
こ
と
が
明
か
と
な
り
、
自
己

の

所
有
を

装
っ
て
当
該
文
書
に
関
わ
る
権
益
を
奪
い
取
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
に

も
有
効
な
操
作
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　
第
二
点
は
文
書
の
納
置
及
び
納
置
文
書
の
出
納
行
為
の
管
理
者
に
つ
い
て
で
あ
る
。

前
頁
表
は
文
書
納
置

な
い
し
出
納
の
事
実
を
記
し
た
文
書
の
主
と
し
て
署
判
に
注
目

し
て
、
文
書
管
理
の
責
任
主
体
を
抽
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
表
を
通
覧
す
れ
ぽ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

検
行
・
執
行
代
・
年
預
（
新
年
預
を
含
む
）
等
が
文
書
管
理
に
関
与
し
て
い
た
事
が

確
認

さ
れ
る
。
し
か
し
子
細
に
見
る
な
ら
ば
、
そ
の
加
判
者
は
一
様
で
な
く
、
一
般

　
　
　
　
（
2
8
）

的
に
は
諸
衆
の
代
表
者
た
る
年
預
・
行
事
・
預
の
所
謂
三
沙
汰
人
が
関
与
し
て
い
る

も
の
の
、
そ
の
す
べ
て
が
署
判
を
加
え
て
い
る
の
は
文
永
五
年
の
高
野
山
衆
議
御
影

堂
陀
羅
尼

田
寄
進
状
（
続
宝
三
⊥
六
）
の
み
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
高
野
山
諸
衆
の

衆
議
の
決
定
と
し
て
寄
進
が
決
定
さ
れ
た
か
ら
三
沙
汰
人
の
署
判
が
あ
る
に
す
ぎ
な

い
。
む
し
ろ
三
沙
汰
人
が
揃
っ
て
関
与
す
る
わ
け
で
は
な
い
と
言
っ
た
ほ
う
が
よ
い
。

三
沙
汰
人
の

内
、
行
事
の
署
判
は
上
記
文
永
五
年
（
一
二
六
八
）
の
高
野
山
衆
議
御

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

影
堂
陀
羅
尼

田
寄
進
状
以
後
は
な
く
、
預
の
関
与
は
二
例
（
文
永
五
年
の
高
野
山
衆
議

御
影
堂
陀
羅
尼

田
寄
進
状
・
建
武
二
年
の
御
朱
印
縁
起
安
置
記
出
庫
状
）
し
か
な
い
。

こ
れ
ら
を
除
く
と
執
行
・
執
行
代
と
年
預
の
双
方
か
一
方
の
署
判
が
一
般
的
で
、
そ

の

原
則

は
近
世
に
到

る
ま
で
変
ら
な
か
っ
た
と
言
え
よ
う
。
衆
徒
置
文
や
集
会
評
定

事
書

な
ど
の
高
野
山
諸
衆
の
意
志
を
表
明
す
る
文
書
に
は
三
沙
汰
人
の
署
判
が
殆
ど

必
ず
見

ら
れ
る
こ
と
と
対
比
し
て
、
そ
れ
が
い
か
な
る
意
味
を
持
つ
か
に
わ
か
に
判

　
　
　
　
（
3
0
）

断
で
き
な
い
。
た
だ
し
諸
衆
の
代
表
者
で
あ
る
検
校
執
行
と
三
沙
汰
人
の
上
席
で
あ

る
年
預
と
が
署
判
を
加
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
御
影
堂
へ
の
文
書
の
納
置
及
び
そ
の

出
納
は
寺
家
の
意
志
と
責
任
に
お
い
て
行
わ
れ
、
当
該
文
書
群
は
寺
家
の
管
理
す
る

文
書
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

金
堂

へ
の

納
置
　
さ
て
高
野
山
で
は
御
影
堂
以
外
に
、
金
堂
で
も
文
書
が
納
置
さ
れ

て

い
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
。
先
に
引
用
し
た
嘉
元
三
年
の
御
影
堂
奉
納
御
物
文
書
新

定

目
録
上
の
巻
首
に
は
墾
で
ξ
地
券
文
書
一
二
轟
雑
た
醜
聾
璽
」

と
あ
る
。
太
田
荘
関
係
の
文
書
三
合
が
正
平
九
年
（
二
二
五
四
）
以
前
は
金
堂
後
戸

の

二
階

に
置
か
れ
て

い
た
こ

と
、
正
平
九
年
に
は
そ
れ
が
宝
蔵
に
移
さ
れ
た
こ
と
が

知

ら
れ
る
。
仏
堂
の
後
戸
や
そ
の
二
階
が
蔵
の
機
能
を
持
つ
場
で
あ
る
こ
と
は
後
述

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

の

事
例
で

も
し
ぼ
し
ば
見
ら
れ
る
。
さ
て
こ
こ
で
の
宝
蔵
が
ど
こ
の
蔵
を
指
す
か
明

瞭
で
な
い
が
、
嘉
元
目
録
で
は
太
田
荘
取
帳
が
「
宝
蔵
」
に
あ
る
他
は
同
荘
関
係
文

書
は
御
影
堂
内
の
八
箱
に
入
っ
て
お
り
、
そ
の
内
容
は
追
筆
の
分
、
即
ち
追
加
納
置

分

も
含
め
て
観
応
二
年
（
二
二
五
一
）
が
下
限
で
あ
る
の
で
、
そ
れ
以
外
も
し
く
は

観
応
以

後
の
文
書
が
、
当
初
は
金
堂
に
、
次
い
で
宝
蔵
に
あ
る
期
間
収
納
さ
れ
て
い

た

こ
と
に
な
る
。
こ
の
場
合
「
太
田
地
券
帳
」
の
内
容
が
不
明
で
あ
る
た
め
、
何
故

同
一
荘
園
の
文
書
が
御
影
堂
と
金
堂
に
分
置
さ
れ
た
の
か
、
ど
の
よ
う
な
文
書
が
金
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堂
に
置
か
れ
た
の

か
は

こ
の
史
料
か
ら
は
分
ら
な
い
。
こ
の
点
で
手
が
か
り
を
与
え

る
の
は
応
永
三
年
九
月
日
官
省
符
分
田
支
配
下
書
（
又
続
宝
九
十
三
⊥
六
五
八
）

（
一
三
九

六
）
で
、
端
に
「
是
老
下
書
也
、
金
堂
被
納
歎
、
清
書
者
御
影
堂
可
被
納

老
也
、
」
と
の
註
記
が
あ
り
、
同
じ
荘
園
関
係
文
書
で
も
下
書
は
金
堂
に
、
清
書
を

御
影
堂
に
納
め
る
と
い
う
原
則
が
あ
っ
た
ら
し
い
点
で
あ
る
。
文
書
群
の
副
本
を
作

成

し
寺
内
の
二
箇
所
の
仏
堂
内
で
保
管
す
る
こ
と
に
よ
り
、
寺
院
経
営
の
根
幹
に
係

わ

る
証
文
類
の
紛
失
の
危
険
度
を
軽
減
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

寺
庫
・
宝
蔵
と
御
影
堂
　
さ
て
荘
園
関
係
文
書
は
概
ね
当
初
宝
蔵
に
納
め
ら
れ
、
後

に
御
影
堂
に
移

さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
文
書
納
置
施
設
と
し
て
の
宝
蔵
と
御
影
堂

は

ど
の
よ
う
な
性
格
の
差
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
別
に
寺
庫
と
い
う
言
葉
も

見

ら
れ
る
が
こ
れ
と
の
関
係
も
疑
問
と
な
る
。
最
後
に
こ
の
点
に
つ
い
て
若
干
考
察

し
て
お
き
た
い
。

　
治
承
四
年
十
二
月
日
高
倉
院
院
宣
（
続
宝
四
十
六
ー
三
八
三
）
（
一
一
八
〇
）
で
は
、

平
治
元
年
に
美
福
門
院
が
安
楽
川
荘
を
施
入
し
た
際
、
御
手
印
官
符
三
帖
を
御
影
堂

に
、
調
度
文
書
を
寺
家
宝
蔵
に
納
め
た
と
記
し
て
い
る
。
先
に
述
べ
た
太
田
荘
文
書

に

つ
い
て

の

検
討
で
も
、
宝
蔵
と
御
影
堂
は
別
個
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

た
。
一
方
嘉
元
目
録
に
は
南
部
荘
・
大
田
荘
取
帳
が
宝
蔵
に
有
る
と
明
記
し
て
い
る
。

実
際
太
田
荘
に
つ
い
て
は
嘉
禎
の
検
注
目
録
（
取
帳
）
が
宝
蔵
に
あ
る
こ
と
は
先
に

引
い
た
正
安
二
年
の
太
田
荘
嘉
禎
検
注
目
録
で
確
認
さ
れ
る
。

〃

、

一
方
寺
庫
の
機
能
は
年
貢
や
荘
園
の
所
当
を
納
め
る
こ
と
に
あ
っ
た
（
建
久
元
年

十
一
月
日
金
剛
峯
寺
根
本
大
塔
供
僧
解
状
案
〔
宝
五
－
五
二
〕
）
。
承
久
三
年
十
月
晦

日
権
大
僧
都
静
遍
奉
書
（
宝
二
十
二
ー
二
六
九
）
（
一
二
二
一
）
に
は
「
兼
別
構
寺
庫

一
宇
、
納
置
年
貢
、
以
奥
院
承
仕
一
臆
、
可
為
出
納
之
仁
、
L
と
あ
り
、
寺
庫
に
は

年
貢
や
荘
園
の
所
当
を
納
置
し
、
寺
庫
の
管
理
は
奥
院
承
仕
一
臆
に
委
ね
ら
れ
て
い

た
。
高
野
山
に
は
金
剛
三
昧
院
に
も
寺
庫
が
あ
っ
て
、
こ
こ
に
年
貢
の
所
当
が
納
め

ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
弘
安
六
年
五
月
日
金
剛
峯
寺
衆
徒
愁
状
（
宝
五
十
二
⊥
ハ
五

四
）
（
一
二
八
三
）
に
寺
庫
を
打
ち
破
っ
て
兵
根
に
充
て
る
べ
し
と
記
し
て
い
る
こ

と
か
ら
知
ら
れ
る
。
た
だ
し
米
や
銭
だ
け
で
な
く
、
文
書
も
納
め
て
い
た
。
即
ち
弘

安
七
年
六
月
日
南
部
荘
証
文
送
状
（
宝
五
十
四
ー
六
八
九
）
に
よ
れ
ぽ
、
沙
汰
が
終

了
し
た
こ
と
に
伴
い
南
部
荘
の
証
文
は
貞
応
の
下
知
状
と
共
に
寺
庫
へ
納
め
ら
れ
た
。

と
こ
ろ
で
南
部
荘
関
係
の
文
書
は
文
永
二
年
（
一
二
六
五
）
に
は
宝
蔵
に
納
め
ら
れ

て

い
た

（
前
掲
僧
賢
朝
宝
造
渡
物
注
進
日
記
）
か
ら
、
弘
安
七
年
に
南
部
荘
関
係
文

書
の
一
部
が
宝
蔵
か
ら
寺
庫
に
移
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
前
述
の
嘉
元
三
年

の

目
録
の
時
点
で
は
弘
安
に
寺
庫
に
納
置
さ
れ
た
文
書
も
含
め
て
南
部
荘
関
係
文
書

が
一
括
し
て
御
影
堂
に
保
管
さ
れ
て
お
り
、
再
度
保
管
場
所
が
変
更
さ
れ
た
こ
と
が

知
ら
れ
る
。

　
以

上
の

こ
と
か
ら
寺
庫
は
基
本
的
に
荘
園
の
所
当
等
の
「
物
」
を
入
れ
る
の
に
対

し
、
宝
蔵
は
荘
園
支
配
に
関
係
す
る
文
書
を
入
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
が
、

所
当
の
確
認
の
た
め
か
文
書
も
寺
庫
に
入
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
御
影
堂
に
文
書
が
納

め

ら
れ
る
こ
と
が
始
ま
り
、
文
書
保
管
機
能
が
増
大
す
る
に
つ
れ
て
、
多
く
の
文
書

が

逐
次
御
影
堂
に
集
積
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　
宝
蔵
は

「
寺
家
宝
蔵
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
寺
家
の
所
属
の
施
設
で
あ
っ
た
。
御

影
堂
の

文
書
管
理
も
寺
家
の
管
掌
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、
お
そ
ら
く
弘
法
大
師

を

祀

る
御
影
堂
の
宗
教
的
権
威
が
よ
り
文
書
保
管
に
ふ
さ
わ
し
い
場
と
し
て
認
識
さ
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れ
、
上
記
の
如
き
保
管
状
況
の
変
化
が
起
こ
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
こ
れ
と
は
別
に
寺
家
の
関
係
の
文
書
の
内
、
年
預
が
櫃
に
入
れ
て
保
管
す
る

文
書
も
あ
っ
た
。
時
代
が
降
る
が
文
明
十
五
年
五
月
日
金
剛
峯
寺
年
預
櫃
寺
役
帳
目

録

（
続
宝

五
十

五
－
四
九
二
）
（
一
四
八
三
）
は
年
預
櫃
に
保
管
さ
れ
た
文
書
の
一
覧

で
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
年
預
櫃
に
納
め
ら
れ
た
文
書
は
法
会
関
係
文
書
（
請
定
・
次

第
・
置
文
等
）
が
大
半
を
占
め
、
他
に
少
数
の
集
会
連
署
状
・
荘
園
文
書
が
混
じ
る
。

御
影
堂
に
納
め
る
文
書
と
そ
う
で
な
い
も
の
が
峻
別
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

年
預
櫃
に
は
原

則
と
し
て
寺
内
の
宗
教
的
活
動
に
関
わ
る
文
書
が
納
め
ら
れ
、
対
外

的
利
害
関
係
に
関
わ
る
文
書
は
御
影
堂
に
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
御
影

堂
が
宗
教
的
権
威
に
基
づ
い
て
そ
こ
に
納
め
ら
れ
た
文
書
そ
の
も
の
を
、
そ
し
て
そ

の

内
容
を
保
全
し
て
、
対
外
的
に
高
野
山
の
権
利
を
保
証
す
る
装
置
と
し
て
機
能
し

て

い
た

こ
と
を
示
す
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
よ
う
。

⇔
　
金
剛
寺
御
影
堂

　
河
内
金
剛
寺
に
お
い
て
は
寺
内
の
先
鋭
な
権
力
闘
争
の
中
で
文
書
の
仏
堂
納
置
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

効
果
が
利
用
さ
れ
た
。
金
剛
寺
は
行
基
の
草
創
と
言
わ
れ
る
が
定
か
で
は
な
く
、
平

安
末
期
の

承
安
年
中
に
な
っ
て
阿
観
が
高
野
山
か
ら
移
住
し
、
承
安
二
年
（
＝
七

二
）
御
影
供
を
始
行
、
治
承
二
年
（
＝
七
八
）
に
は
金
堂
を
建
立
、
養
和
元
年
（
一

】
八
一
）
に
伝
法
会
を
始
行
し
て
（
明
応
七
年
阿
観
上
人
行
歴
、
『
大
日
本
古
文
書

金
剛
寺
文
書
』
三
十
号
、
以
下
金
三
〇
と
略
す
。
）
、
中
興
さ
れ
た
。
こ
の
際
「
承
安

年

中
㌶
璽
置
高
野
大
師
御
影
綱
藁
謬
井
奉
勧
請
丹
生
高
野
両
所
明
神
茱
」

（
金
四

二
）
と
称
さ
れ
た
如
く
、
高
野
山
の
規
模
を
忠
実
に
写
す
こ
と
が
意
図
さ
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

金
堂
や
宝
塔
に
先
立
ち
御
影
供
が
始
行
さ
れ
、
当
然
そ
の
時
ま
で
に
御
影
堂
が
建
立

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
特
に
高
野
山
の
遺
風
を
伝
え
る
御
影

堂
が

重
視

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

さ
て
こ
こ
で
の
仏
堂
へ
の
文
書
納
置
は
、
こ
の
中
興
の
本
願
阿
観
上
人
に
よ
っ
て
、

御
影
堂
に
対

し
て
な
さ
れ
た
。
貞
応
三
年
（
一
二
二
四
）
十
月
十
六
日
の
二
通
の
金

剛

寺
文
書
紛
失
状
（
金
二
〇
及
び
金
二
八
）
に
よ
れ
ば
、
「
当
寺
文
書
、
本
願
上
人

深
有
所
存
之
旨
、
被
納
置
御
影
堂
、
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
こ
れ
も
高
野

山
御
影
堂
の
先
規
に
倣
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

　
金

剛
寺
で
は
、
本
願
阿
観
上
人
の
後
の
院
主
職
と
寺
内
運
営
を
め
ぐ
っ
て
、
阿
観
の

門
流
の
覚
阿
と
寺
僧
の
覚
心
の
間
に
確
執
が
起
り
、
そ
の
過
程
で
御
影
堂
納
置
文
書

の

移
動
が
あ
っ
た
。
そ
れ
に
伴
っ
て
文
書
の
保
管
や
利
用
の
原
則
が
知
ら
れ
る
。
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）

の

確
執
の
概
要
を
記
す
と
、
阿
観
の
弟
子
で
あ
る
尼
浄
覚
（
大
弐
局
）
が
源
貞
弘
よ

り
寄
進
さ
れ
た
寺
領
を
「
国
衙
之
妨
」
か
ら
守
っ
た
功
績
に
よ
り
、
建
久
八
年
阿
観

は
浄
覚
に
院
主
職
を
譲
り
、
建
久
十
年
に
は
浄
覚
が
覚
阿
（
六
条
局
）
に
院
主
職
を

譲
っ
た
（
年
未
詳
阿
観
上
人
門
跡
寺
務
相
論
大
概
案
　
金
五
四
、
及
び
天
福
二
年
三

月
九
日
官
宣
旨
案
　
金
六
二
）
。
こ
の
間
阿
観
は
存
命
で
、
浄
覚
の
譲
状
に
も
一
筆

を

加
え
る
な
ど
、
実
質
的
に
金
剛
寺
の
運
営
を
握
っ
て
い
た
が
（
同
上
金
五
四
）
、
承

元
元
年
（
一
二
〇
七
）
阿
観
が
入
滅
す
る
と
（
明
応
七
年
阿
観
上
人
行
歴
　
金
三
〇
）
、

寺
僧
で
あ
る
学
頭
覚
心
と
覚
阿
の
間
で
相
論
が
発
生
す
る
こ
と
に
な
る
。
覚
心
は
覚

　
　
　
　
（
3
5
）

阿
が
僧
家
寺
官
で
は
な
く
、
本
家
領
家
の
俗
官
で
あ
り
、
住
山
不
退
の
者
で
も
な
い

の

で
あ
る
か
ら
、
寺
務
を
執
行
し
院
主
職
に
補
せ
ら
れ
る
べ
き
で
な
い
と
主
張
し
た
。

こ
の
相
論
の
発
端
は
、
覚
阿
が
阿
観
入
滅
の
剋
「
企
好
謀
」
て
、
源
貞
弘
の
末
葉
貞
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実
を
天
野
谷
下
司
職
に
補
任
し
、
更
に
御
影
堂
安
置
の
重
書
を
取
り
出
し
た
「
希
代

未
曾
有
悪
行
」
を
働
い
た
こ
と
に
あ
っ
た
（
同
上
金
五
四
）
。
貞
応
三
年
（
一
二
二

四
）
十
月
、
本
寺
た
る
仁
和
寺
の
道
助
親
王
庁
よ
り
覚
心
を
院
主
に
補
す
べ
き
こ
と
、

寺
家
文
書
を
元
の
如
く
御
影
堂
に
返
し
置
く
べ
き
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
が
（
貞
応
三

年
十
月
日
仁
和
寺
入
道
道
助
親
王
庁
下
文
　
金
五
〇
）
、
覚
心
の
死
後
覚
阿
は
再
び

こ
の
問
題
を
む
し
返
し
、
嘉
禄
二
年
（
一
二
二
六
）
四
月
、
覚
阿
に
院
主
職
が
認
め

ら
れ
る
に
至
っ
た
（
嘉
禄
二
年
四
月
比
丘
尼
覚
阿
請
文
井
御
室
御
教
書
写
　
金
五
二
、

及
び

天
福
二
年
三
月
九
日
官
宣
旨
案
　
金
六
二
）
。

　

さ
て
金
剛
寺
文
書
を
通
覧
す
る
と
御
影
堂
以
外
に
寺
庫
に
納
め
ら
れ
た
文
書
が
あ

り
、
文
書
が
寺
庫
と
御
影
堂
の
間
を
移
動
す
る
こ
と
も
知
ら
れ
る
。
時
代
を
追
っ
て

御
影
堂
納

置
文
書
の
移
動
の
実
態
を
見
る
と
、
ま
ず
治
承
四
年
（
＝
八
〇
）
金
剛

寺
の
一
円
的
な
寺
辺
領
形
成
の
出
発
点
と
な
っ
た
源
貞
弘
に
よ
る
私
領
寄
進
が
行
わ

れ

（貞
応
三
年
十
月
十
六
日
金
剛
寺
文
書
紛
失
状
所
引
治
承
四
年
八
月
目
源
貞
弘
山

野
田

畠
寄
進
状
案
　
金
二
〇
）
、
続
い
て
文
治
四
年
石
川
義
兼
が
天
野
谷
田
畠
を
金

剛
寺
に
寄
進
し
た
（
貞
応
三
年
十
月
十
六
日
金
剛
寺
文
書
紛
失
状
所
引
文
治
四
年
正

月
二
十
九
日
石
川
義
兼
田
畠
寄
進
状
案
　
金
二
八
）
が
、
こ
の
石
川
義
兼
寄
進
状
は

建
保
七
年
後
二
月
日
金
剛
寺
住
僧
等
愁
状
草
案
（
金
四
五
）
（
一
一
二
九
）
に
よ
っ

て

寺
庫
に
納
め

ら
れ
た
事
が
知
ら
れ
る
。
貞
弘
寄
進
状
に
つ
い
て
は
寄
進
当
初
の
状

態
は
不
明
で
あ
る
が
、
嘉
禄
二
年
四
月
日
比
丘
尼
覚
阿
請
文
写
（
金
五
三
）
に
貞
弘

等
寄
進
状
は
寺
庫
に
納
む
べ
し
と
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、
本
来
寺
庫
に

納
め

ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　

さ
て
先
に
も
記
し
た
よ
う
に
寺
家
文
書
は
阿
観
の
手
で
御
影
堂
に
納
め
ら
れ
た

（金
五
〇
）
が
、
そ
の
具
体
的
年
次
は
、
承
久
二
年
二
月
十
七
日
比
丘
尼
覚
阿
伝
領

文
書

目
録
（
金
四
六
）
（
一
二
二
〇
）
に
「
阿
観
自
筆
御
影
堂
安
置
目
録
一
通
同
十

年
十

月
」
（
筆
者
註
、
同
は
建
久
）
と
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
建
久
十
年
（
一
一
九
九
）

と
知
ら
れ
る
。
こ
の
年
は
覚
阿
が
阿
観
の
承
認
の
下
で
浄
覚
か
ら
院
主
職
を
譲
ら
れ

た
年
で
あ
る
が
、
文
書
に
つ
い
て
は
譲
ら
れ
な
か
っ
た
ら
し
く
、
阿
観
上
人
逝
去
の

際
に
よ
う
や
く
「
官
符
院
宣
以
下
本
主
寄
文
等
」
が
覚
阿
に
譲
り
渡
さ
れ
た
の
で
あ

っ

た

（金
四

五
）
。
し
か
し
こ
の
文
書
は
阿
観
が
御
影
堂
に
納
置
し
た
文
書
に
含
ま
れ

て

お

ら
ず
、
御
影
堂
納
置
文
書
と
覚
阿
伝
領
文
書
に
は
厳
格
な
区
別
が
あ
っ
た
よ
う

に
見
受
け

ら
れ
る
。
た
だ
し
阿
観
自
筆
御
影
堂
安
置
目
録
の
内
容
が
不
明
の
た
め
、

そ

の

区
別
の

基
準
は
判

明
し
な
い
。
現
存
す
る
金
剛
寺
文
書
の
内
、
建
久
十
年
二

一
九

九
）
以
前
の
物
は
、
康
平
八
年
（
一
〇
六
五
）
か
ら
元
暦
元
年
（
＝
八
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

ま
で
の
年
号
を
持
つ
血
脈
・
印
信
冷
祈
祷
巻
数
等
（
金
五
か
ら
金
十
九
）
で
あ
る
が
、

い
ず
れ
も
案
文
で
あ
り
、
巻
数
は
紙
背
文
書
と
し
て
転
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、

阿

観
が
御
影
堂
に
納
置
し
て
厳
重
に
保
管
し
た
も
の
と
は
思
わ
れ
な
い
。

　

さ
て
覚
阿
は
と
も
角
も
附
属
状
と
共
に
諸
種
の
文
書
を
伝
領
し
た
の
で
あ
る
が
、

そ
の

後

「
毎
思
房
舎
之
破
壊
、
為
恐
文
書
之
紛
失
」
に
、
次
第
附
属
状
寺
領
文
書
等

を

御
影

堂
へ
納
め
た
（
金
五
三
）
。
こ
の
こ
と
は
相
論
の
過
程
で
覚
阿
の
主
張
し
た

こ

と
で
あ
っ
て
、
阿
観
上
人
門
跡
寺
務
相
論
大
概
案
（
金
五
四
）
に
は
こ
の
こ
と
は

記
さ
れ
ず
、
事
実
か
ど
う
か
疑
わ
し
い
が
、
実
態
は
別
と
し
て
も
御
影
堂
が
重
書
の

安
全
な
保
管
の
場
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
こ
の
納
置
時

期
を

示
す
史
料
は
な
い
が
、
承
元
二
年
（
一
二
〇
八
）
覚
阿
は
御
影
堂
に
安
置
し
た

「
宣
旨
・
院
宣
・
国
司
庁
宣
・
八
条
院
庁
御
下
文
以
下
数
通
証
文
」
を
倫
み
取
り
出
し
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（
3
7
）

て

い

る
の
で
（
金
五
四
）
、
こ
の
時
以
前
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
こ
と
が
院
主
職
の
相

承

と
共
に
長
く
相
論
の
種
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
相
論
に
対
し
承
久
二
年
に
は
本

寺
仁
和
寺
道
助
親
王
庁
の

下
文
が
出
さ
れ
、
「
寺
家
証
文
」
は
元
か
ら
「
御
影
堂
帳
中
」

に
納
置

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
「
寺
家
之
証
文
尤
可
秘
蔵
、
諸
僧
同
心
令
守
護
、
独

輌
不
可
管
領
、
」
と
さ
れ
た
（
金
拾
二
）
。
こ
の
際
覚
心
を
院
主
職
と
す
べ
き
事
も

併
せ
命
ぜ

ら
れ
て
お
り
、
覚
心
側
に
与
し
た
判
断
で
あ
っ
た
。
更
に
貞
応
三
年
十
月

に

同
じ
道
助
親
王
庁
下
文
（
金
五
〇
）
に
よ
り
以
下
の
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。

　
　
①

覚
心
を
院
主
職
に
補
し
、
覚
心
門
徒
の
「
仏
法
興
隆
住
山
不
退
之
仁
」
を

　
　
　
今
後
抽
補
す
る
こ
と
。

　
　
②

覚
阿
は
寺
家
文
書
を
御
影
堂
に
返
し
置
く
べ
き
こ
と
。

　
　
③

覚
阿
が
返
納
し
な
い
場
合
、
覚
阿
所
持
の
文
書
は
証
文
と
し
て
用
い
ず
、

　
　
　
寺
家
所
帯
の
案
文
を
正
本
と
な
す
こ
と
。

そ

し
て
こ
の
下
文
を
宮
庁
御
使
公
文
法
師
覚
忍
が
携
え
て
来
寺
し
、
食
堂
に
て
衆
徒

に
触

れ
、
覚
阿
に
も
申
し
入
れ
る
も
文
書
は
返
納
さ
れ
ず
、
③
を
実
現
す
べ
く
、
同

年

同
月
十
六
日
に
二
通
の
文
書
紛
失
状
（
金
二
〇
及
び
二
八
）
が
作
成
さ
れ
た
の
で

あ
っ
た
。
し
か
し
嘉
禄
二
年
に
覚
心
が
死
去
す
る
と
覚
阿
側
の
巻
き
返
し
が
図
ら
れ
、

同
年
四
月
、
覚
阿
の
請
文
と
御
室
の
御
教
書
が
出
さ
れ
、
覚
阿
が
帰
寺
す
る
こ
と
、

寺
領
関
係
文
書
．
宣
旨
・
院
宣
等
本
来
御
影
堂
に
安
置
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
文
書
は

施
入
状
を

書
い
て
寺
庫
に
納
め
る
こ
と
等
が
定
め
ら
れ
、
相
論
は
ほ
ぼ
終
結
し
た
。

　
以
上
の

よ
う
に
覚
阿
と
覚
心
の
両
者
か
ら
の
主
張
に
は
ず
れ
が
あ
り
、
相
論
の
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）

張

と
し
て
自
己
に
都
合
の
良
い
よ
う
に
曲
げ
て
記
し
て
い
る
可
能
性
も
少
な
く
な
い

が
、
今
仮
に
覚
阿
が
一
貫
し
て
主
張
す
る
よ
う
に
本
来
の
御
影
堂
納
置
文
書
（
こ
れ

を
一
次
納
置
文
書
と
称
す
る
こ
と
に
す
る
。
）
は
阿
観
自
筆
の
目
録
に
記
さ
れ
た
も
の

に
限

ら
れ
、
寺
領
関
係
文
書
・
附
属
状
な
ど
は
後
に
覚
阿
が
御
影
堂
に
納
め
た
（
こ
れ

を

二
次
納
置
文
書

と
称
す
る
こ
と
に
す
る
。
）
と
す
る
と
、
承
久
二
年
の
覚
阿
の
伝
領

文
書

目
録
（
金
四
六
）
中
の
阿
観
の
自
筆
目
録
以
外
の
十
九
種
二
十
二
通
の
文
書
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

二
次
納
置
文
書

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
二
次
納
置
文
書
の
内
、
義
兼
寄
進
状
が

当
初
寺
庫
に
納
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
建
保
七
年
の
金
剛
寺
住
僧
等
愁
状
草
案
（
金

四

五
、
た
だ
し
こ
れ
も
覚
阿
側
の
主
張
。
）
に
見
ら
れ
た
こ
と
は
先
に
も
述
べ
た
。
し

か

し
貞
応
三
年
（
一
二
二
四
）
段
階
で
は
、

　
　
①
一
次
と
二
次
で
は
納
置
の
主
体
が
変
っ
た
が
、
共
に
阿
観
の
雅
意
と
認
め

　
　
　
ら
れ
た
の
か
。

　
　
②
一
次
二
次
の
区
別
は
な
く
本
来
す
べ
て
阿
観
の
納
置
し
た
も
の
と
認
め
ら

　
　
　
れ
た
の
か
。

い
ず
れ
か
は
今
判
断
で
き
な
い
も
の
の
、
す
べ
て
が
「
本
願
上
人
深
有
所
存
之
旨
、

被
納
置
御
影
堂
」
た
の
で
あ
り
、
「
寺
家
之
証
文
尤
可
秘
蔵
、
諸
僧
同
心
令
守
護
、

独
輌
不
可
管
領
」
（
金
二
〇
及
び
二
八
、
五
〇
も
同
趣
旨
）
と
認
識
さ
れ
て
い
る
。

　
高
野
山
御
影
堂
の
例
を
敷
街
す
れ
ぽ
、
事
情
の
如
何
に
係
わ
ら
ず
一
旦
納
置
さ
れ

て

し
ま
え
ば
、
正
に
「
独
靱
不
可
管
領
」
と
い
う
の
が
御
影
堂
納
置
の
本
来
の
趣
旨

に

則
っ
た
考
え
方
で
あ
り
、
覚
阿
の
主
張
は
そ
の
趣
旨
に
反
す
る
と
見
ざ
る
を
得
な

い
。
し
か
し
覚
阿
は
最
終
段
階
の
嘉
禄
二
年
の
請
文
で
も
、
持
ち
出
し
た
二
次
納
置

文
書
は
御
影
堂
で
は

な
く
寺
庫
に
返
納
す
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
（
金
五
三
）
。
そ

し
て
結
局
の
と
こ
ろ
覚
阿
の
持
ち
出
し
た
文
書
の
幾
何
が
御
影
堂
に
返
納
さ
れ
た
の

か
定
か
で

は

な
い
。
実
際
覚
阿
が
手
放
す
は
ず
の
な
い
阿
観
及
び
浄
覚
の
譲
状
は
勿
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論
の
こ

と
、
阿
観
の
御
影
堂
安
置
目
録
も
二
次
納
置
文
書
の
正
文
も
金
剛
寺
に
は
伝

わ
っ

て

い

仁
鴎
。
仮
に
持
ち
出
し
た
ま
ま
で
あ
れ
ぽ
当
然
伝
わ
る
こ
と
は
な
く
、
返

納

し
た
と
し
て
も
そ
の
納
置
先
は
寺
庫
で
あ
る
の
で
、
御
影
堂
納
置
文
書
に
比
べ
て

そ
の

保
管
状

態
に
厳
格
さ
が
欠
け
た
で
あ
ろ
う
。
案
文
で
あ
り
な
が
ら
正
本
と
化
し

御
影
堂
に
納
め

ら
れ
た
紛
失
状
の
文
書
が
伝
存
す
る
の
は
正
に
御
影
堂
が
文
書
保
管

の
安
定
的

な
場
と
し
て
、
期
待
さ
れ
て
い
た
機
能
を
如
何
な
く
発
揮
し
た
結
果
と
言

え
よ
う
。

　
と
も
あ
れ
御
影
堂
は
文
書
保
管
の
確
か
な
場
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
。
納
置
の

具
体
的
な
場
所
は
承
久
二
年
十
二
月
日
仁
和
寺
道
助
親
王
庁
下
文
写
（
金
拾
二
）
二

二
二
〇
）
に
よ
り
、
「
御
影
堂
帳
中
」
と
知
ら
れ
、
お
そ
ら
く
本
尊
の
ご
く
近
辺
で

あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
し
て
ま
た
御
影
堂
帳
中
が
寺
家
の
証
文
を
入
れ
る
べ
き

場
で
あ
る
と
の
意
識
は
近
世
ま
で
伝
え
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
（
明
暦
四
年
二
月
日
金

剛
寺
式
案
　
金
拾
一
六
）
。

　
金
剛

寺
に
お
い
て
文
書
保
管
の
場
と
し
て
の
御
影
堂
と
寺
庫
の
機
能
の
差
は
明
確

で
は
な

い

が
、
上
記
相
論
の
経
緯
か
ら
見
る
と
、
通
常
の
保
管
場
は
寺
庫
で
あ
っ
て
、

結

局
御
影
堂
は
特
殊
な
例
外
的
な
保
管
場
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
明
暦
四
年

（
一
六
五

八
）
の
金
剛
寺
式
案
に
も
「
夫
当
寺
数
通
文
書
等
、
本
願
上
人
殊
有
所
存

之
旨
、
被
納
置
御
影
堂
帳
内
、
」
と
あ
っ
て
、
御
影
堂
へ
の
文
書
納
置
は
本
願
阿
観

の

係
わ
っ
た
も
の
だ
け
に
限
ら
れ
、
高
野
山
の
よ
う
に
そ
れ
以
後
の
納
置
の
拡
大
は

な
か
っ
た
ら
し
い
。

㊧
　
観
心
寺
御
影
堂
・
本
堂

　
金
剛
寺
に
隣
接
す
る
観
心
寺
は
同
じ
真
言
宗
寺
院
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
仏
堂
へ

の

文
書
納
置
の
実
態
を
知
る
史
料
は
少
な
い
。

　
ま
ず
永
徳
二
年
正
月
十
三
日
尼
法
明
田
地
寄
進
状
（
『
大
日
本
古
文
書
　
観
心
寺

文
書
』
三
一
五
号
、
以
下
観
三
一
五
と
略
す
。
）
（
一
三
八
二
）
に
は
、
「
於
本
証
文
等

者
、
依
為
連
券
、
不
能
奉
納
者
也
、
」
と
あ
り
、
御
影
堂
料
田
の
寄
進
状
そ
の
も
の

が
、
連
券
で
な
け
れ
ぽ
本
来
御
影
堂
に
納
め
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
知

ら
れ
る
。
即
ち
一
般
に
御
影
堂
へ
の
田
畠
寄
進
状
が
御
影
堂
内
に
納
置
さ
る
べ
き
こ

と
を
示
し
て
い
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
文
書
の
御
影
堂
内
納
置
を
明
確
に
示
す
史
料

は
観
心
寺
文
書
中
に
は
殆
ど
残
さ
れ
て
い
な
い
。
わ
ず
か
に
、
応
永
三
年
三
月
三
日

沙
弥

宗
笛
地
寄
進
状
（
観
＝
二
九
）
（
≡
九
六
）
の
端
裏
芝
緬
影
堂
麟
寄
L

と
あ
る
の
が
そ
の
こ
と
を
示
す
徴
証
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
も
空
海
自
筆
と

称
す
る
聖
経
類
は
高
野
山
で
は
必
ず
御
影
堂
に
納
め
ら
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
観
心

寺
で
は
「
御
宝
蔵
」
或
は
「
寺
庫
」
に
納
め
ら
れ
て
い
た
。
例
え
ば
元
応
二
年
八
月

五

日
僧
深
覚
寄
進
状
（
記
述
を
明
確
に
す
る
た
め
、
イ
と
符
号
を
付
す
。
以
下
の
文

書
も
同
様
。
）
（
観
一
〇
七
）
（
二
二
二
〇
）
は
、
空
海
の
筆
蹟
を
「
御
宝
蔵
」
に
寄
進

し
た
文
書
で
あ
る
。
こ
の
寄
進
は
夢
想
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
て
お
り
、
夢
想
で
は
実

行
上
人
が

こ
の
筆
蹟
を
、
当
寺
の
重
宝
で
あ
る
か
ら
「
寺
庫
」
に
返
納
す
べ
し
と
述

べ
た
の

で
あ
っ
た
。
従
っ
て
こ
こ
で
は
御
宝
蔵
と
寺
庫
は
同
義
語
と
な
ろ
う
。
応
永

十
一
年
（
一
四
〇
四
）
に
寄
進
さ
れ
た
空
海
御
筆
の
益
田
池
碑
銘
一
巻
も
「
密
納
宝

庫
」
め
ら
れ
て
い
る
（
観
＝
一
二
）
。
納
置
さ
れ
た
重
宝
が
空
海
遺
品
で
あ
る
共
通
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性
か

ら
宝
庫
も
御
宝
蔵
・
寺
庫
と
同
義
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
ど
う
や
ら
こ
の
宝
蔵
は

本
堂
の

中
に
あ
っ
た
ら
し
い
。
寛
文
九
年
観
心
寺
伽
藍
寺
役
僧
坊
方
式
控
㈲
（
観
五

五
六
）
に
、

　
　
一
　
本
堂
之
宝
蔵
、
蔵
奉
行
と
申
年
中
両
人
二
鐙
預
ケ
置
、
宝
物
出
シ
候
時
者
、

　
　
　
両
年
預
両
蔵
奉
行
四
人
立
合
申
シ
候
事
、

　
　
一
　
霊
宝
巻
物
都
合
十
巻
之
内
、

　
　
　
論
旨
、
院
宣
、
御
令
旨
、
御
教
書
、
添
状
、
下
文
、
寄
附
状
、
武
家
願
状
、

　
　
　
都
合
八
十
二
通
、

と
あ
り
、
少
な
く
と
も
近
世
に
は
本
堂
の
中
に
宝
蔵
が
あ
っ
た
。
し
か
も
こ
の
記
載

の

順
か

ら
考
え
て
、
こ
の
宝
蔵
の
中
に
十
巻
の
霊
宝
巻
物
が
納
置
さ
れ
て
い
た
と
見

る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　
享
保
十
八
年

（
一
七
三

三
）
成
立
の
桧
尾
措
蔵
記
に
よ
れ
ば
正
平
十
一
年
六
月
朔

日
三
綱
等
解
状
◎
・
正
平
廿
一
年
六
月
廿
一
日
法
印
顕
舜
三
綱
権
都
維
那
職
売
券
⇔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）

が
、
ま
た
享
保
十
一
年
成
立
の
桧
尾
山
年
中
課
役
双
紙
に
よ
れ
ば
文
安
二
年
五
月
十

八

日
観
心
寺
衆
議
評
定
事
書
㈹
・
享
保
十
一
年
三
月
六
日
衆
議
事
書
内
が
い
ず
れ
も

「
金

堂
証
文
筥
」
に
納
め
ら
れ
て
い
た
、
即
ち
金
堂
（
本
堂
の
こ
と
）
に
納
め
ら
れ

て

い
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
。
桧
尾
措
蔵
記
の
別
の
場
所
で
は
同
じ
文
安
二
年
の
衆
議

評
定
事
書
θ
が

「
寺
家
証
文
筥
」
に
納
め
ら
れ
て
い
る
と
も
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、

金
堂
に

あ
っ
た
証
文
箱
は
正
に
寺
家
の
管
理
す
る
文
書
箱
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す

（4
2
）

る
。
そ
し
て
元
応
二
年
の
寄
進
状
θ
は
桧
尾
措
蔵
記
に
「
寺
家
証
文
筥
」
に
あ
っ
た

と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
少
な
く
と
も
近
世
に
は
本
堂
に
納
め
ら
れ
て
い

た

こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
と
、
元
応
二
年
の
寄
進
状
④
と
寛
文
九
年
方
式
控
㈲
の

両
者
に
見
え
る
宝
蔵
と
い
う
用
語
の
一
致
か
ら
、
中
世
以
来
、
宝
蔵
は
本
堂
内
に
設

け
ら
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
多
種
の
文
書
が
納
置
さ
れ
て
い
た
と
推
定
し
て
大
過
あ
る

ま
い
。

　
因
み
に
前
記
「
霊
宝
巻
物
都
合
十
巻
」
は
、
桧
尾
措
蔵
記
に
よ
れ
ば
延
宝
年
中
に

紛
失

な
か
ら
し
め
ん
が
為
に
十
巻
の
巻
子
に
仕
立
て
ら
れ
た
と
り
わ
け
重
要
な
文
書

百
二
通
を

さ
し
、
桧
尾
措
蔵
記
巻
二
に
抄
録
さ
れ
た
霊
宝
巻
物
十
巻
の
一
部
か
ら
考

え
る
と
、
『
大
日
本
古
文
書
　
家
わ
け
第
六
　
観
心
寺
文
書
』
所
収
文
書
の
一
か
ら

一
〇
二
に
該
当
す
る
と
見
ら
れ
る
。
従
っ
て
元
応
二
年
の
寄
進
状
θ
（
観
一
〇
七
）

は

も
と
よ
り
、
正
平
十
一
年
の
解
状
◎
・
正
平
廿
一
年
の
売
券
⇔
（
観
三
一
〇
）
・

文
安
二
年
の
事
書
㈹
（
観
五
一
四
）
・
享
保
十
一
年
の
事
書
内
・
文
明
五
年
の
事
書

〔註
（
4
2
）
に
引
く
文
書
〕
（
観
四
九
四
）
等
は
こ
の
霊
宝
巻
物
十
巻
に
は
含
ま
れ
て

い

な
か
っ
た
が
、
江
戸
中
期
に
は
霊
宝
巻
物
十
巻
以
外
に
も
多
数
の
文
書
が
本
堂
に

集
積
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
元
応
二
年
の
寄
進
状
θ
等
に
よ
る
上
記
推
定
か
ら

す
れ
ぽ
、
中
世
か
ら
金
堂
に
文
書
が
集
積
さ
れ
て
い
た
が
、
近
世
の
延
宝
に
至
っ
て

そ

の

内
の
重
要
な
百
二
通
の
文
書
だ
け
が
成
巻
さ
れ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
こ
の
本
堂
内
の
宝
蔵
の
位
置
は
、
桧
尾
措
蔵
記
所
載
の
「
堂
ノ
図
」
に
記
載

が

あ
る
。
即
ち
本
堂
の
背
面
両
隅
の
方
一
間
の
部
分
が
共
に
「
蔵
」
と
記
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
両
方
又
は
片
方
が
文
書
類
の
納
置
さ
れ
た
宝
蔵
と
考
え
ら
れ
る
。
現
在
の

金
堂
は
正
平
十
五
年

（
一
三
六
〇
）
頃
に
建
立
さ
れ
た
も
の
で
、
当
初
か
ら
背
面
両

隅
が
引
違
戸
で
閉
鎖
さ
れ
、
寛
永
年
間
に
は
こ
の
部
分
が
三
方
を
壁
と
し
て
後
堂
へ

向
っ
て
方
引
戸
が
開
く
だ
け
の
閉
鎖
的
な
収
納
の
空
間
に
な
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ

　
（
4
3
）

て

い

る
。
指
図
に
示
さ
れ
た
蔵
の
存
在
は
現
存
の
建
物
か
ら
も
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
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る
。

　
　
　
　
　
　
（
4
4
）

θ
　
法
隆
寺
金
堂

　
古
代
の
ま
ま
の
伽
藍
を
伝
え
る
法
隆
寺
で
も
、
中
世
に
は
金
堂
内
に
文
書
が
納
置

さ
れ
て
い
た
事
実
が
知
ら
れ
る
。
寺
要
日
記
正
月
三
十
日
の
条
の
「
十
僧
根
源
事
」

の

項
㈹

に
、
承
暦
二
年
（
一
〇
七
八
）
十
月
八
日
の
文
書
を
引
く
が
、
そ
の
末
尾
に

「
正
本
金

堂
在

之
、
」
と
記
し
て
い
る
。
同
日
の
毎
月
晦
講
式
⑧
及
び
以
生
料
曳
事

◎
の
項
に
つ
い
て
も
同
じ
文
言
が
あ
る
。
こ
の
内
、
A
は
金
堂
日
記
に
納
め
ら
れ
た

承
暦
二
年
十

月
八
日
法
隆
寺
政
所
注
進
状
に
該
当
し
、
B
及
び
C
は
吉
祥
御
願
御
行

記
録
に
ほ
ぼ

同
文
が
見
ら
れ
る
。
従
っ
て
寺
要
日
記
に
言
う
「
正
本
」
と
は
正
に
金

堂

日
記
及
び
吉
祥
御
願
御
行
記
録
に
他
な
ら
な
い
。
吉
祥
御
願
御
行
記
録
の
奥
書
に

は
、　

　
右
、
御
行
旧
記
三
帖
者
、
金
堂
預
伝
来
之
秘
記
也
、
年
緒
積
四
百
余
回
及
破
壊
之

　
　
間
、
悲
歎
之
余
即
令
潤
色
之
、
納
櫃
者
也
、
単
是
祈
仏
法
滋
盛
興
作
仏
事
而
已
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
干
時
金
堂
預

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
権
律
師
良
訓

　
　
　
　

享
保
十
一
丙
午
年
孟
冬
中
漸

と
あ
る
。
こ
の
旧
記
三
帖
と
は
、
そ
の
語
が
金
堂
日
記
の
奥
書
に
も
見
ら
れ
る
こ
と
、

金
堂
私

旧
記
が
関
連
す
る
内
容
を
持
つ
こ
と
か
ら
、
金
堂
日
記
・
金
堂
私
旧
記
．
吉

祥
御
願
御
行
記
録
に
当
る
。
享
保
に
は
こ
の
三
帖
が
金
堂
預
の
も
と
で
伝
え
ら
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）

い

た

が
、
前
記
寺
要
日
記
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
寺
要
日
記
編
纂
時
の
南
北
朝
期
に
は

金
堂
内
に
納
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
金
堂
私
旧
記
中
に
「
近
年
所
進

日
記
別
在
之
、
櫃
置
之
、
」
と
あ
り
、
こ
の
近
年
所
進
の
日
記
が
金
堂
日
記
を
指
す

と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
三
帖
は
金
堂
内
の
櫃
に
納
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ

の

管
理
は
金
堂
預
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
金
堂
内
の
櫃
に
つ
い
て
は
、
金
堂
日

記
中
に
引
く
天
永
四
年
正
月
十
三
日
辛
櫃
注
進
状
（
一
一
一
三
）
に
、
政
所
御
封
と

な
す
こ
と
が
堂
司
交
替
之
書
に
記
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
櫃
を
封
じ
て
い
た
結
縄
は

朽
損
し
、
中
に
は
さ
し
た
る
重
物
も
な
く
、
経
巻
・
幡
・
古
木
仏
等
が
あ
る
の
み
で

あ
っ
た
、
と
記
さ
れ
て
い
る
。
天
永
以
前
に
本
来
こ
の
辛
櫃
に
何
が
秘
蔵
さ
る
べ
き

も
の
と
考
え
ら
れ
て
政
所
御
封
と
さ
れ
た
か
は
明
か
で
な
い
が
、
天
永
頃
に
こ
の
辛

櫃
を

然

る
べ
き
「
重
物
」
の
保
管
場
所
と
考
え
る
意
識
が
再
認
識
さ
れ
た
と
思
わ
れ

る
。
金
堂
日
記
所
収
の
文
書
は
平
安
院
政
期
か
ら
鎌
倉
時
代
中
期
の
も
の
で
あ
り
、

こ
れ
ら
の
文
書
が
早
く
十
二
世
紀
か
ら
金
堂
内
の
辛
櫃
に
納
置
さ
れ
て
い
た
可
能
性

が
高
い
。㈹

　
永
久
寺
真
言
堂
・
本
堂

　
永
久
寺
は
興
福
寺
僧
頼
実
が
永
久
年
中
に
密
教
流
布
の
道
場
と
し
て
開
き
、
鳥
羽

上
皇
の

帰
依
に

よ
り
一
乗
院
の
尋
範
を
本
願
と
し
て
伽
藍
が
整
備
さ
れ
た
と
伝
え
る

（
内
山
永
久
寺
置
文
・
和
州
内
山
永
久
寺
縁
起
、
共
に
『
校
刊
美
術
史
料
』
寺
院
篇

下
巻
所
収
）
。
境
内
に
は
真
言
堂
・
本
堂
・
御
影
堂
・
多
宝
塔
等
の
堂
宇
・
房
舎
が

　
　
　
　
　
（
4
6
）

建
ち
並
ん
で
い
た
。

　
内
山
之
記
（
『
校
刊
美
術
史
料
』
寺
院
篇
　
下
巻
所
収
）
に
納
め
る
建
久
八
年
卯
月

二
十
四

日
永
久
寺
起
請
文
（
一
一
九
七
）
に
つ
い
て
「
真
言
堂
東
庫
掃
治
之
時
、
被

求
出
起
請
文
云
々
、
」
と
記
し
て
い
る
。
ま
た
内
山
之
記
に
引
く
文
永
七
年
（
＝
一
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七

〇
）
の
鎮
守
造
宮
日
記
に
つ
い
て
、
そ
の
末
尾
に
「
写
本
真
言
堂
庫
之
唐
櫃
在
之

云
々

、

」

と
記
さ
れ
、
こ
の
記
録
の
写
本
が
真
言
堂
の
庫
に
あ
っ
た
。
中
世
の
真
言

堂
の

平
面
を
知

る
確
実
な
史
料
は
な
い
が
、
寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）
の
和
州
内
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
7
）

永
久

寺
金
剛
乗
院
道
場
堂
上
之
図
（
醍
醐
寺
聖
教
三
四
四
函
三
〇
）
に
よ
れ
ば
、
真

言
堂
背
面
の
左
右
の
隅
に
潅
頂
道
具
蔵

と
一
切
経
蔵
が
あ
り
、
東
庫
は
一
切
経
蔵
に

該
当
す
る
。
即
ち
寺
内
の
文
書
や
記
録
が
真
言
堂
内
の
一
切
経
蔵
中
の
唐
櫃
に
納
め

ら
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
た
だ
し
建
久
八
年
の
起
請
文
に
つ
い
て
は
、
そ
の
見
出

さ
れ
た
状
況
か
ら
見
て
鄭
重
に
扱
わ
れ
て
い
た
よ
う
に
は
思
わ
れ
な
い
。
こ
の
起
請

文
の

み
が

た

ま
た
ま
放
置
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
同
じ
内
山
之
記
や
永
久
寺
置
文

は
然

る
べ
く
鄭
重
に
保
管
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
実
際
重
書
と
も
い
う
べ
き

永
久
寺
置
文
は
表
紙
裏
書
に
「
永
久
寺
中
院
御
経
蔵
本
也
、
不
可
出
他
所
者
哉
、
」

と
あ
り
、
中
院
の
経
蔵
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
一
方
内
山
之
記
所
引
の
建
仁
二
年
十
二
月
十
五
日
永
久
寺
学
衆
禅
徒
院
主
起
請
文

（
三
〇
二
）
に
は
、
疲
本
堂
押
妻
鶴
躍
L
と
あ
鵬
・
の
起
請
文
が
本
堂

の

お
そ

ら
く
壁
面
に
貼
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
し
か
も
そ
れ
は
内
山
之
記
の
編
纂
さ
れ

た
十
四

世
紀
前
期

よ
り
か
な
り
以
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
、

文
書
を

「
押
す
」
と
い
う
行
為
は
永
久
寺
で
も
う
一
例
知
ら
れ
、
内
山
之
記
所
引
弘

安
五
年
三
月
日
温
室
起
請
文
（
一
二
八
二
）
の
中
に
「
興
行
之
被
押
也
、
」
と
あ
る
。

こ
の
起
請
文
は
温
室
の
使
用
の
基
準
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
温
室
に
貼
ら
れ

て

い

た

と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　
と
も
あ
れ
永
久
寺
で
は
真
言
堂
の
東
蔵
と
本
堂
の
内
部
が
仏
堂
に
お
け
る
文
書
保

管
の
場
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
本
堂
の
例
は
保
管
よ
り
も
掲
示
が
目
的
と
見
ら
れ
る

が
、
こ
れ
は
柱
や
板
に
墨
書
さ
れ
た
文
書
と
共
通
す
る
現
象
と
し
て
注
目
し
た
い
。

た
だ

永
久

寺
内
に
文
書
を
納
め
得
る
施
設
は
こ
の
他
に
い
く
つ
か
知
ら
れ
る
。
先
に

述
べ
た
中
院
経
蔵
に
は
確
実
に
文
書
が
納
め
ら
れ
、
永
久
寺
伽
藍
図
等
に
そ
の
名
の

見
え
る
惣
蔵
（
北
門
近
く
の
院
家
群
の
並
び
に
あ
る
）
・
宝
蔵
（
境
内
の
池
の
中
島

　
（
4
8
）

に

あ
る
）
も
そ
の
可
能
性
の
高
い
施
設
で
あ
る
。
因
み
に
こ
の
他
史
料
上
で
は
「
寺

庫
」
と
い
う
用
語
が
見
え
る
。
こ
れ
は
法
会
の
荘
厳
料
・
供
料
・
誠
諦
物
等
の
下
行

の

分
担
の
記
録
に
見

え
、
「
勧
進
沙
汰
」
「
頭
人
沙
汰
」
「
年
預
沙
汰
」
等
と
並
ん
で

「
寺
庫
沙
汰
」
と
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
寺
庫
が
施
設
と
し
て
の
倉
庫
を
さ
す
と
は

　
　
　
　
　
（
4
9
）

限

ら
な
い
も
の
の
、
寺
家
の
倉
庫
が
料
物
の
保
管
場
と
し
て
あ
っ
た
こ
と
を
背
景
と

し
て
の
用
語
と
考
え
ら
れ
、
金
や
物
を
納
め
る
「
寺
庫
」
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ

る
。
同
様
の
用
語
と
し
て
大
庫
・
舎
利
講
庫
も
あ
り
、
後
者
に
つ
い
て
言
え
ぽ
舎
利

講

衆
の
倉
庫
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
う
し
た
様
々
な
収
納
施
設
の
一
つ
と
し
て

仏
堂
が
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

㊨
　
清
水
寺
本
堂

　
播
磨
の

清
水
寺
は
法
道
仙
人
の
開
基
と
伝
え
る
天
台
宗
の
古
刹
で
あ
り
（
文
正
元

年
七

月
日
清
水
寺
衆
徒
等
言
上
状
案
　
『
兵
庫
県
史
』
史
料
編
中
世
二
所
収
清
水
寺

文
書
一
八
五
）
、
寺
蔵
の
中
世
文
書
が
少
く
な
い
。
そ
の
う
ち
永
正
五
年
二
月
七
日

来
執
行
所
へ
渡
物
注
文
（
清
水
寺
文
書
二
六
七
）
（
一
五
〇
八
）
は
執
行
の
交
替
の

際

に
、
執
行
が
管
理
す
る
文
書
・
聖
教
・
法
具
等
を
次
期
執
行
へ
渡
す
際
の
注
文
で

あ
る
。
こ
の
渡
物
の
内
に
、
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監
泥
御
経
二
部
彊
・

一
重

書
箱
二
窪

一
大

く
㌶
　
確

一
古

日
記
箱
三
確

と
あ
り
、
経
巻
の
他
に
重
書
箱
と
古
日
記
箱
の
計
五
箱
が
本
堂
に
置
か
れ
て
い
た
こ

と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
渡
物
注
文
は
古
く
永
仁
四
年
（
一
二
九
六
）
の
も
の
が
あ
り

（
一
八
）
、
そ
の
後
何
年
か
お
き
で
は
あ
る
が
慶
長
四
年
の
も
の
ま
で
（
四
六
二
）
知

　
（
5
0
）

ら
れ
る
。
文
書
・
記
録
箱
が
本
堂
に
置
か
れ
て
い
た
の
は
永
正
五
年
の
注
文
で
し
か

知

る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
室
町
中
期
の
あ
る
時
期
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
行
わ
れ
て

い
た

と
見
て
よ
か
ろ
う
。
因
み
に
五
部
大
乗
経
は
大
永
四
年
（
一
五
二
四
）
か
ら
天

正
二
十
年

（
一
五
九

二
）
ま
で
の
八
度
、
本
堂
に
置
か
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
、

か
な

り
長
期
に
亙
っ
て
本
堂
内
に
置
か
れ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。
文
書
・
記
録
に
つ

い
て

は
た

ま
た
ま
そ
の
よ
う
な
事
実
が
あ
っ
た
の
か
、
一
定
期
間
本
堂
が
重
書
保
管

に
応
わ

し
い
場
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
か
、
詳
か
で
は
な
い
。
し
か
し
文
正
元
年
七

月
日
清
水
寺
衆
徒
等
言
上
状
案
（
一
八
五
）
に
、
当
山
の
縁
起
を
説
い
て
、
田
邑
将

軍
、
即
ち
坂
上
田
村
麿
が
侃
刀
二
腰
を
本
堂
に
納
め
給
う
と
の
故
実
を
記
し
て
お
り
、

南
北
朝
期
に
本
堂
が
霊
宝
を
納
め
る
場
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
重
書
の
納

置

も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

㈹
　
大
門
寺
如
法
堂

　
摂
津
勝
尾
寺
文
書
中
の
正
和
二
年
十
二
月
二
十
五
日
僧
大
空
譲
状
（
大
阪
府
史
蹟

名
勝
天
然
紀
念
物
調
査
会
調
査
『
勝
尾
寺
文
書
　
第
一
』
　
所
収
四
七
四
号
文
書
）

（
一
三
一
三
）
に
は
、
大
空
が
先
祖
よ
り
相
伝
の
所
領
の
所
当
米
を
大
門
寺
如
法
堂

へ
寄
進

し
た
際
に
、
こ
の
譲
状
そ
の
物
を
同
堂
へ
納
め
る
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
大

門
寺
は
十
二
世
紀
前
半
と
十
三
世
紀
後
期
に
作
成
さ
れ
た
大
門
寺
一
切
経
の
現
存
す

る
こ
と
か
ら
、
院
政
期
に
は
既
に
栄
え
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
寺
で
あ
る
。

㈲
　
唐
招
提
寺
舎
利
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
1
）

　
既
に

田
中
稔
氏
が
報
告
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
唐
招
提
寺
宝
蔵
に
収
蔵
さ
れ
て
い

た
墨
書
木
板
の
文
安
六
年
卯
月
五
日
奥
田
重
賢
水
田
寄
進
状
（
一
四
四
九
）
に
「
本

券
文
二
通
寄
進
状
一
通
、
舎
利
殿
之
二
階
奉
納
者
也
、
」
と
あ
り
、
本
文
書
及
び
本

文
書
に
よ
り
寄
進
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
水
田
の
本
券
文
は
舎
利
殿
二
階
に
納
置
さ

れ
て

い

た
。
し
か
も
こ
の
三
通
の
文
書
を
納
め
た
木
製
の
文
書
箱
も
現
存
し
て
お
り
、

そ
れ
は
舎
利
殿
（
現
鼓
楼
）
の
長
押
に
打
ち
付
け
ら
れ
て
い
た
。
同
様
の
文
書
箱
は

他
に
永
享
十
年
・
享
徳
二
年
・
天
文
五
年
・
年
号
不
詳
の
三
箇
が
あ
り
、
天
文
の
も

の

に
は

納
め
た
文
書
も
十
通
現
存
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
が
打
ち
付
け
ら
れ
て
い
た
場

所
は
詳
か
で
は

な
い
も
の
の
、
文
書
が
丁
度
納
ま
る
箱
を
仏
堂
内
部
に
打
ち
付
け
る

と
い
う
納
置
方
法
の
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
奥
田
重
賢
水
田
寄
進
状
が
庫

院
な
ら
び
に
柴
屋
の
為
に
水
田
を
寄
進
し
た
に
も
拘
ら
ず
、
文
書
そ
の
物
は
舎
利
殿

に
納
置

さ
れ
た
点
も
注
目
さ
れ
る
。

ω
　
東
大
寺
二
月
堂
・
大
仏
殿

　
東
大

寺
二
月
堂
に
は
内
陣
に
置
か
れ
た
朱
唐
櫃
の
中
に
、
二
月
堂
草
創
当
初
か
ら

の

宝
物
で
あ
る
聖
武
天
皇
痕
筆
華
厳
経
・
光
明
皇
后
御
筆
大
般
浬
葉
経
・
実
忠
二
十

九

箇
条
・
式
帳
と
そ
の
後
に
加
わ
っ
た
弘
仁
九
年
三
月
二
十
七
日
酒
人
内
親
王
施
入
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（
5
2
）

状
等
が

納
め

ら
れ
て
い
た
。
朱
唐
櫃
の
存
在
は
応
永
十
二
年
（
一
四
〇
五
）
か
ら
知
ら

れ

る
が
、
そ
の
内
容
の
一
部
は
文
和
五
年
に
知
ら
れ
、
寛
文
七
年
（
一
六
六
七
）
二
月
の

二
月
堂
炎
上
に
伴
っ
て
明
確
と
な
る
。
そ
の
朱
唐
櫃
は
内
陣
須
弥
壇
の
横
に
あ
っ
た

（長
禄
本
処
世
界
日
記
）
。
し
か
も
二
月
堂
修
二
会
の
際
、
法
会
の
規
則
に
反
し
た
際

繊
悔
を

行
う
が
、
最
も
重
い
罪
の
僧
が
こ
の
朱
唐
櫃
に
対
し
て
繊
悔
す
る
こ
と
に
な

　
　
（
5
3
）

っ

て

お

り
、
文
書
収
納
櫃
が
強
い
信
仰
の
対
象
で
あ
っ
た
。
堀
池
氏
に
よ
れ
ぽ
酒
人

内
親
王
施
入
状
は
当
初
印
蔵
に
あ
っ
た
が
正
慶
二
年
（
一
三
三
三
）
以
降
に
二
月
堂

に
納
め

ら
れ
た
。
移
納
の
理
由
と
し
て
堀
池
氏
は
「
百
口
学
生
供
料
と
し
て
の
重
色

の

荘
園
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
そ
の
永
続
的
な
確
保
を
祈
っ
て
」
と
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
4
）

　
な
お
大
仏
殿
に
も
寄
進
状
が
置
か
れ
た
ら
し
い
。
弘
安
七
年
東
大
寺
大
仏
殿
図

（
醍
醐
寺
文
書
聖
教
三
百
三
函
八

二
号
）
（
一
二
八
四
）
に
は
、
大
仏
殿
の
西
の
壁
面
の

前
か

ら
三
間
目
に
「
燈
油
田
寄
進
状
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
に
寄
進
状
が
置
か
れ

て

い

た

こ
と
が
知
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
文
書
が
貼
り
付
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

二
　
仏
堂
納
置
文
書
の
歴
史
的
意
味

　
前
節
で
は
特
に
取

り
上
げ
な
か
っ
た
が
、
東
寺
で
は
西
院
御
影
堂
に
文
書
を
納
め

て

保
管

し
、
三
上
人
（
三
聖
人
）
が
出
納
の
任
に
当
っ
て
い
た
こ
と
は
、
早
く
上
島

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
5
）

有
・
網
野
善
彦
・
橋
本
初
子
等
の
先
学
の
明
か
に
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ

の

成
果
に

よ
れ
ば
、
仁
治
三
年
（
一
二
四
二
）
宣
陽
門
院
が
菩
提
院
行
遍
を
通
じ
阿

弥
陀
像
・
彌
勒
像
・
金
剛
盤
等
を
西
院
に
奉
納
し
（
東
宝
記
抄
　
『
校
刊
美
術
史
料
』

中
巻
所
収
）
、
三
上
人
に
保
管
せ
し
め
た
こ
と
（
仁
治
三
年
三
月
二
十
一
日
行
遍
置

文
）
が
鳴
矢
と
な
っ
て
、
御
影
堂
が
文
書
保
管
の
場
と
な
っ
た
。
実
際
に
文
書
の
集

積
が
確
認

さ
れ
る
の
は
鎌
倉
時
代
後
期
で
（
延
慶
三
年
四
月
二
十
一
日
三
聖
人
連
署

文
書
請
取
　
東

寺
百
合
文
書
ほ
函
二
一
号
）
、
南
北
朝
期
に
は
三
上
人
は
「
御
文
書

開
閉
之
重
役
」
を
に
な
い
、
「
諸
御
領
御
評
定
毎
度
為
御
文
書
開
納
、
就
催
促
、
各

令
砥
候
御
経
蔵
傍
、
勤
其
役
之
条
、
為
第
一
之
勤
厚
歎
、
」
〔
註
（
5
5
）
綱
野
著
書
に

引
く
観
応
三
年
七
月
日
東
寺
三
上
人
申
状
〕
と
さ
れ
て
い
た
。
実
際
に
文
書
の
保
管

さ
れ
る
場
は
橋
本
氏
に
よ
れ
ぽ
御
影
堂
の
内
陣
に
あ
っ
た
西
院
文
庫
で
あ
っ
て
、
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
6
）

庫
の
出
納
の
記
録
が
応
永
十
六
年
以
降
の
分
に
つ
い
て
残
さ
れ
て
い
る
。
一
方
網
野

氏
に
よ
れ
ば
、
荘
園
の
基
本
的
文
書
や
訴
訟
関
係
文
書
は
供
僧
の
手
元
に
集
積
さ
れ
、

文
永
十
年
以

降
は
年
行
事
が

そ
の

年
の
文
書
を
集
め
目
録
を
作
っ
て
皮
籠
に
納
め
次

の

年
行
事
に
引
き
継
ぐ
方
式
が
整
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
三
上
人
が
管
理
す
る
こ
と

に

つ
い
て

は
網
野
氏

は
、
「
貴
重
な
物
品
・
文
書
を
安
全
に
預
け
う
る
の
は
無
縁
の

人
、
無
縁
の
場
で
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
か
っ
た
」
と
解
釈
さ
れ
た
。
し
か
し
文
書
の
出

納
は
供
僧
の
集
会
に
基
づ
く
指
示
に
従
っ
て
行
わ
れ
て
お
り
、
橋
本
氏
に
よ
れ
ぽ
、

そ

の

管
理
の
直
接
の
任
に
当
る
三
上
人
は
南
北
朝
中
期
か
ら
は
供
僧
の
評
定
を
経
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

補
任

さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
意
味
で
は
三
上
人
は
ま
さ
に
供
僧
の
意
志
を
受

ヘ
　
　
へ

け
て
文
書
管
理
を
行
っ
て
い
た
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
点
を
踏
ま
え
て
、
前
節
の
諸
事
例
を
素
材
に
、
文
書
の
仏
堂
納
置
に
係

わ

る
諸
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

　
文
書
納
置
を
行
う
仏
堂
と
し
て
は
、
栄
山
寺
円
堂
（
御
影
堂
）
・
高
野
山
御
影
堂
・

同
金
堂
・
金
剛
寺
御
影
堂
・
観
心
寺
御
影
堂
・
同
本
堂
・
法
隆
寺
金
堂
・
永
久
寺
真

言

堂
・
同
本
堂
・
清
水
寺
本
堂
・
大
門
寺
如
法
堂
・
唐
招
提
寺
舎
利
殿
・
東
大
寺
二
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月
堂
・
同
大
仏
殿
・
東
寺
御
影
堂
を
挙
げ
て
き
た
が
、
こ
れ
ら
の
事
例
で
明
ら
か
な

よ
う
に
文
書
納
置
に
は
様
々
な
種
類
の
仏
堂
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
る
。
こ
の

こ
と
は
一
般
に
仏
堂
が
文
書
の
納
置
に
ふ
さ
わ
し
い
場
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ

と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
中
で
も
御
影
堂
・
本
堂
、
と
り
わ
け

御
影
堂
が
特
に
史
料
的
に
豊
富
な
情
報
を
残
し
て
お
り
、
御
影
堂
が
多
く
の
寺
に
共

通

し
て
重
用
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
御
影
堂
が
文
書
納
置
に
使
わ
れ
る

の

は
真
言

系
寺
院
に
顕
著
に
見
ら
れ
る
が
、
栄
山
寺
円
堂
も
御
影
堂
的
性
格
が
濃
厚

で

あ
っ
て
真
言
系
寺
院
に
限
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
結
局
、
集
中
し
て
特
定
の
仏

堂
に
納
置
す

る
寺
・
堂
宇
と
そ
う
で
な
い
場
合
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
寺
で
個
別
の

行
動
を

と
っ
て
い
る
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
そ

こ
で
次
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
は
、
仏
堂
以
外
に
あ
っ
た
文
書
保
管
施

設
で

あ
る
寺
庫
・
宝
蔵
等
の
他
の
収
納
施
設
や
、
年
預
櫃
等
の
寺
内
の
僧
侶
組
織
独

自
の
文
書
保
管
方
式
と
の
関
係
で
あ
る
。
そ
の
点
で
手
が
か
り
を
与
え
る
の
は
先
に

見
た

高
野
山
の
事
例
で
あ
る
。
高
野
山
御
影
堂
へ
の
文
書
納
置
は
十
二
世
紀
に
始
ま

り
、
十
三
世
紀
に
徐
々
に
増
大
す
る
が
、
そ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
十
三
世
紀
末
期

に
一
括
し
て
御
影
堂
に
納
置
さ
れ
た
各
荘
園
関
係
文
書
の
そ
れ
以
前
の
納
置
場
所
は

概
ね
宝

蔵
で
あ
っ
た
。
即
ち
納
置
の
主
た
る
場
が
宝
蔵
か
ら
御
影
堂
へ
移
行
し
た
わ

け

で

あ
る
が
、
そ
れ
は
文
書
の
安
定
的
保
管
を
可
能
に
す
る
場
が
時
代
と
共
に
変
化

し
、
御
影
堂
に
於
け
る
保
管
機
能
が
徐
々
に
増
大
し
て
い
た
中
で
そ
う
し
た
状
況
を

寺
家
が
的
確
に
捉

え
て
利
用
し
た
結
果
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
と
す
れ
ば
本
尊

が
安
置

さ
れ
そ
れ
に
対
す
る
様
々
な
法
会
の
行
わ
れ
る
場
で
あ
る
は
ず
の
仏
堂
が
文

書
保
管
の
場
と
な
る
と
言
う
、
常
識
的
に
は
一
見
不
可
解
な
現
象
も
、
複
数
存
在
し

た
保
管
施
設
の

中
の
主
流
の
変
化
と
い
う
現
象
に
過
ぎ
な
く
な
る
。
ま
た
年
預
櫃
と

の
関
係
に

つ
い
て

も
同
じ
高
野
山
の
例
で
御
影
堂
陀
羅
尼
田
の
寄
進
状
が
年
預
の
保

管
か
ら
御
影
堂
で
の
管
理
に
移
行
し
た
事
実
を
指
摘
し
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
上

と
同
じ
よ
う
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
そ
れ
に

し
て
も
、
あ
る
状
況
下
で
仏
堂
に
対
し
て
文
書
納
置
が
行
わ
れ
た
に
は
何

等
か
の

積
極
的
な
要
因
が
あ
っ
た
は
ず
で
、
そ
の
要
因
に
つ
い
て
い
ま
少
し
考
察
せ

ね
ぽ
な

る
ま
い
。
仏
堂
以
外
に
も
宝
蔵
や
寺
庫
等
の
言
葉
で
示
さ
れ
る
文
書
収
納
施

設
が

あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
仏
堂
が
納
置
に
使
わ
れ
る
の
は
そ
れ
な
り
の
効
果
が
期
待

さ
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
の
効
果
は
先
に
見
た
栄
山
寺
文
書
の
永
暦
元
年
十
月
二

十

日
永
山
寺
文
書
奉
納
状
の
文
言
に
要
約
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
師
資
相
承
・
長
吏
遷

替
等
の
寺
内
組
織
の
不
安
定
な
事
態
に
際
し
て
、
寺
家
に
と
っ
て
重
要
な
文
書
が
安

定
的
に
保
持
さ
れ
る
と
共
に
、
訴
訟
等
の
大
事
に
際
し
て
も
な
お
そ
の
文
書
を
取
り

出
す
こ
と
を
も
阻
止
し
う
る
効
力
を
仏
堂
が
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
高
野
山
の
建

長
五
年
七
月
五
日
僧
湛
空
金
銅
三
鈷
送
文
（
宝
二
十
－
二
四
七
）
に
「
永
奉
納
御
影

　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

堂
之
後
、
縦
難
有
権
門
勢
家
之
厳
命
、
堅
鎮
堅
誠
、
勿
取
出
堂
外
、
」
（
傍
点
筆
者
）

と
あ
る
文
言
も
そ
の
こ
と
を
明
確
に
示
し
て
い
る
。

　
中
世
寺
院
の
寺
内
構
造
は
一
律
に
論
じ
難
い
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
重
層
的
な
或
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
7
）

対
立
的

な
僧
侶
集
団
が
併
存
し
て
い
た
こ
と
は
ど
の
寺
で
も
共
通
す
る
の
で
あ
っ
て
、

そ
れ

ら
の
間
で
の
様
々
な
権
利
が
対
立
す
る
こ
と
に
な
れ
ぽ
、
権
利
を
保
障
す
る
支

証
と
な
る
文
書
の
所
在
と
そ
の
確
か
な
伝
領
こ
そ
が
そ
の
組
織
存
続
の
最
大
の
課
題

と
な
る
。
こ
の
仏
堂
納
置
文
書
の
管
理
に
は
高
野
山
で
は
執
行
と
年
預
、
東
寺
で
は

年
預
の
意
向
を
受
け
た
三
上
人
が
管
理
し
て
お
り
、
結
局
寺
家
の
代
表
者
が
管
理
主
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体
で
あ
っ
た
。
し
か
し
栄
山
寺
の
文
書
奉
納
状
に
た
ち
返
る
と
、
こ
の
文
書
は
長
者

と
別
当
の
署
判
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
に
も
拘
ら
ず
、
長
者
と
別
当
の
違
背
の
危
険

性
を

想
定

し
た
規
定
を
持
っ
て
お
り
、
円
堂
へ
の
文
書
奉
納
が
長
者
と
別
当
双
方
の

権
限
を

越

え
た
、
言
わ
ば
上
位
権
力
の
力
に
よ
っ
て
文
書
を
守
る
こ
と
を
期
待
し
た

も
の
で
あ
っ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
か
か
る
視
点
か
ら
す
れ
ば
、
高
野
山
で
年

預
所
蔵
文
書
が
御
影
堂
に
納
め

ら
れ
た
の
も
年
預
よ
り
上
位
の
権
力
に
文
書
の
保
管

を

委
ね
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
、
東
寺
の
管
理
シ
ス
テ
ム
も
同
様
に
理
解
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

た
だ
こ

こ
で
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
架
空
の
上
位
権
力
の

存
在

を
想
定
し
て
成
立
し
て
い
る
擬
制
と
も
言
え
る
も
の
で
あ
っ
た
点
で
あ
る
。

　
そ

う
し
た
観
点
か
ら
再
び
納
置
さ
れ
る
仏
堂
の
種
類
に
つ
い
て
振
り
返
る
と
、
寺

の

開
祖
や
宗
祖
を

祀

る
御
影
堂
が
特
に
選
ぽ
れ
て
い
る
の
は
故
な
き
こ
と
で
は
な
い
。

文
書
納
置
に
使
わ
れ
た
諸
仏
堂
各
々
の
本
尊
が
仏
堂
固
有
の
仏
菩
薩
で
あ
る
か
、
祖

師
で

あ
る
か
と
い
う
差
が
あ
っ
た
に
過
ぎ
ず
、
そ
の
意
味
で
御
影
堂
も
そ
の
他
の
仏

堂
も
同
じ
範
疇
に
属
す
る
も
の
で
は
あ
ろ
う
。
し
か
し
高
野
山
・
東
寺
・
金
剛
寺
と

い

う
真
言
系
寺
院
で
は
、
そ
の
宗
祖
で
あ
る
空
海
を
祀
る
御
影
堂
に
お
い
て
、
特
に

文
書
納
置
を

積
極
的
か
つ
大
々
的
に
行
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
伴
う
史
料
も
膨
大
に
残

さ
れ
て
き
た
こ
と
の
意
味
は
重
い
。
真
言
教
団
で
は
師
資
相
承
に
よ
る
法
脈
の
継
承

　
　
　
（
5
8
）

が
重
視

さ
れ
、
伝
法
潅
頂
の
実
施
や
そ
れ
に
伴
う
血
脈
の
作
成
、
更
に
は
そ
の
法
脈

に

則
っ
た
院
家
・
所
領
・
重
書
の
相
伝
が
行
わ
れ
、
法
脈
の
中
で
の
個
々
の
僧
侶
の

位
置
付
け
が
寺
内
に
お
け
る
社
会
的
位
置
付
け
と
密
接
な
関
係
を
持
ち
、
法
脈
ご
と

に

よ
る
僧
侶
集
団
の
形
成
が
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
れ
故
宗
祖
を
初
め
祖
師
に
対
す
る

評
価

と
信
仰
は
様
々
な
形
で
教
団
内
で
の
儀
礼
と
行
動
に
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い

た
。
こ
の
よ
う
に
教
団
内
で
の
行
動
規
範
が
祖
師
信
仰
に
淵
源
を
持
っ
た
真
言
系
寺

院

で

は
、
今
は
な
き
祖
師
の
権
能
が
現
実
の
あ
ら
ゆ
る
寺
内
権
力
を
越
え
る
上
位
権

力
と
し
て
機
能
し
得
た
し
、
時
に
は
そ
れ
は
寺
外
の
権
力
に
対
し
て
も
一
定
の
権
能

を
発
揮
し
得
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
同
様
の
論
理
は
真
言
教
団
以
外
で
も
程
度

の

差

こ
そ
あ
れ
各
々
の
祖
師
に
対
し
て
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
。
あ
ら
ゆ
る
宗
祖
の
最

も
原
点
と
な
る
仏
陀
や
そ
の
象
徴
た
る
舎
利
に
そ
の
権
能
を
託
し
た
の
が
唐
招
提
寺

舎
利
殿
の
例
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
究
極
的
に
は
仏
陀
の
権
能
に
す
が
る
と
い
う

仏
教
教
団
固
有
か
つ
根
元
的
な
論
理
が
文
書
保
管
の
場
に
も
適
用
さ
れ
て
い
た
と
い

う
こ
と
に
な
る
。

　
た
だ

こ
こ
で
あ
く
ま
で
も
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
、
文
書
保
管
の
実
態

で
あ
る
。
実
際
に
は
文
書
を
仏
堂
内
の
し
か
る
べ
き
場
所
に
納
置
す
る
だ
け
で
は
不

充
分

で
、
高
野
山
の
御
手
印
縁
起
等
の
奉
納
状
や
十
聴
衆
評
定
で
定
め
ら
れ
た
出
納

手

続
、
或
は
文
書
の
書
面
上
に
御
影
堂
納
置
文
書
で
あ
る
旨
を
示
す
文
言
を
加
筆
す

る
こ
と
等
、
実
態
を
伴
っ
た
管
理
制
度
が
完
備
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
仏
堂
納

置
文
書
の
保
管
の
実
効
性
は
保
証
さ
れ
て
い
た
。
更
に
金
堂
に
は
下
書
を
、
御
影
堂

に
は
正
文
を

置

く
よ
う
な
危
険
を
分
散
す
る
方
式
も
編
み
出
さ
れ
て
、
そ
れ
を
補
完

し
た
は
ず
で
あ
る
。
即
ち
理
念
や
擬
制
だ
け
で
現
実
の
利
害
や
権
力
に
対
抗
し
き
れ

る
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を
実
効
力
あ
ら
し
め
る
制
度
が
付
随
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
に

し
て
も
仏
堂
が
宝
蔵
な
ど
他
の
収
納
施
設
よ
り
も
安
定
的
な
文
書
収
納
機

能
を
有
し
て
い
る
と
の
認
識
が
中
世
に
は
広
く
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
冒
頭
に
引
用
し
た
笠
松
氏
の
「
仏
物
」
誤
用
禁
止
の
法
理
は
魅

力
的
か
つ
説
得
力
の
あ
る
説
明
概
念
で
あ
る
が
、
そ
の
法
理
は
裏
に
こ
の
よ
う
な
現
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実
的
な

防
衛
シ
ス
テ
ム
を
伴
っ
て
初
め
て
有
効
性
を
保
ち
得
た
の
で
あ
る
。

　
更
に
中
田
・
笠
松
両
氏
の
議
論
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
本
尊
へ
の
寄
進
の
持
つ
保
管

機
能
を
仏

堂
へ
の
納
置
に
よ
る
保
管
機
能
と
比
較
す
る
と
、
本
尊
と
仏
堂
は
言
わ
ぽ

不
離
の
関
係
で
あ
る
か
ら
、
納
置
さ
れ
或
は
寄
進
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
い
ず
れ
も

が

「
仏
物
」
と
し
て
の
性
格
を
付
与
さ
れ
る
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
る
。
し
か
し
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

尊
に
寄
進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
仏
物
」
に
な
る
と
す
れ
ぽ
、
わ
ざ
わ
ざ
仏
堂
に
納

ヘ

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

置

し
な
く
と
も
本
尊
に
属
す
る
こ
と
を
明
記
す
れ
ぽ
誤
用
は
防
が
れ
る
は
ず
で
あ
る

し
、
反
対
に
仏
堂
に
寄
進
し
た
物
は
そ
れ
だ
け
で
仏
物
に
な
る
の
か
否
か
定
か
で
は

な
い
。
一
方
同
じ
仏
物
で
も
正
平
九
年
三
月
日
金
剛
寺
三
綱
衆
議
書
（
金
一
六
四
）

に
寺
領
荘

園
の
所
当
が
「
為
厳
重
之
仏
物
之
上
者
、
任
先
例
、
御
年
貢
以
下
公
事
物

等
、
悉
可
致
収
納
寺
庫
物
也
、
」
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
仏
物
」
が
寺
庫
に

置
か
れ
た
例
も
あ
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
仏
堂
に
置
か
ず
と
も
寺
に
寄
進
さ
れ
た
だ
け

で

「
仏
物
」
と
な
り
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
意
味
で
は
仏
堂
に
納
置
す
る
と
い

う
行
為
は
そ
の
よ
う
な
所
属
概
念
を
理
念
的
に
表
明
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
よ
り
現

実
的
な
効
果
を
期
待
さ
れ
、
ま
た
実
際
に
効
果
を
発
揮
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
そ

こ
で
仏
堂
に
納
置
さ
れ
た
文
書
を
納
置
さ
れ
な
か
っ
た
文
書
と
対
比
す
れ
ば
仏

堂
納
置
の

意
味
が
よ
り
明
確
と
な
ろ
う
。
上
述
の
仏
堂
納
置
文
書
の
諸
事
例
を
整
理

す
れ

ば
、
仏
堂
に
納
め
ら
れ
た
文
書
は
公
験
・
荘
園
関
係
文
書
が
圧
倒
的
に
多
い
。

そ

の

ほ

か
置
文
や
法
会
関
係
の
重
要
文
書
・
記
録
な
ど
所
謂
「
重
書
」
も
含
ま
れ
て

い

る
。
仏
堂
に
納
置
さ
れ
な
か
っ
た
文
書
と
し
て
は
調
度
文
書
・
年
貢
取
帳
・
法
会

関
係
文
書
・
一
部
の
置
文
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
納
置
さ
れ
な
か
っ
た
文
書
が
明
確

に
捉

え
ら
れ
る
高
野
山
や
金
剛
寺
で
は
時
期
・
時
代
に
よ
っ
て
文
書
の
保
管
さ
れ
る

場
は
変
動
す
る
が
、
荘
園
の
年
貢
の
管
理
に
関
わ
る
実
務
的
な
文
書
や
法
会
に
関
わ

る
文
書
は
仏
堂
に
は
納
め
ら
れ
な
か
っ
た
と
見
て
よ
か
ろ
う
。
法
隆
寺
金
堂
や
東
大

寺
二
月
堂
で
法
会
関
係
文
書
が
納
め
ら
れ
た
の
は
、
吉
祥
御
願
や
修
正
会
と
い
う
そ

の

堂
宇
で
行
わ
れ

る
法
会
に
密
接
に
関
わ
る
か
ら
で
あ
っ
て
、
寺
内
の
他
の
堂
宇
の

法
会
関
係
文
書
ま
で
集
め
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
高
野
山
で
は
法
会
文
書
が
年
預

櫃
に
納
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
先
に
見
た
通
り
で
あ
る
。
証
文
・
寄
進
状
等
、
寺
院

の

存
続
・
経
営
の
根
幹
に
関
わ
る
所
領
や
重
要
な
物
件
の
権
利
関
係
の
文
書
が
主
と

し
て
仏
堂
に
納
め
ら
れ
た
と
見
て
よ
い
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
仏
堂
納
置
文
書
の
傾

向
は
、
取
り
も
直
さ
ず
仏
堂
納
置
が
そ
う
し
た
権
利
を
侵
害
す
る
寺
院
内
外
の
あ
ら

ゆ

る
企
て
に
対
し
有
効
な
対
抗
手
段
と
な
り
得
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
更
に
栄
山
寺

や
金

剛
寺
で
寺
内
の
対
立
す
る
二
勢
力
の
権
力
闘
争
を
契
機
に
仏
堂
へ
の
文
書
納
置

が
行
わ
れ
て

い

た
事
実
は

こ
の
想
定
を
裏
付
け
る
。

　
た
だ

安
定
的
文
書
管
理
の
た
め
に
仏
堂
に
納
置
す
る
こ
と
は
中
世
を
通
じ
て
恒
常

的
か

つ
普
遍
的
に
行
わ
れ
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
。
栄
山
寺
で
は
寺
僧
の
重
書
紛
失

事
件
、
金
剛
寺
で
は
寺
外
止
住
の
中
興
本
願
上
人
門
流
と
寺
内
止
住
の
寺
僧
集
団
の

確
執
が

仏

堂
へ
の
文
書
納
置
の
契
機
と
な
っ
て
、
一
時
的
に
仏
堂
に
文
書
が
納
置
さ

れ
た
の

に
対

し
、
高
野
山
で
は
御
手
印
縁
起
の
管
理
基
準
作
成
を
契
機
と
し
、
そ
れ

以

後
の
寺
領
拡
張
の
た
め
の
他
の
権
門
と
の
抗
争
の
過
程
で
徐
々
に
文
書
納
置
が
普

及

し
、
阿
亘
河
荘
領
有
成
功
が
そ
の
ピ
ー
ク
と
な
っ
て
以
後
も
連
綿
と
納
置
が
続
く

と
い
う
状
況
を
呈
し
た
よ
う
に
、
各
々
の
寺
で
様
態
は
ま
ち
ま
ち
で
あ
っ
た
。
い
ず

れ
に

せ

よ
然
る
べ
き
契
機
が
有
っ
て
初
め
て
行
わ
れ
る
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

と
も
あ
れ
、
そ
の
よ
う
な
寺
院
内
外
の
組
織
か
ら
文
書
を
守
る
仕
組
は
、
国
家
の
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統
制
の
下
に
あ
り
国
家
か
ら
任
命
さ
れ
た
三
綱
の
支
配
下
に
あ
っ
て
あ
る
意
味
で
一

様

な
僧
伽
の
集
団
か
ら
成
り
立
っ
て
い
た
単
一
の
組
織
の
時
代
（
古
代
）
の
寺
院
と

は

異
っ
て
、
ま
さ
に
中
世
的
な
寺
院
構
造
の
直
接
的
反
映
で
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
が

で

き
よ
う
。
そ
し
て
仏
物
・
僧
物
・
人
物
誤
用
禁
止
の
法
理
は
法
理
の
み
で
は
実
効

性
を

持
た

ず
、
仏
堂
へ
の
文
書
納
置
と
い
う
然
る
べ
き
場
の
確
保
と
そ
こ
で
の
管
理

基
準
と
い
う
実
態
を
伴
っ
た
保
管
法
が
必
要
で
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

ま
と
め

　
以
上
、
仏
堂
に
文
書
が
納
置
さ
れ
た
事
例
を
抽
出
し
、
ど
の
よ
う
な
文
書
が
如
何

な
る
要
因
に
よ
っ
て
仏
堂
に
納
置
さ
れ
、
そ
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
僧
団
の
関
わ
り

が

あ
っ
た
の
か
を
、
個
々
の
歴
史
的
過
程
を
明
か
に
し
た
上
で
、
仏
堂
に
文
書
を
納

置
す

る
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
。

　

こ
こ
で
こ
の
問
題
に
密
接
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
、
文
書
そ
の
も
の
を
仏
堂
に
納

置
す

る
以
外
に
、
板
に
文
書
を
書
き
付
け
て
仏
堂
に
打
ち
付
け
た
り
、
仏
堂
の
柱
な

ど
に
直
接
書
き
付
け
て
文
書
の
保
管
を
図
る
方
式
に
も
注
目
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な

い
。
た
と
え
ぽ
前
者
の
例
と
し
て
唐
招
提
寺
鼓
楼
（
舎
利
殿
）
や
明
通
寺
等
本
堂
が

あ
り
、
後
者
と
し
て
元
興
寺
極
楽
坊
本
堂
や
当
麻
寺
金
堂
・
本
堂
が
あ
る
。
そ
の
具

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
補
註
一
）

体
的
様
相
や
そ

こ
か
ら
窺
え
る
諸
問
題
の
検
討
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
た
い
が
、
そ

の

よ
う
な
文
書
保
管
方
式
が
と
ら
れ
た
要
因
は
一
様
で
は
な
い
。
寄
進
文
書
や
寺
僧

の

評
定
に

よ
る
決
定
事
項
を
掲
示
す
る
こ
と
に
主
眼
が
置
か
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る

も
の
の
、
他
方
で
本
券
文
を
焼
い
て
消
滅
せ
し
め
、
代
り
に
文
書
の
内
容
を
柱
に
彫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
5
）

り
付
け
る
元
興
寺
極
楽
坊
本
堂
の
例
や
、
「
大
札
」
に
写
し
た
結
果
文
書
は
無
用
と

な
す
べ
し
と
記
さ
れ
た
東
大
寺
手
向
山
八
幡
宮
経
蔵
の
場
合
（
建
保
五
年
三
月
日
僧

尭
賢
田
畑
売
券
　
　
『
大
日
本
古
文
書
』
東
大
寺
文
書
二
八
七
）
の
よ
う
に
、
む
し
ろ

紙
に
書
か
れ
た
文
書
に
代
る
機
能
を
持
た
さ
れ
て
い
た
面
が
強
い
。
同
時
に
文
書
を

安
定
的
に
保
管
す
る
と
い
う
意
味
で
は
単
に
仏
堂
内
に
置
く
以
上
に
強
力
な
効
果
を

発
す

る
わ
け
で
、
書
付
け
、
彫
り
付
け
ら
れ
た
文
書
を
掠
め
取
る
こ
と
は
そ
の
堂
宇

を

破
壊

し
な
い
限
り
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
た
だ
元
興
寺
極
楽
坊
本
堂
の
一
例
で
は
柱

に
刻

ま
れ
た
文
書
と
は
別
に
、
同
じ
証
文
が
執
行
の
管
理
す
る
唐
櫃
に
保
管
さ
れ
て

い

た
例
も
あ
り
、
柱
に
刻
ま
れ
た
文
書
で
す
ら
そ
の
機
能
や
効
力
は
一
様
で
は
な
か

っ

た
可
能
性
も
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
文
書
そ
の
も
の
を
納
め
る
よ
り
一
歩
進
ん

だ
、
文
書
を
安
定
的
に
保
管
す
る
方
式
と
し
て
こ
う
し
た
建
物
そ
の
も
の
に
文
書
を

記
す
方
式
が
存
在
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
か
ろ
う
。
文
書
を
動
か
し
得
な
い
と
す
れ

　
　
　
　
　
（
6
0
）

ぽ

誤
用

も
悔
返
し
も
容
易
で
は
な
く
な
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
こ
と
は
仏
堂

納
置
文
書
に
お
い
て
正
本
を
出
す
べ
か
ら
ず
と
す
る
管
理
基
準
と
も
共
通
す
る
実
質

的

な
効
果
を
持
つ
方
式
と
も
言
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
様
々
な
保
管
方
式
を
あ
み
だ

し
、
そ
れ
ら
を
駆
使
し
て
、
自
己
の
権
益
を
守
り
つ
つ
、
中
世
寺
院
は
生
き
て
い
た

の

で
あ
る
。

註（
1
）
　
下
向
井
龍
彦
「
官
底
」
（
『
こ
と
ば
の
文
化
史
中
世
4
』
平
凡
社
　
平
成
元
年
四
月
）

（
2
）
　
河
音
能
平
「
日
本
中
世
前
期
の
官
司
・
権
門
寺
社
に
お
け
る
文
書
群
の
保
管
と
廃
棄

　
　
の
原
則
」
（
『
比
較
史
の
観
点
に
ょ
る
史
科
学
の
総
合
的
研
究
　
昭
和
6
1
・
6
2
年
度
科
学

　

研
究
費
補
助
金
　
一
般
研
究
㈹
研
究
成
果
報
告
書
』
昭
和
六
十
三
年
三
月
）
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同
「
日
本
中
世
前
期
の
官
司
・
権
門
に
お
け
る
文
書
の
保
管
と
廃
棄
の
原
則
に
っ
い

　
　
て
」
（
『
古
文
書
研
究
』
第
3
2
号
　
平
成
二
年
四
月
）

（
3
）
　
福
島
正
樹
「
封
戸
制
再
検
討
の
一
前
提
ー
1
0
世
紀
に
関
す
る
東
大
寺
封
戸
関
係
文
書

　
　
群
と
封
戸
制
の
盛
衰
ー
」
（
『
歴
史
學
研
究
』
M
田
　
昭
和
五
十
八
年
十
月
）
に
そ
の
具

　
　
体
的
状
況
が
示
さ
れ
て
い
る
。

（
4
）
　
厳
島
神
社
に
お
い
て
は
公
験
・
重
書
が
そ
の
他
の
宝
物
も
含
め
宝
蔵
に
納
め
ら
れ
て

　
　
い
た
。
そ
の
保
管
の
実
態
と
宝
蔵
に
納
め
ら
れ
た
意
味
に
つ
い
て
松
井
輝
昭
氏
が
詳
細

　
　
な
考
察
を
試
み
ら
れ
て
お
り
、
文
書
保
管
の
実
態
を
明
か
に
し
た
数
少
な
い
論
考
で
あ

　
　

る
が
、
そ
の
主
題
は
宝
蔵
の
機
能
と
信
仰
に
置
か
れ
て
い
る
。

　
　
　
松
井
輝
昭

「
厳
島
神
社
の
宝
蔵
信
仰
に
つ
い
て
」
（
『
広
島
県
立
文
書
館
紀
要
』
第
2

　
　
号

　
平
成
二
年
三
月
）

（
5
）
　
堀
池
春
峰
「
印
蔵
と
東
大
寺
文
書
の
伝
来
」
（
『
南
都
仏
教
史
の
研
究
　
上
　
東
大
寺

　
　
篇
』
法
蔵
館
　
昭
和
五
十
五
年
九
月
　
所
収
）

（
6
）
　
山
岸
常
人
「
中
世
寺
院
の
僧
房
と
僧
団
」
（
『
仏
教
史
学
研
究
』
第
三
十
二
巻
第
一
号

　
　

平
成
元
年
七
月
）

（
7
）
　
笠
松
宏
至
「
仏
物
・
僧
物
・
人
物
」
（
『
法
と
言
葉
の
中
世
史
』
　
平
凡
社
　
昭
和
五

　
　
十
九
年
九
月
）

（
8
）
　
中
田
　
薫
「
古
法
制
雑
筆
」
の
内
の
「
本
尊
の
権
利
能
力
」
（
『
法
制
史
論
集
』
第
三

　
　
巻

岩
波
書
店
）

（
9
）
　
『
五
条
市
史
』
所
収
。
以
下
同
書
の
文
書
番
号
に
従
っ
て
、
栄
五
一
等
と
略
記
す
る

　
　

こ
と
に
す
る
。

（
1
0
）
　
澤
村
　
仁
「
栄
山
寺
八
角
堂
」
（
『
日
本
建
築
史
基
礎
資
料
集
成
』
四
　
仏
堂
1
　
中

　
　

央
公
論
美
術
出
版
　
昭
和
五
十
六
年
一
月
）

（
1
1
）
　
前
掲
註
（
9
）
『
五
条
市
史
』
所
収
　
栄
一
・
栄
三
・
栄
六
・
栄
十
四
・
栄
四
十
九
及

　
　

び

五
十
。

（
1
2
）
　
赤
松
俊
秀
「
高
野
山
御
手
印
縁
起
に
つ
い
て
」
（
『
続
鎌
倉
仏
教
の
研
究
』
　
平
楽
寺

　
　

書
店
　
昭
和
四
十
一
年
八
月
）

（
1
3
）
　
こ
の
通
説
に
対
し
小
山
靖
憲
氏
は
御
手
印
縁
起
初
見
の
史
料
で
あ
る
寛
弘
四
年
の
太

　
　
政
官
符
に
後
世
の
作
為
が
見
ら
れ
る
の
で
御
手
印
縁
起
成
立
の
根
拠
史
料
と
は
な
ら
ず
、

　
　
寛
治
二
年
の
後
白
河
法
皇
の
高
野
登
山
の
時
の
献
上
品
と
し
て
作
成
さ
れ
た
可
能
性
が

　
　
高
い
と
さ
れ
て
い
る
。
小
山
靖
憲
「
高
野
山
御
手
印
縁
起
の
成
立
」
（
『
和
歌
山
地
方
史

　
　
の
研
究
』
安
藤
清
一
先
生
退
官
記
念
会
昭
和
六
十
二
年
）
・
「
高
野
山
御
手
印
縁
起
と

　
　
荘
園
制
」
（
『
紀
州
経
済
史
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
第
8
号
　
和
歌
山
大
学
紀
州
経
済
史

　
　
文
化
史
研
究
所
　
昭
和
六
十
三
年
三
月
）

（
1
4
）
鈴
木
国
弘
「
宗
教
領
主
（
高
野
山
）
変
質
史
の
一
考
察
ー
い
わ
ゆ
る
「
陀
羅
尼
料
寄

　
　
進
状
」
の
分
析
ー
」
（
『
高
野
山
領
庄
園
の
支
配
と
構
造
』
巌
南
堂
書
店
昭
和
五
十
二

　
　
年
五
月
）

（
1
5
）
　
御
影
堂
陀
羅
尼
田
の
寄
進
状
の
多
く
が
空
海
の
忌
日
の
二
十
一
日
に
あ
わ
せ
て
作
成

　
　
さ
れ
て
い
る
の
は
興
味
深
い
。

（
1
6
）
　
例
え
ば
名
手
荘
に
つ
い
て
は
「
名
手
庄
文
書
正
文
等
安
置
御
影
堂
、
永
仁
元
年
十
一

　
　
月
、
」
（
傍
点
は
筆
者
に
ょ
る
。
）
と
追
筆
さ
れ
て
い
る
。

（
1
7
）
　
高
野
春
秋
編
年
輯
録
巻
第
七
で
は
こ
の
こ
と
を
「
納
大
師
宝
蔵
、
」
と
記
し
て
い
る

　
　
が
、
こ
れ
が
正
し
け
れ
ば
御
影
堂
、
も
し
く
は
後
述
す
る
よ
う
な
そ
こ
に
付
属
し
た
宝

　
　
蔵
に
納
め
た

こ
と
に
な
る
。
し
か
し
こ
れ
は
高
野
春
秋
編
纂
時
に
御
影
堂
付
属
の
宝
蔵

　
　
（
近
世
に
は
大
部
分
の
文
書
が
こ
こ
に
納
め
ら
れ
て
い
た
。
）
が
有
っ
た
た
め
の
誤
解
に

　
　
基
づ
く
記
述
と
見
る
べ
ぎ
で
あ
ろ
う
。
本
文
で
次
に
述
べ
る
御
影
堂
の
嘉
元
三
年
新
定

　
　
目
録
中
に
も
南
部
取
帳
・
太
田
荘
取
帳
等
は
「
宝
蔵
在
之
、
」
と
記
さ
れ
、
宝
蔵
が
御

　
　
影
堂
と
は
別
の
建
物
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

（
1
8
）
　
前
年
の
文
治
二
年
に
太
田
荘
は
後
白
河
院
の
手
で
高
野
山
大
塔
へ
寄
進
さ
れ
（
文
治

　
　
二
年
五
月
日
後
白
河
院
庁
下
文
　
宝
一
ー
一
〇
一
）
、
翌
年
に
は
大
塔
長
日
不
断
両
界

　
　
供
養
法
が
始
修
さ
れ
て
太
田
荘
所
出
が
こ
の
法
会
の
用
途
に
あ
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

　
　
た

（
文
治
三
年
五
月
一
日
後
白
河
法
王
起
請
文
　
宝
三
四
ー
二
三
〇
）
。
文
治
三
年
九

　
　

月
の
こ
の
措
置
は
そ
う
し
た
一
連
の
流
れ
の
締
め
く
く
り
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ

　
　
ろ
う
。

（
1
9
）
寛
元
の
目
録
上
断
簡
（
続
宝
十
四
ー
二
五
四
）
の
一
部
は
本
文
書
と
ほ
ぼ
同
一
の
内

　
　
容
を
持
っ
て
お
り
、
両
者
を
対
比
す
る
こ
と
に
よ
り
記
載
内
容
が
明
確
で
な
い
部
分
・

188



仏堂納置文書考

　
　

欠
字
の
部
分
が
明
瞭
に
な
り
、
御
影
堂
・
孔
雀
堂
・
西
塔
・
御
所
の
各
堂
宇
の
調
度
が

　
　

列
挙
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
る
。

（
2
0
）
　
他
に
続
宝
十
ー
二
四
九
に
も
同
目
録
の
断
簡
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
同
目
録
下
の
内
の

　
　
九
箱
の

南
部
荘
分
に
当
る
。
ほ
ぼ
同
一
内
容
で
あ
る
が
、
一
部
に
異
同
が
有
る
。

（
2
1
）
　
註
（
1
3
）
に
引
く
小
山
論
文
、
石
井
　
進
「
百
姓
申
状
と
阿
ヨ
河
荘
の
世
界
」
（
『
中
世

　
　
を

読
み
解
く
』
　
東
京
大
学
出
版
会
　
平
成
二
年
十
一
月
）
等
参
照
。

（
2
2
）
　
別
棟
の
御
蔵
の
存
在
が
確
認
さ
れ
る
の
は
元
禄
三
年
で
あ
る
（
高
野
春
秋
編
年
輯
録

　
　

巻
第
十
七
）
。

（
2
3
）
　
御
影
堂
本
尊
の
安
置
状
態
に
つ
い
て
は
寛
文
二
年
八
月
十
二
日
御
影
堂
大
師
御
修
復

　
　
記
録

（
続
宝
六
十
ニ
ー
五
一
三
）
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。

（
2
4
）
　
川
上
　
貢
「
弘
法
大
師
御
影
堂
に
つ
い
て
」
（
『
太
田
博
太
郎
博
士
還
暦
記
念
論
文
集

　
　

日
本
建
築
の
特
質
』
中
央
公
論
美
術
出
版
　
昭
和
五
十
一
年
）

（
2
5
）
　
井
上
充
夫
「
金
沢
文
庫
所
蔵
の
高
野
山
関
係
指
図
」
（
『
金
沢
文
庫
研
究
』
第
十
八
巻

　
　
一
号
　
昭
和
四
十
七
年
）

（
2
6
）
　
こ
の
正
平
十
五
年
の
記
録
で
は
内
陣
と
外
陣
に
両
界
曼
茶
羅
が
あ
る
と
記
し
て
い
る
。

　
　
金
沢
文
庫
蔵
寿
永
三
年
御
影
堂
指
図
等
（
『
金
沢
文
庫
資
料
全
書
』
第
九
巻
　
寺
院
指

　
　
図
篇
皿
～
皿
）
に
は
、
内
陣
の
前
の
奥
行
一
間
の
部
屋
に
両
界
曼
茶
羅
の
前
の
仏
供
棚

　
　

と
思
わ
れ
る
も
の
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
を
外
陣
と
呼
ん
で
い
る
と
考
え
た
。
た
だ
し
同

　
　
じ
史
料
の
応
永
十
九
年
の
記
録
で
は
「
従
中
陣
東
之
遣
戸
、
奉
入
内
陣
、
」
と
記
さ
れ

　
　
て

い

る
の
で
、
外
陣
は
中
陣
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
な
お
川

　
　
上
貢
氏
の

指
摘
す

る
よ
う
に
（
註
2
4
論
文
）
天
治
元
年
の
高
野
御
幸
記
（
群
書
類
従
巻

　
　
第
四

十

二
）
で
は
内
陣
・
南
庇
・
広
庇
と
呼
び
分
け
ら
れ
南
庇
が
外
陣
（
中
陣
）
に
あ

　
　
た

り
、
そ
の
前
の
最
も
正
面
側
の
奥
行
一
間
部
分
が
広
庇
に
当
る
こ
と
に
な
る
。
か
よ

　
　
う
に
呼
称
の
確
定
は
容
易
で
な
い
。

（
2
7
）
　
新
年
預
は
建
武
二
年
（
＝
三
二
五
）
以
降
、
南
北
朝
期
に
見
ら
れ
る
。

（
2
8
）
　
諸
衆
の
意
味
と
し
て
は
広
義
の
学
侶
と
す
る
説
（
例
え
ば
和
田
昭
夫
）
と
、
大
衆
全

　
　
体
と
す
る
説
（
例
え
ば
平
瀬
直
樹
）
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
熊
谷
賢
氏
の
整
理
に
従
っ

　
　
て
大
法
師
以
上
の
僧
侶
の
総
体
と
理
解
し
て
お
く
。

　
　
　
和
田

昭
夫

「
中
世
高
野
山
教
団
の
組
織
に
つ
い
て
」
（
『
高
野
山
領
庄
園
の
支
配
と
構

　
　
造
』
巌
南
堂
　
昭
和
五
十
二
年
）

　
　
　
平
瀬
直
樹

「
中
世
寺
院
の
身
分
と
集
団
」
（
『
中
世
寺
院
史
の
研
究
』
下
　
法
蔵
館

　
　
昭
和
六
十
三
年
三
月
）

　
　
　
熊
谷
　
賢
「
「
諸
衆
一
同
」
評
定
の
成
立
と
展
開
」
（
平
成
三
年
二
月
八
日
中
世
寺
院

　
　
史
研
究
会
口
頭
発
表
）

（
2
9
）
　
建
武
二
年
（
二
二
三
五
）
の
御
影
堂
文
書
取
出
目
録
で
は
行
事
代
が
署
判
を
加
え
て

　
　
い

る
。
な
お
校
合
衆
と
し
て
執
行
代
代
と
預
が
名
を
連
ね
て
、
併
せ
る
と
一
応
三
沙
汰

　
　
人
が
関
与
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

（
3
0
）
　
諸
衆
評
定
の
文
書
で
も
必
ず
し
も
三
沙
汰
人
す
べ
て
が
署
判
を
加
え
る
わ
け
で
は
な

　
　

い
。
例
え
ば
正
安
四
年
六
月
二
十
九
日
高
野
山
諸
衆
評
定
置
文
案
で
は
年
預
・
行
事
の

　
　
署
判
の
み
で
あ
る
。

（
3
1
）
　
中
世
仏
堂
の
後
戸
や
そ
の
二
階
が
蔵
で
あ
る
こ
と
は
、
筆
者
が
か
つ
て
指
摘
し
た
こ

　
　
と
が
あ
り
、
後
に
黒
田
龍
二
氏
が
新
た
に
そ
の
具
体
的
形
態
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

　
　
　
拙
稿

『
中
世
寺
院
社
会
と
仏
堂
』
　
第
一
部
第
二
章
（
塙
書
房
　
平
成
二
年
二
月
）

　
　
　
黒

田
龍
二
「
堂
蔵
－
中
世
後
期
の
礼
堂
付
中
世
仏
堂
試
論
ー
」
（
平
成
二
年
二
月
十

　
　
日
日
本
建
築
学
会
近
畿
支
部
建
築
史
部
会
口
頭
発
表
）
〔
補
註
二
〕

（
3
2
）
　
金
剛
寺
に
つ
い
て
は
、

　
　
　
川
合
　
康
「
河
内
金
剛
寺
の
寺
領
形
成
と
そ
の
政
治
的
諸
関
係
」
（
『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』

　
　
第
一
二
⊥
ハ
号
）

　
　
　
が
平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
期
の
動
向
を
、
既
往
の
研
究
を
批
判
的
に
継
承
し
て
詳
述
し

　
　
て
い
る
。
本
稿
で
も
こ
の
論
考
に
教
示
・
示
唆
を
受
け
る
点
が
大
で
あ
っ
た
。

（
3
3
）
　
金
堂
は
本
文
中
に
記
す
よ
う
に
治
承
二
年
の
建
立
、
宝
塔
は
建
保
二
年
十
二
月
以
前

　
　
に
建
立
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
建
保
三
年
嘉
陽
門
院
庁
下
文
（
金
四
四
）
に
引
く
建
保
二

　
　
年
十
二
月
日
解
状
に
ょ
っ
て
知
ら
れ
る
。
現
存
の
建
物
か
ら
見
て
も
宝
塔
は
院
政
期
の

　
　
建
立
、
本
堂
も
内
陣
柱
蓮
華
座
の
銘
の
元
応
二
年
（
二
三
一
〇
）
以
前
に
遡
る
と
考
え

　
　
ら
れ
て
い
る
。
『
重
要
文
化
財
金
剛
寺
食
堂
修
理
工
事
報
告
書
』
（
大
阪
府
教
育
委
員
会

　
　
昭
和
三
十
年
七
月
）
、
『
国
宝
金
剛
寺
塔
婆
及
鐘
楼
修
理
工
事
報
告
』
（
国
宝
金
剛
寺
塔
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婆
及
鐘
楼
修
理
事
務
所
　
昭
和
十
五
年
六
月
）

（
3
4
）
　
註
（
3
2
）
の
川
合
論
文
に
詳
し
い
。

（
3
5
）
　
僧
家
寺
官
と
は
院
主
・
学
頭
・
供
僧
二
二
綱
を
さ
す
（
年
未
詳
阿
観
上
人
門
跡
寺
務

　
　
相
論
大
概
案
　
金
五
四
）
。

（
3
6
）
　
金
一
も
平
安
初
期
の
文
書
の
写
で
あ
る
が
、
そ
の
奥
書
に
あ
る
よ
う
に
、
禅
恵
が
元

　
　
享
元
年
に
東
大
寺
東
南
院
で
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
の
で
、
阿
観
以
前
か
ら
伝
来
す
る

　
　
文
書
で
は
な
い
。

（
3
7
）
　
川
合
氏
は
前
掲
註
（
3
2
）
の
論
文
中
で
、
覚
阿
が
御
影
堂
納
置
文
書
を
寺
外
に
持
ち
出

　
　
し
た
の
は
承
久
二
年
で
あ
り
、
比
丘
尼
覚
阿
伝
領
目
録
（
金
四
六
）
を
作
成
し
た
の
も

　
　
こ
の
際
で
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
誤
り
で
あ
ろ
う
。

（
3
8
）
　
川
合
氏
は
前
掲
註
（
3
2
）
の
論
文
中
で
、
建
久
六
年
七
月
九
日
八
条
院
庁
下
文
案
（
金

　
　
二
〇
所
引
）
に
引
く
解
状
に
事
実
に
反
す
る
矛
盾
の
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
3
9
）
　
覚
阿
の
伝
領
文
書
目
録
（
金
四
六
）
は
次
の
通
り
。

　
　
（
端
裏
書
）

　
　
　
「
文
書
目
録
」

　
　
金
剛
寺
文
書
目
録

　
1
　
貞
弘
寄
進
状
壼
通
（
治
承
四
年
八
月
日
）

　
2
　
石
川
判
官
代
義
兼
寄
進
状
萱
通
（
文
治
四
年
正
月
日
）

　
3
　
國
司
聴
宣
壼
通
（
建
久
元
年
九
月
日
）

　

4
　
留
守
所
下
文
壼
通
（
同
元
年
九
月
廿
五
日
）

　

5
　
後
白
川
院
聴
御
下
文
壼
通
（
同
二
年
四
月
日
）

　

6
　
八
条
女
院
聴
御
下
文
萱
通
（
同
二
年
六
月
九
日
）

　

7
　
國
司
聴
宣
萱
通
（
同
二
年
六
月
日
）

　

8
　
留
守
所
下
文
壼
通
（
同
二
年
六
月
廿
八
日
）

　

9
　
宣
旨
萱
通
（
在
史
長
老
状
）
（
同
二
年
〔
十
月
脱
〕
十
六
日
）

　
10
　
留
守
所
下
文
吉
旦
通
（
同
二
年
壬
十
二
月
六
日
）

　
11

　
鎌
倉
右
大
将
家
書
状
騨
通

　
12
　
石
川
判
官
代
義
兼
避
文
萱
通

（同
六
年
六
月
日
）

　
13

　
同
祭
文
壼
通
（
同
六
年
六
月
十
四
日
）

　
1
4
　
八
条
女
院
聴
御
下
文
萱
通
（
同
六
年
七
月
日
）

　
1
5
　
民
部
大
夫
遠
景
避
文
壼
通
（
同
七
年
六
月
廿
七
日
）

　
1
6
　
阿
観
上
人
自
筆
譲
状
壼
通
（
同
八
年
七
月
一
日
）

　
1
7
　
御
室
聴
御
下
文
萱
通
（
同
九
年
三
月
日
）

　
1
8
　
尼
浮
畳
自
筆
譲
状
壼
通
（
同
十
年
三
月
日
）

　
1
9
　
阿
観
自
筆
御
影
堂
安
置
目
録
一
通
（
同
十
年
十
月
）

　
2
0
　
嘉
陽
門
院
聴
御
下
文
壼
通
（
建
保
三
年
）

　
　
　
　

承
久
二
年
二
月
十
七
日
　
　
　
　
尼
畳
阿
（
花
押
）

　
　

文

書
の
番
号
は
筆
老
の
付
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
内
1
・
3
・
5
・
6
・
7
・

　
　
9
・
1
1
の
内
の
一
通
か
と
思
わ
れ
る
物
・
1
2
・
1
3
・
1
7
が
金
二
〇
の
紛
失
状
と
、
2
・

　
　
1
1
の
内
の
二
通
・
1
5
が
金
二
八
の
紛
失
状
と
対
応
す
る
文
書
で
あ
り
、
留
守
所
下
文

　
　
（
4
・
8
・
1
0
）
・
阿
観
と
浄
覚
の
譲
状
（
1
6
・
1
8
）
・
阿
観
の
目
録
（
1
9
）
・
嘉
陽
門
院
庁

　
　
御
下
文
（
2
0
）
の
み
が
紛
失
状
に
な
い
。

（
4
0
）
　
覚
阿
伝
領
文
書
目
録
（
金
四
六
）
中
の
建
保
三
年
の
嘉
陽
門
院
庁
御
下
文
（
註
3
9
で

　
　
付
し
た
番
号
で
は
2
0
）
の
正
文
が
現
存
す
る
こ
と
に
つ
き
、
川
合
氏
は
註
3
2
論
文
中
で
、

　
　
覚
阿
は
嘉
禄
二
年
に
持
ち
出
し
た
文
書
を
一
旦
返
納
し
、
そ
の
後
寺
内
を
実
質
的
に
掌

　
　
握
し
た
学
頭
・
三
綱
（
即
ち
反
覚
阿
勢
力
）
の
意
向
に
従
っ
て
、
覚
心
の
紛
失
状
の
効

　
　
力
が
継
続
し
、
正
文
の
有
効
性
を
破
棄
さ
せ
た
。
嘉
陽
門
院
庁
御
下
文
は
紛
失
状
に
含

　
　
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
正
文
が
現
存
す
る
、
と
す
る
興
味
深
い
論
を
展
開
さ
れ
て
い

　
　
る
。
し
か
し
こ
の
嘉
陽
門
院
庁
御
下
文
は
確
か
に
正
文
が
現
存
す
る
に
も
拘
ら
ず
、
正

　
　
和
三
年
十
一
月
日
学
頭
忍
実
金
剛
寺
証
文
拾
遺
目
録
写
（
金
拾
八
）
に
は
そ
の
名
が
見

　
　
あ
た
ら
な
い
。
こ
の
文
書
は
覚
阿
が
二
次
納
置
を
行
っ
て
以
後
の
文
書
で
あ
る
た
め
に
、

　
　
そ
の
返
納
さ
る
べ
き
場
所
が
明
確
で
な
か
っ
た
。
こ
の
文
書
の
伝
来
に
は
こ
う
し
た
事

　
　
情
を
考
慮
す
べ
き
で
、
そ
の
伝
存
を
根
拠
に
先
の
如
き
論
を
展
開
す
る
に
は
や
や
無
理

　
　
が
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
覚
阿
は
文
書
を
返
納
し
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

（
4
1
）
　
桧
尾
措
蔵
記
及
び
桧
尾
山
年
中
課
役
双
紙
は
『
観
心
寺
要
録
O
』
『
観
心
寺
要
録
⇔
』

　
　
（
大
谷
大
学
資
料
館
報
告
書
　
第
1
1
・
1
3
冊
　
昭
和
五
十
九
・
六
十
年
三
月
）
に
翻
刻

　
　
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
同
書
に
依
っ
た
。
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（
4
2
）
　
「
寺
家
証
文
筥
」
に
あ
っ
た
文
明
五
年
十
月
十
八
日
観
心
寺
衆
議
評
定
事
書
は
桧
尾

　
　
山

年
中
課
役
双
紙
で
は
「
惣
中
証
文
筥
」
に
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
金
堂
の
文

　
　
書
箱
は
惣
中
の
証
文
箱
と
も
呼
ぼ
れ
て
い
た
。

（
4
3
）
　
『
国
宝
観
心
寺
金
堂
・
重
要
文
化
財
同
建
掛
塔
修
理
工
事
報
告
書
』
（
昭
和
五
十
九
年

　
　
十
二
月
）
に
依
る
。
な
お
閉
鎖
的
な
空
間
に
改
造
し
た
の
が
寛
永
年
間
で
あ
る
と
の
根

　
　
拠
は
同
書
に
は
明
確
に
は
記
述
さ
れ
て
い
な
い
。
宝
蔵
へ
の
文
書
納
置
が
中
世
か
ら
行

　
　
わ
れ
て

い
た

こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
改
造
も
中
世
に
遡
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
4
4
）
　
以
下
に
引
用
す
る
法
降
寺
関
係
史
料
は
『
法
隆
寺
史
料
集
成
』
二
・
六
（
ワ
コ
ー
美

　
　
術
出
版
株
式
会
社
　
昭
和
五
十
八
・
九
年
）
に
よ
る
。

（
4
5
）
　
寺
要
日
記
の
編
纂
は
延
文
四
年
（
二
二
六
五
）
か
ら
貞
治
五
（
一
三
六
六
）
年
の
間

　
　
で
あ
る
が
、
そ
の
後
応
永
年
間
ま
で
の
追
記
が
あ
る
。

（
4
6
）
　
永
久
寺
伽
藍
に
つ
い
て
は
永
久
寺
伽
藍
図
（
醍
醐
寺
聖
教
三
四
四
函
一
四
四
・
一
四

　
　
七
・
一
四
八
号
）
が
詳
細
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

　
　
　
山
岸
常
人
・
藤
井
恵
介
「
内
山
永
久
寺
伽
藍
図
及
び
真
言
堂
指
図
等
に
つ
い
て
」

　
　
（
『
建
築
史
学
』
第
十
四
号
　
平
成
二
年
二
月
）

　
　
で
紹
介
し
た
。

（
4
7
）
　
註
（
4
6
）
の
論
文
に
紹
介
が
あ
る
。

（
4
8
）
　
註
（
4
6
）
拙
稿
参
照
。

（
4
9
）
　
施
設
で
な
い
と
す
れ
ぽ
、
寺
家
が
沙
汰
す
る
意
で
あ
ろ
う
。

（
5
0
）
　
『
兵
庫
県
史
』
史
料
編
中
世
二
は
慶
長
年
間
ま
で
の
文
書
を
収
録
し
て
お
り
、
こ
こ

　
　
で
も
そ
の
節
囲
で
記
し
た
。
な
お
知
り
得
る
注
文
の
年
号
を
列
挙
す
る
と
以
下
の
通
り

　
　
で
あ
る
。

　
　
　
永
仁
四
年
二
月
十
五
日
（
一
八
）
（
以
下
年
・
月
・
日
を
略
す
。
）
・
明
応
十
、
二
、

　
　
七

（
二
五
四
）
・
永
正
四
、
二
、
七
（
二
六
五
）
・
永
正
五
、
二
、
七
（
二
六
七
）
・
大

　
　
永
四
、
二
、
七
（
三
〇
七
）
・
天
文
六
、
二
、
六
（
三
二
四
）
・
天
文
十
八
、
二
、
六

　
　

（
三
三
六
）
・
天
正
九
、
正
、
二
十
六
（
四
二
四
）
・
天
正
十
、
正
、
二
十
六
（
四
二

　
　
九
）
・
天
正
十
三
、
正
、
二
十
六
（
四
四
〇
）
・
天
正
十
六
、
正
、
二
十
六
（
四
五
一
）
・

　
　
天
正
十
八
、
正
、
二
十
六
（
四
五
三
）
・
天
正
十
九
、
正
、
二
十
六
（
四
五
四
）
・
天

　
　
正

二
十
、
正
、
二
十
六
（
四
五
五
）
・
文
禄
三
、
正
、
二
十
六
（
四
五
八
）
・
文
禄
四
、

　
　
正
、
二
十
六
（
四
六
一
）
・
慶
長
四
、
正
、
二
十
六
（
四
六
二
）

　
　
　
以
上
か
ら
考
え
る
と
執
行
は
毎
年
交
替
し
た
も
の
ら
し
く
、
天
文
十
八
年
ま
で
は
二

　
　
月
初
旬
に
交
替
し
注
文
が
作
成
さ
れ
、
そ
れ
以
後
は
正
月
二
十
六
日
に
定
ま
っ
て
い
る
。

（
5
1
）
　
田
中
稔
「
金
石
文
と
し
て
の
寄
進
状
の
一
資
料
」
（
『
文
化
史
論
叢
』
奈
良
国
立
文

　
　
化
財
研
究
所
学
報
第
三
冊
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
　
昭
和
三
十
年
）

　
　
　
田
中
　
稔
「
唐
招
提
寺
舎
利
殿
奉
納
文
書
に
つ
い
て
」
（
『
仏
教
芸
術
』
第
6
4
号
　
昭

　
　
和
四

十
二
年
五
月
）

（
5
2
）
　
堀
池
春
峰
「
二
月
堂
炎
上
と
文
書
聖
教
の
出
現
」
（
『
書
陵
部
紀
要
』
第
二
十
二
号

　
　
昭
和
四

十
五
年
十
一
月
）
に
詳
し
い
。
朱
唐
櫃
に
つ
い
て
は
こ
の
論
文
に
よ
る
点
が
多

　
　
い
。
な
お
拙
著
『
中
世
寺
院
社
会
と
仏
堂
』
第
二
部
第
一
章
（
塙
書
房
　
平
成
二
年
二

　
　
月
）
で
も
若
干
の
言
及
を
行
っ
た
。

（
5
3
）
　
註
（
5
2
）
に
掲
げ
る
拙
著
参
照

（
5
4
）
　
こ
の
指
図
に
つ
い
て
は
藤
井
恵
介
氏
の
紹
介
が
あ
る
。

　
　
　
藤
井
恵
介
「
醍
醐
寺
所
蔵
の
弘
安
七
年
東
大
寺
大
仏
殿
図
に
つ
い
て
」
（
『
建
築
史
学
』

　
　
第
十
二
号
　
平
成
元
年
三
月
）

（
5
5
）
　
上
島
　
有
「
古
文
書
の
伝
来
と
保
存
」
（
『
書
の
日
本
史
』
第
九
巻
　
平
凡
社
　
昭
和

　
　
五
十
一
年
三
月
）

　
　
　
網
野
善
彦
『
中
世
東
寺
と
東
寺
領
荘
園
』
（
東
京
大
学
出
版
会
　
昭
和
五
十
三
年
十

　
　
一
月
）

　
　
　
橋
本
初
子

『
中
世
東
寺
と
弘
法
大
師
信
仰
』
（
思
文
閣
出
版
　
平
成
二
年
十
一
月
）

　
　
　
以
下
の

東
寺
に
関
す
る
記
述
は
主
と
し
て
網
野
・
橋
本
氏
の
著
書
に
ょ
る
。

（
5
6
）
　
西
院
文
庫
出
納
帳
（
応
永
十
六
年
か
ら
永
享
二
年
）
・
文
書
出
納
日
記
（
享
徳
元
年

　
　
か
ら
大
永
二
年
）
等
。
註
（
5
5
）
橋
本
著
書
参
照
。

（
5
7
）
　
こ
の
こ
と
は
近
年
の
多
く
の
寺
院
史
関
係
の
論
考
に
よ
っ
て
明
か
に
さ
れ
て
い
る
が
、

　
　
例
え

ぽ
註
（
2
8
）
・
（
5
5
）
の
諸
論
考
の
他
、
代
表
的
な
二
三
の
例
を
挙
げ
れ
ば
次
の
も
の

　
　
が
あ
ろ
う
。

　
　
　
永
村
　
真
『
中
世
東
大
寺
の
組
織
と
経
営
』
（
塙
書
房
　
平
成
元
年
）
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久
野
修
義
「
中
世
寺
院
の
僧
侶
集
団
」
（
『
日
本
の
社
会
史
』
　
6
　
岩
波
書
店
　
昭
和

　
　
山
ハ
十
ゴ
一
年
）

　
　
　
土
谷
　
恵
「
房
政
所
と
寺
家
政
所
！
十
二
世
紀
前
半
の
醍
醐
寺
と
東
大
寺
ー
」
（
『
仏

　
　
教
史
学
研
究
』
　
第
三
十
一
巻
二
号
　
昭
和
六
十
三
年
十
一
月
）

（
5
8
）
　
法
流
の
相
承
に
関
す
る
総
合
的
な
問
題
を
論
じ
た
も
の
と
し
て
次
の
論
文
が
極
め
て

　
　
示
唆

に
富
む
。

　
　
　
永
村
　
真
「
「
院
家
」
と
「
法
流
」
ー
お
も
に
醍
醐
寺
報
恩
院
流
を
通
し
て
ー
」
（
『
醍

　
　
醐
寺
の
密
教
と
社
会
』
　
山
喜
房
仏
書
林
　
平
成
三
年
二
月
）

（
5
9
）
　
田
中
　
稔
「
本
券
文
を
焼
く
こ
と
」
（
『
月
刊
歴
史
』
2
1
1
2
4
　
昭
和
四
十
五
年
十
一

　
　
月
）

（
6
0
）
　
笠
松
宏
至
「
仏
陀
施
入
之
地
不
可
悔
返
」
（
『
日
本
中
世
法
史
論
』
　
東
京
大
学
出
版

　
　
会
　
昭
和
五
十
四
年
三
月
）

〔補
註
一
〕
　
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
次
の
拙
稿
で
若
干
の
整
理
と
考
察
を
行
っ
た
。

　

「
仏
堂

と
文
書
ー
板
・
柱
・
壁
に
書
か
れ
た
文
書
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
（
『
学
士
会
報
』
第
榔

　
号
　
平
成
四
年
七
月
）

〔補
註

二
〕
　
同
発
表
の
成
果
は
次
の
論
考
に
ま
と
め
ら
れ
た
。

　
黒
田
龍
二
「
堂
蔵
の
存
在
様
態
」
（
『
日
本
建
築
学
会
論
文
報
告
集
』
第
郁
号
　
平
成
二
年

　

六
月
）

〔付
記
〕
　
本
稿
は
「
中
世
寺
院
に
お
け
る
文
書
保
管
の
一
様
相
」
と
題
し
て
平
成
二
年
に
日

　
本
建
築
学
会
大
会
で
発
表
し
た
も
の
（
『
日
本
建
築
学
会
大
会
学
術
講
演
梗
概
集
一
九
九

　
〇
年
』
所
収
）
、
及
び
「
仏
堂
納
置
文
書
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
平
成
三
年
六
月
に
日
本

　
建
築
学
会
近
畿
支
部
建
築
史
部
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
『
中
世
の
仏
堂
の
蔵
・
文
書
・
管
理
』

　

で
発
表
し
た
内
容
に
補
訂
を
加
え
て
草
し
た
も
の
で
あ
る
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
際
し
、
ま

　

た
そ

の
後
も
助
言
・
批
判
を
賜
っ
た
永
村
　
真
・
黒
田
龍
二
両
氏
に
謝
意
を
表
し
た
い
。

　
　
本

稿
の
テ
ー
マ
は
、
こ
の
問
題
で
先
鞭
を
つ
け
ら
れ
て
い
た
田
中
　
稔
先
生
の
唐
招
提

　

寺
舎
利
殿
・
元
興
寺
極
楽
坊
な
ど
の
納
置
文
書
に
つ
い
て
の
論
文
〔
註
（
5
1
）
・
（
5
9
）
〕
に

　

触
発

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
数
年
前
か
ら
関
連
史
料
を
少
し
つ
つ
集
め
る
う
ち
に
、
大
量

　

に
文
書
を
御
影
堂
に
納
め
て
し
ま
う
高
野
山
の
事
例
に
行
き
当
り
、
仏
堂
納
置
文
書
に
関

わ

る
諸
問
題
に
つ
い
て
あ
る
程
度
の
こ
と
が
判
る
よ
う
に
な
り
、
原
稿
に
し
か
け
て
い
た

も
の
で
あ
る
が
、
思
い
が
け
ず
田
中
先
生
追
悼
の
論
文
集
に
参
加
で
き
る
機
会
を
与
え
ら
　
醜

れ
、
ふ
さ
わ
し
い
内
容
か
と
思
い
追
悼
論
文
に
充
て
る
こ
と
に
し
た
。
か
つ
て
筆
者
が
奈

良
国
立
文
化
財
研
究
所
に
入
所
し
た
当
初
に
筆
者
の
不
注
意
な
遺
物
の
取
扱
に
対
し
て
田

中
先
生
か
ら
厳
し
い
、
し
か
し
暖
か
み
の
あ
る
ご
注
意
を
受
け
た
こ
と
を
折
に
ふ
れ
思
い

出
す
。
こ
の
よ
う
な
粗
雑
な
内
容
の
論
文
で
は
、
田
中
先
生
の
古
文
書
学
の
足
元
に
及
ぶ

べ
く
も
な
い
が
、
先
生
に
目
を
通
し
て
頂
き
た
か
っ
た
と
、
今
は
思
う
ば
か
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
（奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
　
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
客
員
教
官
）



Study　on　Documents　Stored　in　Buddhist　Temples

YAMAGIsHI　Tsuneto

　　This　paper　Iooks　at　documents　stored　with　some　intention　in　the　main　sanctuary　or

other　sanctuaries　of　Buddhist　temples　in　the　Middle　Ages……hereafter　called“docu－

ments　stored　in　Buddhist　temples”．　The　author　examines　the　principles　and　actual

situation　of　the　secure　storage　of　documents　in　temples，　by　tracing　examples　of　storage

mainly　in　Eizanji，　K6yasan，　and　Kong61i　temples，　with　regard　to　conditions　of　storage，

types　and　functions　of　the　stored　documents，　and　their　relation　with　documents　stored

in　warehouses．

　　Various　types　of　Buddhist　sanctuaries，　such　as　the　Mieid6　and　the　main　sanctuary，

were　used　for　the　storage　of　documents．　The　Mieid6，　in　particular，　contain　an　abundance

of　historical　information，　and　commonly　held　an　important　position　in　many　temples．

The　reason　many　documents　were　stored　in　Buddhist　sanctuaries　was　that　these　build・

ings　were　appropriate　for　the　storage　and　accllrate　transmission　of　documentary　evidence

regarding　rights，　in　case　of　confrontation　between　opposing　groups　of　Buddhist　priests，

or　disputes　with　various　in6uential　powers　outside　the　temple．　It　seems　that　the　Mieid6，

which　is　dedicated　to　the　founder　of　the　temple　or　the　sect，　was　particularly　chosen　for

the　storage　of　documents　because　a　higher　power　than　secular　powers　was　entrusted

with　the　storage　of　documents．　However，　this　system　can　be　said　to　haVe　been　a　false

system，　which　was　established　on　the　assumption　of　the　assistance　of　a丘ctional　higher

authority．　This　idea　has　something　in　colnmon　with　the　legal　principles　l）ehind　the

prohibition　of　the　misuse　of“Buddhist　objects”as　stated　by　Mr．　KAsAMATsu　Hi・

roshi．　Behind　this　principle，　the　validity　of　the　documellts　stored　in　the　Buddhist　sanc－

tuaries　was　assured　only　when　a　control　system　in　line　with　real　conditions　was

perfected，　that　is，　letters　of　dedication，　such　as　the　Goshuin－engi　of　K6yasan，　accounting

procedures　determined　by　a　meeting　of　ten，　the　addition　of　a　phrase　indicating　that　the

documents　were　stored　in　the　Mieid6，　etc．　Furthermore，　a　method　of　spreading　risk，　such

as　sto血g　a　draft　in　the　main　hall　in　addition　to　the　original　document　in　the　Mieidδ，

must　have　been　devised　for　greater　assurance．　In　other　words，　actual　interests　and

powers　cannot　have　been　countered　by　only　principles　or　a　false　system．　It　should　be

further　noted　that　the　documents　stored　in　Buddhist　sanctuaries　were　principally　hmited

to　o伍cial　documents　and　manor　documents，　those　are　directly　related　to　the　temples，

rights　and　interests，　documents　on　Buddhist　meetings　were　not　stored　there，　and　annual

land　tax　was　stored　in　other　storehouses．　In　this　way，　storage　facilities　in　temples　were

distinguished　according　to　purpose．

　　The　storage　of　documents　in　Buddhist　sanctuaries　was　really　a　phenolnenon　which

directly　reflected　the　organizational　structure　of　the　temples　in　the　Middle　Ages．
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